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本町は昭和55年の町制施行以来、昭和57年（1次）、

平成2年（2次）、平成12年（3次）、平成22年（4次）にわたり

総合振興計画を策定し、長期的かつ総合的なまちづくりを

推進してきました。

令和2年に策定した現在の第5次階上町総合振興計画は、

「ゆめ　みらい　心ときめく　ふるさとづくり」を基本理念とし、

「心豊かで安心安全なくらしと、活力あふれる地域をみんな

でつくる　はしかみnew era plan」を将来像に掲げ、その

実現に向けて、各種施策に取り組んでいます。

総合振興計画における基本計画の計画期間は、令和2年

度から令和11年度までの10年間ですが、前期5年間、後期

5年間の2区分としており、令和6年度が前期の最終年度で

あったことから、前期5年間に取り組んできた施策の検証を

行い、選択と集中によって、より持続可能なまちづくりを目指し、

令和7年度以降の新たな後期5年間を反映する総合振興計

画の後期計画の策定に取り組んだところです。

全国的な問題である少子高齢化の進行や地域の担い手

の減少など社会構造の変化は、これまでも国や地方が解決

に向け様々取り組んできましたが、依然として解決の糸口が

見えず、さらに加速している状況にあります。また、インフラ

の老朽化、働き方や価値観の多様化への対応、カーボン

ニュートラルの実現など、これまでにない新たな問題が生

じている時代でもあります。

一方、ＡＩやデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）など

新たな技術によって、産業構造の革新が進んでいくとともに、

地域活動や行政運営にもこの技術を導入していくことも、

問題解決の手段の一つとして認識しているところです。

この後期計画の推進に当たっては、多様な問題に柔軟

に対応し、町民の皆様のニーズや社会情勢を的確に捉え

ながら、「夢　未来　創造　新しい時代を皆さんと共に」

をスローガンに、本町の魅力をさらに引き出し、新たな発

展へとつながるように、実現性と実効性の高い施策を展

開していきます。

そして、ＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残さない社会

の実現」を念頭に、町民の皆様と手を携え、多様な主体と

の協働のもと、心豊かで活力あるまちづくりに取り組みます

ので、皆様の一層の御支援と御協力をお願いします。

結びに、本計画の策定に御尽力いただいた階上町総合

振興計画審議会委員の皆様をはじめ、関係機関の皆様、

貴重な御意見をお寄せいただいた皆様に心より感謝申し

上げます。

令和7年3月　階上町長　荒谷 憲輝
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第 1章 計画策定の目的と性格



階上町は、ত和55年の町制施行Ҏ来、ত和5�年
3月、平成2年3月、平成12年1�月、平成22年3月及
びྩ和2年3月の5次にわたる「階上町総合振興計
画」を策定して、長期的、総合的なまちづくりを進め
てきました。
ୈ1次、ୈ2次の計画は、将来૾を「緑の大地と、
活力あふれる豊かなふるさと」と掲げ、ୈ3次、ୈ�
次及びୈ5次の計画では、「Ώめ� みらい心ときめく�
ふるさとづくり」を基本理念に、各種施策を展開して
きました。
計画に基づく取組については、着実な成果が見ら

れる一方、人口減少や少子高齢化の進行など、本町
を取りרく社会৘੎は急速に変化しており、今後の
まちづくりに大きなӨ響を及ぼすことが見ࠐまれま
す。また、産業構造の変化や、公共施設等の老ٺ化

計画策定の目的第1節

への対応など、様々な大きな՝題に直面しています。
今後の行財政運営は、人口減少社会に対応する

とともに、行財政改ֵの徹底を図り、また、町民の
参画と協働により持続可能なまちづくりを目指し
た、主体性と責任ある自治体運営がٻめられていま
す。
ྩ和�年度からの「ୈ5次階上町総合振興計画後
期計画」では、「前期計画」の՝題を検ূするととも
に、今後の時代のை流やݫしい社会৘੎を౿まえ、
本町の行政運営と地域経営（まちづくり）に向けて
๬まれる将来૾を展๬し、各行政区において策定さ
れたまちづくり地区計画などとの整合性を図りなが
ら、実ݱ性・実効性の高い施策を展開するため策定
するものです。
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8 ｜第1部｜序論
ୈ � ষ ఆͷ໨తͱੑ֨ࡦըܭ 9｜第1部｜序論

ୈ � ষ ఆͷ໨తͱੑ֨ࡦըܭ 9｜第1部｜序論
ୈ � ষ ఆͷ໨తͱੑ֨ࡦըܭ



ʢ�ʣߦ੓ӡӦのࢦ針
本計画は、豊かで潤いのある町民生活の実ݱに
向けて、町政の基本的方向を示すものであり、本町
における今後の「行政運営の指਑」としてҐ置付け
られるものです。

ʢ�ʣ町民׆ಈのࢦ針
本計画は、町民や各種団体の町政に対する理ղ・
協力と積極的な町民参加を要੥し、その活動の指
਑となるものです。

計画の性格第2節

ʢ�ʣ޿Ҭߦ੓ʹ͓͚ΔҐஔ෇͚
本計画は、ݝ、ࠃ、広域行政との整合・連携をߟ
慮しつつ、これらに対して本町の施策の方向を明ら
かにするものです。

ʢ�ʣ町の最上Ґܭը
本計画は、施策のܾ定、予ࢉฤ成の基本となるも

のであり、各分໺における個別計画の上Ґ計画とし
てҐ置付けられるものです。

10 ｜第1部｜序論
ୈ � ষ ఆͷ໨తͱੑ֨10ࡦըܭ ｜第1部｜序論
ୈ � ষ ఆͷ໨తͱੑ֨ࡦըܭ



ୈ5次階上町総合振興計画後期計画は「基本構
想」、「基本計画」、「実施計画」によって構成されま
す。

ʢ�ʣ基本ߏ૝
基本構想は、時代のை流を౿まえ、本町における
ঢ়と՝題を明らかにした上で、まちづくりの将来ݱ
૾、基本方向を示したものであり、それを実ݱする
ための分໺別基本方਑を明هしたものです。
また、計画の期間は、ྩ 和2年度をॳ年度とし、ྩ
和11年度を目標年次とする1�か年計画とします。

ʢ�ʣ基本ܭը
基本計画は、基本構想に示した将来૾の実ݱを
図るための施策を体ܥ化、۩体化したもので、部໳
別にگݱと՝題、取り組Ή΂き施策の基本方਑を示

計画の構成と期間第3節

しています。
また、計画期間はྩ和2年度からྩ和11年度まで
ですが、本町を取りרく৘੎の変化にॊೈに対応す
るため、前期5年間、後期5年間の2区分により基本
計画のୡ成を図ります。

ʢ�ʣ࣮ܭࢪը
実施計画は、基本計画に定めた施策を計画的に
推進するため、基本計画で示した施策の基本方਑と
施策の体ܥにैって、主要な事業の実施年度、実施
主体、内༰、事業අ等について明らかにするもので、
各年度の予ࢉฤ成における基本的な指਑となりま
す。
また、計画期間は5年間とし、ローリング方ࣜによ

りຖ年度見直しを行い、事業の実施を図ります。

11｜第1部｜序論
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本町の歴史は神
じん

ُ
き

年間（੢ྐྵ�2�年ʙ�2�年）ૐ
の行

ぎょう

基
き

が寺下にጯ
おう

物
もつ

寺
じ

を創ݐし、観Ի૾などをࠁん
だと伝えられているところまで૎ることができます。
そして、文

ぶん

安
あん

元年（੢ྐྵ1���年）にはྞ
りん

Ѩ
な

޹
こう

׮
かん

大
だい

和
お

ঘ
しょう

が道
どう

仏
ぶつ

に੢光寺を開山するなど、このときにݱ在
の集落の基ૅが形成されました。
　ൡ政時代に入って׮

かん

文
ぶん

�年（੢ྐྵ1���年）には、
ೆ
なん

部
ぶ

直
なお

๪
ふさ

にീ戸ൡが༩えられ、本町はീ戸ൡの所
ྖとなりました。また、文化 �年（੢ྐྵ 1��� 年）
に海岸防備のため小

こ

舟
みな

渡
と

海岸にീ戸ൡのӜݻめが
置かれました。
明治�年のഇൡ置ݝによりീ戸ݝにଐしました

が、当時の֯
つの

ฑ
がら

ં
おり

村出身のീ戸ݝ大参事ଠ
おお

田
た

広
ひろ

৓
き

とేೆݝ小参事広
ひろ

୔
さわ

安
やす

任
とう

の連໊で5ݝの合併を政
෎にٞݐし、ಉ年�月青森ݝに改称統合されました。

1 Ԋֵ

階上町の沿革と特性第1節

明治�年大小区制により、本町はୈ�大区�小区にଐ
しましたが、明治11年に大小区制がഇ止され、܊制
施行により本町はࡾ

さん

戸
のへ

にฤ入されて֯ฑંのਖ਼܊
しょう

部
ぶ

家
け

に戸長役場が置かれました。
明治22年市町村制施行により、چ�か村を合併し

て階上村となり、ত和55年5月1日には町制施行に
より階上町となりました。
「はしかみ」のޠ源については定かではありませ
んが、ߙ

͵かのぶ

部5܊の中に階上܊があり、ߙ部の中心か
ら見て๺方海上（階上）܊があったと言い伝えられ、
当時܊役所の仕事をし、改ֵに当たった役人たちが
階上ַの๺࿢にある�つの村を統合する໊称として
「はしかみ」と໋໊されたのではないかとߟえられて
います。
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本町は青森ݝの最東ೆ୺にҐ置し、東は໿5�5̺
̼にわたる海岸線をもってଠ平༸を๬み、੢と๺は
中֩市ീ戸市、ೆは標高�3�̼の階上ַを越えて
。境の町ですݝ༸໺町に隣઀したݝ手ؠ
地形はೆの階上ַの๺面に開けた山࿢地帯を除

いては、ほぼ平ୱ地です。山࿢のஈٰから見ると多少
Ԝತがあるものの੢方から東方へ下߱しています。
主な઒は、階上ַの੢ೆ୺に発し、田代を経て新Ҫ
田઒に合流する全長໿��1̺̼のদؘ઒が最も大き

ଠ平༸に面しているためय़からՆにかけてはภ
東෩（ヤマη）が、ळからౙにかけてはภ੢෩がਧ
き、ౙ期間のפさはݫしく積雪は少ない地帯です。

ʢ�ʣ�Ґஔͱ஍੎

ʢ̎ʣؾ�ɹ৅

۠෼
Թʢˆʣؾ ฏ࣪ۉ౓

ʢ％ʣ
߱ਫྔ
ʢᶱʣ

೔র࣌ؒ
ʢISʣ

ฏۉ෩଎
ʢN�Tʣ

最ਂੵઇ
ʢDNʣ最ߴ 最௿ ฏۉ

ྩ࿨ݩ೥ ���� ����� ���� �� ����� �
����� ��� ��

ྩ࿨̎೥ ���� ���� ���� �� �
����� �
����� ��� ��

ྩ࿨̏೥ ���� ����� ���� �� �
����� �
����� ��� ��

ྩ࿨̐೥ ���� ���� ���� �� �
����� �
����� ��� ��

ྩ࿨̑೥ ���� ����� ���� �� �
����� �
����� ��� ��

5೥ฏۉ �5�0 ���� ���5 �5�� �
0���� �
����� ��� ��

৅৚݅ؾ ஫）気৅ி気৅観ଌデータ（ീ戸）より

2 ཱ஍ಛੑͱࣗવڥ؀

階上町の沿革と特性第1節

く、ַ の中ԝから小流を集めて֯ฑંからদؘ઒に
合流する全長໿5�5̺̼のޚಊ઒、ַ の東୺に発し
の໊水に指定されている寺下のୌから道仏を経ݝ
てଠ平༸に஫ぐ໿��5̺̼の道仏઒と、੺保内から大
渡を経てീ戸市ۚ浜からଠ平༸へ஫ぐ大渡઒があり
ます。দؘ઒流域は石փؠ等のଯ積ؠや݁থ࣭石
փؠ（大理石）等の変成ؠで෴われていますが、地࣭
のほとんどが階上ַ周辺で見られる花ቋર緑ؠや海
岸線の火山ؠといった火成ؠに෴われています。

最近5年間の平߱ۉ水量は1
��1��ᶱ、平ۉ気Թ
11�5度、平ۉ日র時間1
��1�1時間となっています。

14 ｜第1部｜序論
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本町の人口は、ত和�5年のࠃ੎調査で�
2��人
まで減少しましたが、ত和55年のࠃ੎調査では
1�
1��人と࠶び1ສ人の大୆を௒え、平成2年のࠃ
੎調査では12
�5�人とত和��年に続き、ݝ下一の
人口増加率（12�2ˋ）を示しました。Ҏ来、؇やかな
がらも安定した人口増加をたどってきましたが、ྩ
和2年のࠃ੎調査では、13
���人と平成2�年のࠃ
੎調査での1�
�25人から52�人、໿3��ˋの減少と
なりました。住民ొ࿥においても、平成15年12月末
に15
3�5人をه࿥してҎ߱減少に転じ、その後は
؇やかに減少し続け、平成2�年には1�
���人を割
りࠐみました。
本町は、これまでݝೆの中心都市であるീ戸市の

1 ਓޱͱੈଳ਺

階上町の現況第2節

ベッドタウンとして多くの転入者を受け入れること
により人口が増加してきましたが、少子化による自
然減と、東ݍژ（東ژ、神ಸ઒、ઍ葉、࡛ 等への（ۄ
人口流出に伴う社会減が人口減少に転じた要Ҽと
してڍげられます。
全地域で人口が減少していますが、市街地を形成

する中ԝ地域に比΂て、農村地帯の੢部地域と漁村
地帯の東部地域の減少幅が大きくなっています。
一方、世帯਺は全体としては増加していますが、
੢部・東部地域は減少傾向が見られます。また、一
世帯当たりの世帯員਺も減少しています。このݪҼ
は、少子高齢化のӨ響と֩家族化の進行が要Ҽとし
てڍげられます。

15｜第1部｜序論
ୈ � ষ ֊্ொͷ֓گ 15｜第1部｜序論
ୈ � ষ ֊্ொͷ֓گ



年 世帯数
（世帯）

人口（人）
総数 男 女

平成27年 5,804 14,080 7,036 7,044

平成28年 5,878 13,993 6,981 7,012

平成29年 5,898 13,844 6,934 6,910

平成30年 5,902 13,648 6,868 6,780

平成31年 5,929 13,498 6,782 6,716

令和２年 5,973 13,342 6,693 6,649

令和３年 5,979 13,122 6,598 6,524

令和４年 6,010 13,006 6,528 6,478

令和５年 5,993 12,797 6,443 6,354

令和６年 5,997 12,628 6,352 6,276

住民基本台帳による人口と世帯数の推移 注）住民基本台帳各年３月31日現在
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本町の総面積は、�
���IBであり、ݻ定資産֓要
調ॻ（ྩ和�年度）による内༁としては、山ྛ・ݪ໺
が3
3�1IB、田・ാは1
�52IB、宅地が3�2IBとなっ
ています。

2 ౔஍のར༻ঢ়گ

田、ാなどの農地面積や山ྛ、ݪ໺が減り、雑種
地が増えていますが、これは、ଠཅ光発電施設の増
加によるものとߟえられます。また、宅地について
は、؇やかに増加傾向となっています。
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౔஍のར༻ঢ়گ （୯ҐɿIB）

資ྉɿݻ定資産֓要調ॻ　
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ྩ和2年のࠃ੎調査における就業者人口は�
�3�
人、総人口に઎める割合は໿����ˋで、平成2�年と
比較して5年間で�1人減少しましたが、໿���ポイン
トの増加となっています。
就業者人口の産業別内༁の推移を見ると、ୈ1次
産業及びୈ2次産業ともに減少傾向となっていま
す。
このことから、ୈ1次産業の中心を઎める農ྛ漁

3 ଄ߏۀबۀ࢈

業の後継者不足がґ然として続いていること、また、
੡造業やݐ設業からの৬཭れが進み、ୈ3次産業へ
移行していることが分かります。
また、ྩ 和2年のࠃ੎調査におけるன໷間人口比
率は����ˋで、22�2ˋがീ戸市を含Ή町外に就業
等の場をٻめていることが分かり、ベッドタウンとし
ての本町の࢟をうかがうことができます。

階上町の現況第2節
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日本の総人口は平成1�年をピークに減少に転じ、
Ҏ後、長期の人口減少過ఔに入っています。ࠃ立社
会保障・人口問題ڀݚ所の推計（出生中Ґ推計）で
は、2��5年の1ԯ���ສ人を経て、2�5�年（ྩ和3�
年）には1ԯ人を割って���5ສ人となると推計され
ています。また、ಉڀݚ所によると高齢化が急速に
進行し、2�3�年（ྩ和2�年）には総人口の3人に1
人が�5ࡀҎ上の高齢者になり、2���年には2��人
に1人が�5ࡀҎ上になると推計されています。また、
少子化も進行し、ް 生労働省による人口動態統計に
よると、ྩ 和�年の合計特घ出生率は1�2�で、ґ然
として低水४となっています。

スマートフォンが普及し、インターネットの利用増
大に伴い、̨ ̣ （̨ιーシャルネットワーキングαー
Ϗス）等を利用したコミュニケーションが日ৗ的に
行われるようになるなど、私たちの身近な生活の中
に̞ ̘̩ （৘ใ通信ٕज़）がਁಁしてきました。近年
は、̞ ̘̩ がより進化し、̞ ̾ （̩モϊのインターネッ
ト）が普及することにより、様々な人・モϊ・組織が
ネットワークにつながり、Ϗッグデータ（大量のデジ
タルデータ）や̖̞ （人޻知能）、ロボットなどを活用
した新たなαーϏスがొ場しています。ࠃでは、「ङ
ྌ社会」、「農ߞ社会」、「޻業社会」、「৘ใ社会」に続
く5番目の社会として、̖ ̞、̞ ѓ̩、Ϗッグデータな
どୈ�次産業ֵ໋によるデジタルٕज़とデータ活用
をあらΏる産業や社会生活に取り入れ、経ࡁ発展と
社会的՝題のղܾを྆立していく新たな社会
「4PDJFUZ（ιαエティ）�5��」の実ݱを目指していま
す。

1 ਐ͢ߦΔਓݮޱগͱগྸߴࢠԽࣾ会

2 ౓৘ใԽࣾ会ߴ

時代の潮流第1節

このことは、労働人口の減少や消අ市場のॖ小な
ど、զがࠃの経ࡁに大きなӨ響を༩えるとߟえられ、
また、高齢化が進Ήことにより、年ۚ、ҩ療、介護な
どの社会保障අが増加していくこととなります。
こうしたことから、今後は町民が少子高齢化を自
分たち自身の問題としてଊえ、地域全体で積極的な
取組を積み重Ͷていくことが重要であり、安心して
子どもを産み、育てられる社会、そして高齢者をはじ
め全ての人々が健康で生きがいのある人生を送るこ
とができる地域づくりのために、総合的な施策を展
開していくことがඞ要です。

一方、高度৘ใ化に対する幅広い知識や、৘ใη
キュリティの確保等の՝題に対応していくこともඞ
要となっています。

˞̨̨̣ɿ社会的ネットワークをインターネット上で
構築するαーϏスのこと。
˞̞ ̩̾ɿモϊのインターネット　コンピューターな
どの৘ใ通信機ثだけではなく、様々なモϊに通
信機能を持たせ、インターネットに઀続したり相
互に通信することにより、自動認識や自動制ޚ、遠
ִ計ଌなどを行うこと。
˞̖̞ ɿ人間が持っている、認識や推࿦などの能力
をコンピューターでも可能にするためのٕज़の総
称。
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地方分ݖ改ֵにより、ݖ限移ৡや自治体に対する
ٛ຿付け見直し等が着実に進められており、地方自
治体にٻめられる役割はますます大きくなっていま
す。また、人口減少社会の౸来や௒高齢化の進行な
ど大きな՝題に対し、各地域がそれぞれの特௃を生
かした自཯的で持続的な社会に向けた地方創生の
取組が推進されています。ࠃにおいては、୯なる地
方の活性化策ではなく、日本全体の活力を取り໭す
経ࡁ対策であるとして、若者、女性にとって選͹れる
地方を創っていく取組を進め、地域資源を生かした
高付加価値型の産業・事業を創出していくこととし
ています。
このため、 デジタルトランスフォーϝーション

（D9）等の面的展開など急速に進化するデジタル・
新ٕज़を最大限活用することとしています。
また、̨ ̙̜͂ のୡ成に向け、全ての関係者が連携

し積極的に取組を推進することが、持続可能なまち
づくりと地域の活性化の実ݱにつながることが期଴
されます。

では、人口減少・少子高齢化社会にあっても地ࠃ　
域を活性化し経ࡁを持続可能なものとし、住民が安
心して快適な暮らしを営んでいけるようにするため、
地域において相当のن໛と中֩性を備えるݍ域の
中心都市が近隣の市町村と連携し、コンパクト化と
ネットワーク化により、一定のݍ域人口を有し活力
ある社会経ࡁを維持するためのڌ఺を形成する「連
携中枢都市ݍ構想」を推進しています。
　ീ戸ݍ域（ീ戸市・ࡾ戸町・ޒ戸町・田子町・ೆ
部町・階上町・新ڷ村・おいらせ町）では、平成21
年度にീ戸ݍ域定住自立ݍを形成し、各種連携事

3 ஍方૑ੜ

4 ৽ͨͳ޿Ҭతͳ࿈ܞ

˞デジタルトランスフォーϝーション（̙̭）ɿ̞̘ ̩
のਁಁが人々の生活をあらΏる面でより良い方向
に変化させること。

˞̨̙̜͂（持続可能な開発目標）ɿ先進ࠃを含Ήࠃ
社会全体の開発目標として、2�3�年を期限とすࡍ
るแׅ的な1�の目標が設定されています。「誰一
人取り残さない」社会の実ݱを目指し、経ࡁ・社
会・環境をめぐる広範な՝題に統合的に取り組Ή
こととしており、目標のୡ成に当たっては、全ての
関係者の役割が重視されています。ࠃでは̨̙̜
͂推進本部を設置し、実施指਑として「持続可能
で、強ਟ、そして誰も取り残さない、経ࡁ、社会、
環境の統合的向上が実ݱされた未来への先ۦ者
を目指す。」をϏジョンとし、�つの優先՝題と۩体
的施策を掲げています。

業を展開し、ݍ域全体における生活関連機能αーϏ
スの向上に取り組んできました。このような中、平成
2�年3月に定住自立ݍから連携中枢都市ݍへ発展
的に移行し、その将来૾の実ݱに向けた۩体的な取
組を推進しています。
　今後は、ݍ域全体の経ࡁをけんҾし、ݍ域の住民
全体の暮らしを支えるため、公共交通、産業、ҩ療・
福祉、教育、人材育成等の分໺において、連携中枢
都市であるീ戸市とక݁した連携協໿を۩体化し、
魅力あふれるݍ域形成が期଴されます。
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世քن໛での急速な人口増加や経ࡁ活動の発展
に伴い、資源の大量消අの݁果、地ٿԹஆ化や資源
のׇރ、生態ܥのഁ壊といった様々な環境問題がҾ
きىこされ深ࠁ化しています。環境問題は、特定の
地域に限定されるものから、地نٿ໛にӨ響を及ぼ
す問題まで様々な種ྨが存在することから、世ք全
体での対策のඞ要性が高まっています。
特に、地ٿԹஆ化対策としてԹࣨ効果Ψスの排出

を大幅かつ持続的に࡟減するために୤୸ૉ社会を
目指した省エネルΪー等の対策や、環境へのෛՙが
少ないଠཅ光や෩力発電等࠶生可能エネルΪーへ
の転׵と普及が進んでいます。
近年、プラスνックごみによる海༸Ԛછの問題が
深ࠁ化し、その危機感から世ք各ࠃで୤プラスνッ
クに向けた動きが加速しており、レジାの有ྉ化や

スマートフォンやインターネットが普及するなど、
急速に進展する৘ใ化社会は、֨ࠩ社会へ進Ήڪ
れがあり、人と人とのつながりが希薄になるなど、
地域や৬場、家庭内における個別化やモラルϋβー
ドなどをҾきىこす要Ҽの一つとなっています。
また、֩ 家族化の進行や共働き家庭の増加などに

より、親と子が৮れ合う機会が減ってきています。

5 ໰୊ڥԽ͢Δ؀ࠁਂ

6 ৺の๛͔͞ͱឺ

使用ې止等によって、プラスνック利用࡟減の取組
が進められています。
今後は、プラスνック੡඼ഇ棄物の分別ऩ集及び
঎඼化の実施を検討するとともに、資源॥環の促࠶
進に努め、一人一人が環境の保全を意識し、省エネ
ルΪーや̏3（リデュース・リϢース・リαイクル）の
強化と使い捨て型ライフスタイルの見直しを推進
し、地ٿ環境にෛՙをかけない持続可能な社会を目
指すඞ要があります。

˞̧̏ɿ3FEVDF（リデュース）、3FVTF（リϢース）、
3FDZDMF（リαイクル）の3つの3の総称。リデュース
（3FEVDF）は、ഇ棄物等の発生抑制、リϢース
（3FVTF）は、࠶使用、リαイクル（3FDZDMF）は、࠶
び資源として利用すること。

こうしたことから、家族の絆、地域の絆を強め、心
の安らぎや、心の豊かさを感じることのできる家庭
づくりと地域づくりへの取組を進めていくことが重
要となっています。

˞モラルϋβードɿ道ಙのܽ೗、ྙ 理のܽ೗の意。

時代の潮流第1節
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少子高齢化など社会経ࡁ৘੎の急速な変化に対
応していくため、男女が互いに人ݖをଚ重し、تび
も責任も分かち合いつつ、性別にとらわれることな
く、その個性と能力を十分に発شできる男女共ಉ参
画社会の実ݱが՝題となっています。
また、社会全体で女性活༂の前提となるワーク・

ライフ・バランスや長時間労働のੋਖ਼、ॊೈな働き

地域の特産඼等を他の地域のものとࠩ別化し、地
域活性化を図るブランド化や農ྛ漁業者が生産・加
販売を一体化させたり、ୈ2次・ୈ3次産業と連・޻
携させたりする�次産業化は、地域の持続的な発展
と地域資源の活用を目指す取組として期଴されてい

少子高齢化等のӨ響による生産年齢人口の減少
傾向は今後も続くものと予想され、町੫ऩ入の大幅
な৳びは期଴できないঢ়گです。また、本町の財政
構造は地方交付੫に大きくґ存する形となっていま
す。今後は、高齢化等によるැ助අ・社会保障අの
増大や施設・インフラに要する経අの増加が見ࠐま

7 உঁڞಉࢀըのਪਐ

8 ஍Ҭݯࢿをੜ͔ͨ͠ಛ࢈඼の૑ग़

9 گ੓ঢ়ࡒを૿͢͞͠ݫ

方の環境整備などの働き方改ֵの取組も進められ
ています。
今後も、男女が対等なパートナーとして、仕事と
家庭生活との྆立に加え、仕事と介護との྆立やあ
らΏる分໺における方਑のܾ定への参画を推進して
いくඞ要があります。

ます。
今後も、地域のૉ材を生かした新たな঎඼開発に
取り組Ήとともに、各種イベント等により町内外へ
৘ใ発信を行うඞ要があります。

れるなど、地方財政はґ然ݫしい運営を強いられて
います。
このような中、持続可能な財政ঢ়گを維持してい

くためには、長期的な展๬により積極的な行財政改
ֵを進め、効率的・効果的な行財政運営を図ってい
くඞ要があります。

時代の潮流第1節
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まちづくりの重点課題第2節

階上ַ・階上海岸がࡾ཮復興ࠃ立公園に指定さ
れ、みちのくை෩トレイルや階上海岸を含Ήࡾ཮海
岸がࡾ཮ジオパークに認定されるなど、本町の豊か
な自然環境が人を呼び寄せる重要な要ૉとなって
います。
住民生活にとって、道路ネットワークの整備や良
、な住宅地の創出といった都市的なまちづくりは޷
快適性や利ศ性の向上を図る上で重要な施策と言
えます。しかし、それによって緑がなくなりՏ઒がԚ
されたなら、住民にとって本当の意味で「住み良い」

（1）主要道路の整備促進
　本町のほぼ中ԝをೆ๺にࠃ道�5߸、੢側を町境
に沿ってീ戸大໺線が、東側海岸線と平行にീ戸階
上線が૸り、これに東੢を૸る໊઒階上線が઀続し
ているほか、ീ戸・࣊ٱ自動ं道によって広域交通
໢が形成されています。このほかに町内には一ൠݝ
道をはじめとして町道がॎ横に૸り、各主要幹線道

1 ࣗવ΍؍ܠͱௐ࿨ͨ͠まちづくり

2 ౎ࢢత基൫の੔උ

まちとは言えません。
豊かな自然と農ߞ地や海༸が創り出すԺやかな
景観は貴重な財産であり、「人と地域、人と人、人と
環境」のࡾつの関わりを重視した都市的なまちづく
りと自然保護、景観の保全のバランスを図ることが
ඞ要です。

˞ジオパークɿ地ٿՊ学的に見て重要な自然の遺産
を含Ή、自然に親しΉための公園。

路に઀続して、周辺都市との連絡や交流の基盤とな
る道路交通機能の利ศ性を果たしています。
　今後は、利ศ性や防災面、除雪対策等をߟ慮した
生活道路の拡幅や主要道路の歩ं道の区分整備な
ど、町民生活に密着した道路環境づくりを進めるඞ
要があります。
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（2）公共交通の利用促進
　本町の海岸沿いには̧̟ ീ戸線が૸り、階上駅と
大蛇駅を有しています。また、੢部・中ԝ地域を中
心に、民営バスが運行され、さらに本町ではその支
線となるコミュニティバスを運行しています。いͣれ
も町民の通学や通Ӄなどの重要な交通手ஈとなっ

（3）下水道の整備と経営の健全化
　本町は、公共下水道及び大蛇地区漁業集落排水
施設の供用により、生活環境の改善に努めていま
す。

ていますが、近年、少子化や自家用ं利用の増加な
どのӨ響で、మ道・バスともに利用者は減少傾向に
あります。
　今後は、持続可能な公共交通とするため、利ศ性
向上と利用促進のための施策に取り組Ήඞ要があ
ります。

　しかし、下水道の整備と維持管理には多ֹのඅ用
を要することから、今後は計画的・効率的な整備と
下水道経営の健全化を図るඞ要があります。
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（1）農業の活性化
　本町の基幹産業である農業は、農業者の高齢化
や後継者不足、食ྉ自څ率の低さや人口減少による
農作物の消අの減少、さらに̩̥̥11（環ଠ平༸
パートナーシップ協定）をはじめ̥̚ （̖日̪̚経ࡁ
連携協定）といった経ࡁ連携協定の発効によるॾ問
題など、農業経営を取りרく環境もґ然としてݫし
いঢ়گに直面しています。
　今後は、これらの問題ղܾのため、ߞ作์棄地の
ղ消や農地利用集積の推進、後継者の育成、認定農
業者制度の適ਖ਼な運用、さらにはऩӹ性の高い作
物の導入やデジタルٕज़の活用など、経営基盤と生
産基盤の改善のための施策に取り組Ήඞ要があり
ます。

˞̩̥ ̥11ɿアジアଠ平༸地域においてモϊの関੫
だけでなく、αーϏス、投資の自༝化を進め、さら
には知的財産、ۚ 融αーϏスなど、幅広い分໺で
21世ل型のルールを構築する経ࡁ連携協定。

˞̥̚ ɿ̖๵қの自༝化に加え、投資、人の移動、知
的財産の保護やڝ૪政策におけるルールづくり、
様々な分໺での協力の要ૉ等を含Ή、幅広い経ࡁ
関係の強化を目的とする協定。

（2）ྛ 業の活性化
　本町の森ྛ面積はྩ和�年時఺で5
51�IBと、総
面積（�
���IB）の໿5���ˋを઎めています。その内
༁は民有ྛが5
�2�IB、׭行造ྛが��IBで、民有
ྛが多くの面積を઎めています。森ྛは木材やྛ産
物の生産の場であるとಉ時に、水源のかんཆ、౔࠭

3 Խੑ׆のۀ࢈

災害等の防止、保健休ཆの場としての機能も݉Ͷ備
えています。
　しかし、長期にわたる木材産業の低໎やྛ業労働
者の高齢化、後継者不足によりྛ業を取りרく環境
はґ然としてݫしいঢ়گとなっています。
　今後は、森ྛを環境保全や景観、健康づくりの視
఺から有効活用していくとともに、経営安定や適ਖ਼
管理に努めるඞ要があります。

（3）水産業の活性化
　本町はこれまで、地域水産業が๊える問題を改善
するため、ү根資源の増৩や低未利用ڕの有効活
用、漁業環境の整備・保全、水産物産直施設の整備
など各種施策を展開してきました。
近年は、水産資源の減少や後継者不足などの՝題
が漁業者に大きな不安を༩えています。
　今後は、このようなঢ়گにも଱えಘる体制を築き
上げるという観఺から、地域水産業の活性化を図っ
ていくඞ要があります。

（�）঎޻業の活性化
　঎業については、ീ戸ݍ域の事業所਺、ै業員
਺、年間出ՙֹともに減少傾向を示しています。
　また、޻業については、ീ戸ݍ域の事業所਺は減
少傾向が見られ、ै業員਺と年間出ՙֹはほぼ横
͹いとなっていますが、本町の事業所਺、ै 業員਺、
年間出ՙֹは増加傾向にあります。
　঎業、޻業ともにґ然としてݫしいঢ়گにありま
すが、今後は、就業機会の確保の観఺から঎޻業の
活性化に努めるඞ要があります。

まちづくりの重点課題第2節
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　೛৷ಧ、出生਺は年々減少傾向にあり、近年の出
生਺は、年間5�人前後となってきました。これに対
し、高齢者਺は年々増加し、ྩ 和�年�月ݱ在の高齢
化率は35��ˋと໿3人に1人が高齢者であり、今後、
更に高齢化が進Ήものと予ଌされます。

（1）健康づくりの推進
保特定ࠃ、保加入者が年々減少してきている中ࠃ　
健診受診者はほぼ一定の方が受診し、受診率も年々
増加してきています。また、働き盛りの年代と中高年
期の健康管理を推進するため、ҩ療機関や健診ηン
ターと連携し、受診しやすい体制づくりを推進して
います。
　このような中、本町は、平成2�年2月1日に健康的
な生活習慣を確立し、「元気はつらつ�健康な町�階上
町」を目指すため、「健康એ言」を行い、健康՝題であ
る、「健（検）診」・「運動」・「減Ԙ」・「ېԎ」・「ࣃՊ」を
行動目標に掲げ、町民と行政、地域関係者が協力し
て健康づくりに取り組んできました。
また、ྩ 和2年度の平ۉ寿໋は男性女性ともに৳び、
男性についてはݝ内で上Ґの৳び率となりました。
今後は、高齢者の健康づくりにも力を入れ、健診受
診率向上の他、効果的に運動や食事、心の健康、٤
Ԏ対策等に取り組Ήඞ要があります。
　さらに、ೕ幼児を取りרく環境も変化し、少子化
や֩家族の増加など、家族形態の多様化が進み、家
族や地域のつながりが希薄となっているݱ代社会に

4 のまちづくりࢱɾ෱߁݈

おいて、「೛৷・出産・子育て」に関する೰みを家族
や地域、関係機関と連携した体制の維持がඞ要で
す。

（2）福祉の充実
　近年、少子高齢化に対応できるよう各種福祉施策
が充実してきています。一方で、高校生までのҩ療
අ無ঈ化や幼児教育・保育無ঈ化をはじめ社会保
障අは増加しています。
　今後は、子育て世帯、障がい者、高齢者等の支援
のඞ要な人が、できる限り地域の中で自分らしく自
立した生活ができるよう、関係者と連携しながら೛
්から高齢者まで支援するための地域แׅケア体
制を充実させるなど、αーϏスを有効に活用できる
ようにしていくことがඞ要です。
　また、一人暮らし高齢者の増加等により、緊急時
の支援体制や災害時の要配慮者支援も含め地域福
祉の充実もඞ要とされており、民生ҕ員を中心に避
難行動要支援者໊฽の整備等を進めています。この
ように、生活に密着した福祉՝題を自らがղܾし、
支え合えるように地域福祉の中֩的役割を果たす
社会福祉協ٞ会や地域関係者と連携し支援してい
くことがٻめられています。
　さらに、生きがいを感じる生活や健康寿໋のԆ৳
を目指し、ボランティア活動やクラブ活動など高齢
者が社会参加しやすい環境づくりに取り組Ήඞ要が
あります。
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　まちづくりには、子どもから高齢者まで、町民一
人一人が地域に関心を持ち、優しさと思いやりの心
を持って、地域づくりに取り組Ήことが重要です。
　また、町民と行政が信པ関係を構築するとともに、
お互いの役割分担を明確にすることも重要です。そ
して、施策の実行に当たっては、町民と行政がそれ

　本町の人口は平成11年12月に住民ొ࿥15
���
人をୡ成し、その後も؇やかに増加し続けてきまし
たが、平成15年12月末をピークに減少へ転じ、平成
2�年には1�
���人、ྩ和�年には13
���人を割り
んでいます。人口の減少は、労働力人口の低下へࠐ
とつながり、੫ऩの減少や基幹産業の更なる後継者
不足など、町全体の活力にも大きなӨ響を༩えま
す。また、人口減少による空き家も増加しており、そ
の傾向は、学生が多く住み、多਺のアパートが立ち
ฒぶ૵前地区においてݦஶとなっています。

5 ಇのまちづくりڠ

6 Ҡॅɾఆॅଅਐ΁のऔ૊

ぞれ自立しながらも協働によって進められるඞ要が
あります。
　ྩ和5年3月に全1�行政区で「ୈ2次協働のまちづ
くり地区計画（後期）」を策定しました。
　今後は、この計画の実ݱに向け、協働のまちづく
りの更なる推進を図るඞ要があります。

　本町のこれまでの人口増加は、ീ戸市のベッドタ
ウンとしての利ศ性による社会増が大きな要Ҽでし
たが、進学や就৬等により転入者と転出者の਺がٯ
転したことや、出生਺の減少等により、人口減少に
転じたとߟえられます。
　今後は、公共交通の充実や子育て環境の整備、空
き家対策、就業機会の確保など魅力あるまちづくり
に努めるとともに、移住・定住促進に向けた新たな
施策の展開が重要となります。

まちづくりの重点課題第2節
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　平成23年3月11日にࡾ཮ԭを震源として発生し
たマグニνュード���という日本の地震観ଌ史上最
大の地震「東๺地方ଠ平༸ԭ地震」によりҾきىこ
された東日本大震災は、東๺地方、関東地方にਙ大
な被害をもたらしました。この地震により発生した
基ࡁ大津波は、本町にもऻ来し、町民の生活や経ڊ
盤に大きなμϝージを༩え、沿岸部を中心に大きな
௺ࠟを残しました。
　本町においては、大津波によるਙ大な被害に加

・用ޏ、は、؇やかなճ復を続けていてࡁの経ࠃ　
所ಘ環境の改善により個人消අの持ち直しが続く
など、経ࡁは޷॥環でճりつつあります。しかし、ࠃ・
地方の࠴຿残高は๲らみ、今後も増えていくことが
見ࠐまれ、Ҿき続きݫしいঢ়گにあります。
　今後も、町੫の更なる減少や物価高ಅのӨ響、社

7 ๷ࡂɾࡂݮɺࠃ౔ڧਟԽ΁のऔ૊

8 ݈શͳࡒ੓ӡӦ

え、地震とಉ時に発生したఀ電、೩ྉ不足は、人・物
の移動のఀ଺をটくとともに、৘ใ通信手ஈの確保
が困難なঢ়態をもたらしましたが、一方で地域の絆
を深め、お互いに助け合う社会の構築がඞ要である
ことなど、多くの教訓もಘることができました。
　今後は、この教訓を基に、更なる災害に強いまち
づくりのため、防災・減災及びࠃ౔強ਟ化施策の展
開を図るඞ要があります。

会保障අの増加により、財政運営は一層ݫしさを増
すことが予想されることから、੫ऩҎ外の自主財源
の確保や経ৗ経අの抑制、効果的な事業の選別な
どにより、多様化する町民ニーズに的確に対応でき
るよう、効率的な財源の運用と健全な財政運営を図
るඞ要があります。
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まちづくりには、町民一人一人が、自らߟえ、自ら創り、自ら行う、という主体者意識と、町民と行政とがと
もに地域を支え合い、そしてともに地域αーϏスを支え合う「協働」のまちを築き上げていくことがඞ要です。
本町のまちづくりに当たっては、

1 基本ߏ૝のཧ೦

町の将来像第1節

を基本理念に、未来を担う子どもたちがເと希๬と自信を持って成長できる地域社会の実ݱのため、Ƿ住んで
いて良かった、これからも住み続けたいと実感できるまち”の実ݱを目指します。

本町が目指す将来૾を次のように掲げ、この実ݱに向けて積極的な施策展開を図ります。

２ কདྷ૾

ゆめ みらい 
৺ときめく ふるさとづくり

※new era：新時代

৺๛かで҆৺҆શなくらしと 
あふれる஍Ҭをみんなでつくるྗ׆
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、੎調査における本町の人口はࠃ 平成�年の
1�
�2�人から平成12年には15
�1�人へと増加し
ましたが、その後は؇やかに減少を続け、ྩ和2年
のࠃ੎調査では13
���人と平成2�年のࠃ੎調査

人口フレーム第2節

から52�人、3��ˋの減少となりました。今後も、少
子化のӨ響や東ݍژへの転出の増加などにより人
口は減少していくものとߟえられ、ྩ和12年には
11
���人になるものと予ଌされています。
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資ྉɿ総຿省「ࠃ੎調査」、ࠃ立社会保障・人口問題ڀݚ所「日本の地域別将来推計人口（ྩ和 （̑2�23）年推計）」
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౔地は限られた資源であるとともに、生活や産業
活動の全てにわたる共通の基盤であり、その利用の
在り方は本町の発展や生活の࣭の向上と深い関わ
りを持っています。
本町は、おおΉͶೆ๺に୆形の形ঢ়をしており、
東はଠ平༸に面し、໿5�5LNの海岸線と、ೆ に標高
�3�̼の階上 （ַթڇ山）を有し、山ַ部・平໺部・
海岸部というࡾつの地੎の立地条件の下に発展し
てきました。このため、町域の広がりや౔地条件、
農用地の分෍等から見て、広面積・広範囲にわたる
都市的౔地利用への急速な転׵は見ࠐみにくいこ

1 ౔஍ར༻の֓೦

とから、歴史的෩౔、地理的条件、自然環境などの
地域特性を生かしながら、౔地の有効利用という఺
に主؟を置いた対応を図っていくඞ要があります。
しかし、一方では基盤整備の不足や様々な౔地利
用の混雑も見られ、快適な暮らしやԁ׈な生産活動
が少なからͣ๦げられているঢ়گも見られます。
このため、公共福祉の優先というݪଇの下に、町
の将来૾に向けた౔地利用の基本的な方向性を示
し、今後の総合的かつ計画的な౔地利用を༠導す
るものとします。

土地利用構想第3節

ᶃࣗવڥ؀΁の഑ྀ
立公園の階上ַ・階上海岸等の豊かࠃ཮復興ࡾ

な自然と美しい景観は、本町の貴重な財産であり、
個性でもあります。本町の෩౔にഓわれた歴史的・
文化的遺産を後世に継承するとともに、森ྛや生産
農地、漁場などの自然環境の保全と活用を図り、快
適な生活を支える町౔の環境形成に努めます。
また、公園緑地や水辺空間の活用などにより、環
境整備に努め、美しくΏとりのある౔地利用を目指
します。

ᶄ౎ࢢత౔஍ར༻ͱࣗવڥ؀のௐ࿨
住宅地や঎޻業用地、道路などの都市的౔地利

用については、自然環境との調和を図りながら、౔

２ ౔஍ར༻の基本方޲

地の高度利用やෳ合的な利用及び低未利用地の有
効利用をより一層促進するとともに、計画的な౔地
の利用を図ります。

ᶅ҆શɺ̓ ৺ੑの޲上
本町には౔࠭災害の危険地域が఺在しているほ

か、ਁ 水被害や地盤災害、東日本大震災において経
験した地震に伴う津波への不安などから、災害に強
い安全な町౔づくりへの要੥が高まっています。
災害を未然に防止するための対策事業を推進す

るとともに、適ਖ਼・計画的な౔地利用を通じて、災
害に強い町౔の形成に努めます。また、防災上の配
慮を加えて、安全な౔地利用に努めます。
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ᶃ೶༻஍
総合農地開発事業の౔地基盤整備ݪ営ീ戸平ࠃ

により整備された農地を֩として、農産物धڅに対
応する農業生産力の確保を基本に、より生産性の高
い農業を目指して、優良農地の保全、確保と利用集
積の促進を図ります。また、今後、観光資源、交流の
場としての農園地の活用を視໺に置いた農業の�次
産業化の検討を進め、付加価値の高い農用地の活
用を図ります。

ᶄॅ୐஍
民間開発業者に対し適切な指導を行うなど、良࣭

な住宅や良޷な居住環境の形成を図るよう努めます。
なお、既成市街地やその周辺の集落においては
低未利用地の有効利用を促進するとともに、防災性
の向上やΏとりのある快適な居住環境の拡充に努
めます。

ᶅۀ޻༻஍
環境との調和や公害の防止、就業機会の確保、町
民所ಘの向上などにߟ慮しながら、༠க・移転を含
めた޻場の立地動向に対してඞ要な用地の確保を
図ります。

3 ར༻۠෼ผ౔஍ར༻の基本方޲

ᶆ঎ۀ༻஍
঎業の活性化や良޷な環境形成に配慮しながら、
঎業地の高度利用を図り、さらに用地のध要に対応
したඞ要な用地確保に努めます。また、日ৗ的な生
活利ศに応える঎業業຿機能を高めながら、周辺
の౔地利用との調整を図るとともに地域の景観と
の調和に配慮します。

ᶇそのଞ
˙森ྛについては、森ྛの持つ町౔保全・水源かん
ཆ・保健休ཆ機能などを総合的に発شさせるため、
その管理・整備を計画的に推進します。
˙水面・Տ઒・水路については、町౔保全や水害防
止、より安定した水供څなどの観఺から改修整備を
促進し、そのための用地を確保するとともに、Տ઒
緑地の整備を図るなど、水辺の自然と৮れ合う親水
活動の場として有効利用に努めます。
˙道路については、町౔の有効利用やศ利で快適
な生活の確保と産業を振興するための重要な基盤
として、ඞ要な用地の確保と整備を図ります。
˙公共施設用地については、多様化する町民のニー
ズに対応し、安全性、利ศ性、快適性などにߟ慮し、
ඞ要な用地の確保に努めます。
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施策の大綱
第2部 第2章

第1節 快適で安心して暮らせるまちづくり

第2節 地域資源をいかした活力あふれる産業づくり

第3節 ともに生き支え合う健康・福祉のまちづくり

第4節 未来を担う人づくり

第5節 協働によるまちづくり

第6節 町民参加によるまちづくり

第7節 開かれた行財政づくり
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基
本
理
念

将
来
像

基本目標 基本方向 施策
① 計画的な土地利用
② 市街地及び集落の整備

① 道路網の整備
② 公共交通機関の整備

① 上下水道の整備
② 住宅対策の推進
③ 移住・定住の促進

① 公園・緑地の活用
② 自然保護対策
③ 循環型社会の推進
④ 生活環境の保全と美化

① 防災・減災対策の推進
② 消防対策の推進
③ 交通安全対策の推進
④ 防犯対策の推進
⑤ 消費対策の充実
⑥ 空き家対策の推進

① 農業の振興
② 林業の振興
③ 水産業の振興

① 商業の振興
② 工業の振興

① 階上ブランドの推進

① 観光資源の活用と振興

① 就労支援と労働環境の整備

① 健康づくりの推進
② 保健・医療体制の充実

① 高齢者福祉の充実
② 児童福祉の充実
③ 障がい者（児）福祉の充実
④ 社会保障制度の充実
⑤ 地域福祉の推進
⑥ 少子化対策の推進

① 義務教育の充実
② 高等教育の充実
③ 青少年の健全育成

① 生涯学習環境の整備
② 生涯学習事業の充実

① 芸術・文化の振興
② 文化遺産の保全
③ スポーツ・レクリエーション活動の振興

① 協働のまちづくりの推進

① まちづくり地区計画の推進・支援の充実

① 広報・広聴の充実
② 地域間交流の促進
③ 国際交流の促進

① 女性の社会参加の促進

① 行政運営の充実
② 広域的な連携
③ 健全な財政運営の推進

① ＳＤＧｓの視点に立った施策の展開

① 行政サービスにおけるDXの推進

新しい魅力づくりによる農林水産業の振興

時代に対応した商工業の振興

町の魅力を高める地域ブランドの創出

地域資源を活用した観光の振興

働きやすい環境の整備

豊かな生活を支える健康づくりの推進

ともに支え合う福祉社会づくりの推進

豊かな心と個性を育む教育の充実

生きがいのある生涯学習の推進

地域に根ざした文化・スポーツの振興

協働によるまちづくりの推進

町民参加の推進

男女共同参画社会づくりの推進

町民に開かれた行財政の推進

まちづくり地区計画の推進

快適な生活を支える都市基盤の整備１

2

3

4

5

2

3

4

5

1

2

1

2

1

2

1

2

1

ＳＤＧｓの理念を踏まえた行財政の推進2

デジタル技術を活用した行財政の推進3

3

1

都市的活動を支える道路・交通の整備

豊かな暮らしを支える生活基盤の整備

自然と共生する生活環境の整備

暮らしを守る安全と安心の確保

１
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6
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新しい魅力づくりによる農林水産業の振興

時代に対応した商工業の振興

町の魅力を高める地域ブランドの創出

地域資源を活用した観光の振興

働きやすい環境の整備

豊かな生活を支える健康づくりの推進

ともに支え合う福祉社会づくりの推進

豊かな心と個性を育む教育の充実

生きがいのある生涯学習の推進

地域に根ざした文化・スポーツの振興

協働によるまちづくりの推進

町民参加の推進

男女共同参画社会づくりの推進

町民に開かれた行財政の推進

まちづくり地区計画の推進

快適な生活を支える都市基盤の整備１

2

3

4

5

2

3

4

5

1

2

1

2

1

2

1

2

1

ＳＤＧｓの理念を踏まえた行財政の推進2

デジタル技術を活用した行財政の推進3

3

1

都市的活動を支える道路・交通の整備

豊かな暮らしを支える生活基盤の整備

自然と共生する生活環境の整備

暮らしを守る安全と安心の確保

１

２

4

6
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より良い生活環境の中で快適に安心して暮らすこ
とは、町民共通の願いです。
広域幹線道路をはじめとする道路໢の整備促進

と、効率的な౔地利用の༠導や公共交通の充実な
どにより、都市機能を高めるとともに、本町の持つ

快適で安心して暮らせるまちづくり第1節

豊かな自然環境と独自の景観を保全しながら、快適
性と安心が実感できるまちづくりを進めます。
また、災害に強いライフラインの施設整備と合わ
せ、消防対策、減災・防災対策の推進を図るなど、
安心して生活できる環境づくりに努めます。

ᶃ計画的な౔地利用
公共福祉の優先というݪଇの下に、地域の社会
的、経ࡁ的、文化的及び自然的ॾ特性に配慮して、
歴史的文化遺産や優れた自然の保護・保全を図り
ながら、健康で文化的な生活環境の形成と町౔の
活動の基盤ࡁある発展のため、町民生活と経ߧۉ
である町౔の総合的かつ計画的な利用を推進します。

ᶄ֗ࢢ஍ٴͼूམの੔උ
「生活環境ྖ域の拡大への対処」、「ߧۉある地域

1 շదͳੜ׆を͑ࢧΔ౎ࢢత基൫の੔උ

づくり」を主要なபとして、本町の特性ともいえる農
地、集落地、Տ઒緑地、海浜地域、山ྛ地帯の保ߞ
全・整備に配慮しつつ、将来を見ਾえた౔地利用と
居住環境の整備などを進め、市街地及び集落の整
備推進による生産活動と暮らしの調和を図ります。
また、道路整備と連動した住宅地整備により、混
在する中心街地の環境改善と健全で機能性を備え
た中心街地の形成を推進します。
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ᶃಓ࿏໢の੔උ
生活道路や町内幹線道路をはじめとし、ݝ道、ࠃ
道�5߸やീ戸・࣊ٱ自動ं道などそれぞれの役割
分担を明確にした整備を進め、本町の特性に見合っ
た体ܥ的な道路環境を整備していきます。
また、主要幹線道路については拡幅改良や歩道
の整備など、安全で安心な道路環境づくりに努めます。

2 ౎ࢢత׆ಈを͑ࢧΔಓ࿏ɾަ௨の੔උ

ᶄެަڞ௨ؔػの੔උ
少子高齢化の進行に対応し、町内の学校や福祉・
文化・交流施設、病Ӄ、駅などをつなぐ町民の交通
手ஈであるコミュニティバスについて、利ศ性の高
い運行体ܥの確保に努めます。
また、路線バス及びమ道の利用促進を図り、公共
交通を維持するため、コミュニティバスを含めた総
合的な公共交通の施策の展開に努めます。

ᶃ上Լਫಓの੔උ
安全でおいしい水道水の安定的な供څに向けて、
ീ戸ݍ域水道ا業団との連携を保ちながら、計画
的に施設や設備の更新及び଱震化を図り、上水道
の整備を進めます。
また、快適な生活環境の確保とՏ઒・海༸Ԛ୙の
防止を図るため、計画的に下水道を整備し加入促
進に努め、下水道未整備地域の合併処理浄化槽へ
の転׵促進に努めます。

3 ๛͔ͳ฻Β͠を͑ࢧΔੜ׆基൫の੔උ

ᶄॅ୐ରࡦのਪਐ
民間による住宅地造成は、適切な開発指導を行

い、良޷な宅地の提供に努めます。

ᶅҠॅɾఆॅのଅਐ
移住や定住を希๬する人への৘ใ発信等を行

い、人口の維持に努めるとともに、地域の活性化を
図りながら、にぎわいのあるまちづくりに努めます。
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ᶃެԂɾ྘஍の׆༻
生活水४の向上や༨Ջ時間の増大、高齢化社会

の進行などに伴い、身近で自然に৮れ合える公園・
緑地の利用に対する要๬が高まっています。より良
い生活環境を確保するとともに、防災の面からも公
園・緑地の有効な活用を促進します。

ᶄࣗવอޢରࡦ
本町の豊かな自然を守り後世に残していくこと

は、私たちに՝せられた重要な՝題です。また、自
然保護は、環境災害や自然災害から町民を守るた
めに大きな役割を担っています。
大切な自然を見守り、保護しながら、自然環境と
共生したまちづくりを進めます。

ᶅ॥ࣾܕ؀会のਪਐ
人口減少のほか、ごみ減量化対策やリαイクルに
対する意識の高揚とともに、ごみの排出量はΏるや

4 ࣗવͱڞੜ͢Δੜڥ؀׆の੔උ

かな減少傾向にあります。美しく快適な環境を守る
ため、更なるごみ減量化の推進、分別ऩ集の徹底と
有効活用による資源࠶利用を推進します。
また、階上町環境保全率先行動計画を推進し、ி
内のԹࣨ効果Ψスの排出量の࡟減に努めるととも
に、町民や事業者等に対して、地ٿ環境に対する意
識啓発と環境に配慮した活動の普及に努めԹࣨ効
果Ψスの排出抑制をはじめとする環境ෛՙ低減の
促進を図ります。
し೘対策については、下水道への加入促進と合
併処理浄化槽への転׵促進に努めます。

ᶆੜڥ؀׆のอશͱඒԽ
事業活動や町民生活に伴う౔৕、大気、水࣭のԚ
છやѱष・振動・૽Իによる公害を防止するため、
ඞ要な調査や؂視活動を行い生活環境の保全に努
めるとともに、環境意識の高揚と地域ぐるみの環境
美化運動の推進を図ります。
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快適で安心して暮らせるまちづくり第1節

ᶃ๷ࡂɾࡂݮରࡦのਪਐ
町民が安心して暮らすことのできる地域社会の実
を目指し、町に関わる全ての者が相互に連携、協ݱ
力し合い、地域ぐるみの防災・減災対策に取り組み、
災害に強いまちづくりの実ݱに努めます。

ᶄফ๷ରࡦのਪਐ
ৗ備・非ৗ備消防を含めた消防力の充実強化を
図るとともに、関係機関や地域との連携及び協働に
より、町民一人一人への防火思想の普及啓発に努
め火災のないまちづくりを推進します。

ᶅަ௨҆શରࡦのਪਐ
安全なまちづくりを推進するため、各地域や関係
機関との連携を図りながら、ライフステージに応じ
た交通安全教育の推進と交通安全意識の高揚を図
ります。また、交通事故防止に向けて交通安全施設
の計画的な整備を推進し、交通環境の充実を図り
ます。

5 ฻Β͠をकΔ҆શͱ҆৺の֬อ

ᶆ๷൜ରࡦのਪਐ
犯罪のない安心して住めるまちづくりを推進する

ため、関係機関や地域と一体となって見守りや声掛
けなど、地域全体で防犯体制の充実と地域防犯意
識の高揚を図ります。

ᶇফඅରࡦのॆ࣮
ѱ࣭঎法や特घٗ࠮などから消අ者を守るため

に、相談体制の充実を図るとともに、ਖ਼しい消අ知
識の普及、広ใやパンフレットの配෍など様々な活
動を通じて、৘ใの提供を行い、消අ者意識の向上
を図ります。

ᶈۭ͖Ոରࡦのਪਐ
町民の安全で安心な生活を確保するため、空き
家の把握に努め、所有者の管理責任の明確化を図
ります。また、空き家の有効活用を通して移住・定
住の促進に努めます。
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農業をはじめとする全ての産業分໺において、時
代の変化に対応した活力あふれる産業づくりがٻめ
られています。
町民生活に大きなӨ響を及ぼす産業の活性化を
図るため、地域産業の育成・支援と計画的な基盤整

地域資源をいかした活力あふれる産業づくり第2節

備を進めます。また、産業関係団体との連携を強め、
相互の役割を理ղした上で、新たな地域資源の発
۷や特産඼の開発など、地域一体となった活力あふ
れるまちづくりを目指します。

ᶃ೶ۀのৼڵ
農業を活性化させるため、ߞ作์棄地のղ消と
抑止、農地利用集積の推進やऩӹ性の高い作物の
導入、農業経営基盤の強化や農業生産基盤の整備
などに努めます。さらに、観光と地産地消を目的と
した体験型観光農業の推進と、高い生産力と安定し
た農業経営を実ݱするため、担い手の育成を図りま
す。

ᶄྛۀのৼڵ
町౔保全、治山・治水、自然景観の保護の観఺か

1 ৽͍͠ັྗづくりʹΑΔ೶ྛਫۀ࢈のৼڵ

らྛ業の果たす役割を見直し、ྛ 道の整備、造ྛ保
育、間伐事業の推進を図るとともに、ྛ 業の振興に
努めます。

ᶅਫۀ࢈のৼڵ
漁業者が安定した生産を維持・継続できるよう

に、漁業環境の保全と水産資源の管理を促進してい
きます。また、漁業者と地元の水産関連事業者に対
して水産物産直施設の積極的な活用を促します。さ
らに、体験型漁業の導入による本町の漁業の魅力
発信に努めます。

ᶃ঎ۀのৼڵ
঎業の活性化を図るため、町内事業者の発展と
持続力の向上を目指し、消අ者のニーズに的確に対
応した魅力ある঎ݍづくりを推進します。
また、融資制度の充実などによる後継者の育成・
支援と経営の合理化・協業化など経営ٕज़の向上
を促進し、地域づくりと一体となった঎業の振興に
努めます。

2 ࣌୅ʹରԠͨ͠঎ۀ޻のৼڵ

ᶄۀ޻のৼڵ
各種融資制度の充実などによる地場産業や中小
。業の近代化、経営の安定化に努めますا
また、環境との調和、町౔景観の保全、さらには
就労の場の確保の観఺から、ا業立地の集積化と
新ان業の立地促進を推進します。
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ᶃ階上ϒϥϯυのਪਐ
本町の基幹産業であるୈ1次産業から生産され

る農ྛ水産物を中心に、付加価値が高く、市場性の
ある地場産඼、特産඼を開発するなど、�次産業化
を図るとともに、地域資源を生かし、本町の魅力と

3 町のັྗをߴめΔ஍Ҭϒϥϯυの૑ग़

価値、イϝージアップを図るため、階上ブランドの確
立と流通体制の強化に努めます。
また、特産඼̧̥ のため、インターネット等を活用

し、積極的な町内外への৘ใ発信に努めるととも
に、都市部への販売ルートの確立に努めます。
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地域資源をいかした活力あふれる産業づくり第2節

ᶃݯࢿޫ؍の׆༻ͱৼڵ
立公園の階上ַ・階上海岸を࣠としࠃ཮復興ࡾ

た観光基盤の整備を推進し、伝統行事、史跡、イベ
ントなどの観光資源を有機的に݁び付け、地域特性
に合わせた観光ネットワーク確立と食・歴史・文化
など、地域の৮れ合いを重視した体験型観光の推

4 ஍Ҭݯࢿをޫ؍ͨ͠༺׆のৼڵ

進に努めます。
また、「道の駅はしかみ」、「フォレストピア階上」、

「わっせ交流ηンター」、「はしかみϋマの駅あるで͌
ʙ͹」を基఺とし、観光、物産及び地域の様々な৘
ใを発信し、本町を๚れる観光客との交流を促進し
て、地域産業の活性化を図ります。

ᶃब࿑ࢧԉͱ࿑ಇڥ؀の੔උ
働く意ཉのある町民や新ن学ଔ者や̪̞ ̟ターン
希๬者に対して、魅力あるޏ用機会を確保するた
め、関係機関との連携によるٻ人ٻ৬৘ใのऩ集、

5 ಇ͖΍͍͢ڥ؀の੔උ

提供に努めます。
また、高齢者・女性・障がい者など多様な人材の
用促進や勤労者福祉の充実に努め、様々なライフޏ
スタイルに対応した就労環境の促進を図ります。
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ともに生き支え合う健康・福祉のまちづくり第3節

共働き世帯の増加、少子高齢化などが進Ή中、町
民が健康で互いに助け合い、誰もが安心して暮らす
ことのできる環境づくりが大きな՝題となっていま
す。
健康や福祉活動においてෳ雑、多様化する様々な

町民ニーズへの適切な対応により、保健、ҩ療、福
祉のスムーズな連携による各種αーϏスの提供など
に努め、全ての町民が健康で生きがいのある生活を
送るために、広域的取組も含め、ともに支え合う地
域社会の構築を目指します。

ᶃ݈߁づくりのਪਐ
健康づくりには、町民一人一人の自֮と意識改ֵ

がඞ要です。健康教育による啓発活動を積極的に
展開するとともに、ҩ療、福祉、スポーツなど様々な
機関・団体との連携を図り、健康づくりの推進に努
めます。

1 ๛͔ͳੜ׆を͑ࢧΔ݈߁づくりのਪਐ

ᶄอ݈ŋҩྍମ੍のॆ࣮
各種健康診査の定期的実施やٹ急ҩ療体制の整
備、ҩ療機関・団体との連携強化などにより、多様
化する町民のニーズに対応できる地域ҩ療体制の
充実と地区組織活動の充実に努めます。

ᶃऀྸߴ෱ࢱのॆ࣮
高齢者の健康保持ŋ増進のため健康管理体制を
充実させるとともに、社会福祉協ٞ会で運営する
「いきいきシルバーバンク事業」等の活用により社会
参加の機会を拡充し、生き生きと暮らせる環境づく
りに努めます。また、介護をඞ要とする高齢者に対
しては、介護保険制度に基づくαーϏスを提供する
とともに、高齢者が要介護ঢ়態にならないよう総合

2 ͱ΋ʹ͑ࢧ߹う෱ࣾࢱ会づくりのਪਐ

的な介護予防事業を推進します。

ᶄࣇಐ෱ࢱのॆ࣮
多様化する保育のニーズに対応した児童保育施
設や体制の充実、児童の健全育成のための体制づ
くりや児童相談などの実施により、安心して子ども
を産み育てることのできる環境づくりや支援体制づ
くりに努めます。
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ともに生き支え合う健康・福祉のまちづくり第3節

ᶅো͕͍ ʢऀࣇʣ෱ࢱのॆ࣮
「ϊーマライθーション」の理念の普及と、町民一
人一人が心身に障がいを持つ人々への理ղを深め、
ともに助け合う環境づくりを進めます。特に、社会
参加を支援するため、ޏ用環境や在宅福祉αーϏ
スの向上など、自立のための基盤整備を促進しま
す。

˞ϊーマライθーションɿ高齢者や障がい者などを
施設にִ཭せͣ、健ৗ者と一緒に助け合いながら
暮らしていくのがਖ਼ৗな社会の在り方であるとす
るߟえ方。

ᶆࣾ会อো੍౓のॆ࣮
相互ැ助のਫ਼神に基づく、ࠃ民健康保険制度や

後期高齢者ҩ療制度、ࠃ民年ۚ制度、介護保険制
度について、町民の理ղをಘるための積極的な啓発
と健全な運営に努めます。

ᶇ஍Ҭ෱ࢱのਪਐ
あいさつ運動や安否確認のための声かけ、地域
見守り活動など、地域の人々が互いを思いやり、地
域の絆を深め、町民がともに支え合える協働による
地域福祉を推進します。

ᶈগࢠԽରࡦのਪਐ
本町の少子化のݱঢ়や少子化対策の重要性につ

いて৘ใのऩ集や提供に努め、効果的な少子化対
策を検討し推進します。
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少子高齢化や֩家族化の進行、さらにスマート
フォンやインターネットの普及など、社会ঢ়گの急
ܹな変化は、子どもたちに大きなӨ響を༩えていま
す。人と人とが顔を合わせ、৮れ合い、心を通わせ
る機会が少なくなることにより、地域連帯感の希薄
化や人を思いやる心のܽ೗などをটき、地域活動や
教育の分໺において、様々な問題をҾきىこしてい
ます。

今後も、学校、家庭、地域が連携を強化し、地域
全体で子どもを育て、心が通い合う魅力ある地域づ
くりにつながるよう、町民の自主的な活動や交流活
動の積極的な支援に努め、生き生きとした活力ある
まちづくりを目指します。
また、子どもから高齢者まで全ての町民が、豊か
な心と生きがいを育Ήことができるよう、生涯学習
の機会の充実とネットワークの形成に努めます。

未来を担う人づくり第4節

ᶃٛ຿ڭҭのॆ࣮
社会の変化に主体的に対応し、自らの力で未来を
切り開くことのできる心身ともに健全な児童生ెの
育成と、一人一人の学力の向上を目指し、৘ใ化な
どの社会৘੎の変化に対応した教育環境づくりと
能力・適性に応じた指導と学習習慣の育成に努め
ます。
また、学校施設の経年に伴う老ٺ化に対応するた
め、計画的に維持管理するとともに、教৬員の資࣭
の向上と障がいを持つ子どもたちの教育環境の充
実を図ります。

１ ๛͔ͳ৺ͱੑݸをҭΉڭҭのॆ࣮

ᶄߴ౳ڭҭのॆ࣮
高等教育等については、進学率向上を図るととも

に、঑学ۚ制度の運用などによる就学機会の拡充
に努めます。

ᶅ੨গ೥の݈શҭ੒
学校、家庭、地域の教育力の充実と連携強化を図

り、地域全体で健全な青少年を育成するための明る
い社会環境づくりに努めます。
また、地域リーμーの育成など、活発な青少年活
動の推進に努めます。
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未来を担う人づくり第4節

ᶃੜֶ֔शڥ؀の੔උ
町民の自主的な学習活動を支援するため、学習
環境の整備と機会の拡充に努めます。
また、広ใやホームページの活用などにより、町
民がいつでも生涯学習に関する৘ใをಘられるよ
う、生涯学習৘ใの広域的なネットワークの充実に
努めます。

2 ੜ͖͕͍の͋Δੜֶ֔शのਪਐ

ᶄੜֶ֔शۀࣄのॆ࣮
生活様ࣜと価値観の多様化により、多種多様な
生涯学習がٻめられています。また、町民ニーズに
応えるため、様々な分໺での学習機会の提供と学習
内༰の充実を図るとともに、町民の自主的な学習活
動や組織づくりの支援に努めます。

ᶃܳज़ɾจԽのৼڵ
町民が優れた芸ज़、文化に৮れることのできる環
境づくりと、様々な芸ज़・文化活動に参加しやすい
体制づくりを進めます。
また、地域に根͟した文化活動を支援し、文化の
高いまちづくりを目指します。

ᶄจԽҨ࢈のอશ
本町にある貴重な史跡や文化財などの保護、継
承に努めるとともに、地域の重要な資源として、そ
の保全活動と活用に努めます。

3 ஍Ҭʹࠜざͨ͠จԽŋεϙʔπのৼڵ

ᶅεϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯ׆ಈのৼڵ
健康への関心の高まりや༨Ջ時間の増大による、
町民のスポーツ・レクリエーション活動への要ٻに
応えるため、年齢、体力に応じたスポーツ・レクリ
エーション事業の推進を図ります。
また、指導者のཆ成と活用の促進や自主的な活
動団体の育成などに努め、健康で明るい地域づくり
を進めます。
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社会や経ࡁの仕組みがࠁ々と変化を続ける中、町
民ニーズも多様化しています。
このようなঢ়گにおいても、まちづくりの主役は
ৗに町民であり、町民一人一人が自らのまちづくり
に主体性をもって参加することが重要となります。
今後のまちづくりは、町民と行政がパートナーとし
て連携し、町民の意見を൓өさせるとともに、町は

効率的・効果的な行財政運営に取り組Ήඞ要があ
ります。
今後も町民とともにまちづくりに対する意識を一

つにし、その目標へ向かって互いに手を取り合い行
動することができるよう、協働のまちづくりを更に
推進していきます。

協働によるまちづくり第5節

ᶃڠಇのまちづくりのਪਐ
個性豊かでເのある暮らしやすいまちづくりのた

めには、町民一人一人が地域をߟえ、地域のために
行動することが重要です。
本町は、これまで町民とともに協働のまちづくり

１ ಇʹΑΔまちづくりのਪਐڠ

を推進してきましたが、更にステップアップするた
め、町民の自主的な取組やまちづくりへの参加意識
の向上を図り、より一層、協働のまちづくりの推進
に努めます。
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協働によるまちづくり第5節

ᶃまちづくり஍۠ܭըのਪਐɾࢧԉのॆ࣮
本町では、平成1�年度からಉ1�年度にかけて、
町内の1�行政区全てにおいてまちづくり地区計画
が策定されました。また、ಉ2�年度には計画の見直
しをし、より一層地域の特௃や魅力を生かした「ୈ2
次まちづくり地区計画」が策定され、ྩ 和�年にはಉ
計画を見直し後期計画が策定されました。ಉ計画

2 まちづくり஍۠ܭըのਪਐ

は、その住民の意思とϏジョンが町政においてଚ重
され、町政の基ૅをなす計画としてҐ置付けられま
す。そのため、町民の自主的な取組やまちづくりへ
の参加意識の向上を推進するため、計画の実ݱに
向けて支援の充実を図るとともに、計画された事業
等を本町の個別計画に൓өさせる仕組みづくりや、
進௙ঢ়گの確認・ධ価等の体制の整備に努めます。

˞Ϗジョンɿ将来の構想。展๬。

52 ｜第2 部｜基本構想
ୈ̎ষ 52ߝͷେࡦࢪ ｜第2 部｜基本構想
ୈ̎ষ ߝͷେࡦࢪ



町民がまちづくりに積極的に参加し、町政に対し
意見や要๬ຢは提Ҋを行うことが、とても重要と
なっています。そのためには、町民が町政をਖ਼しく
理ղできるよう、行政は町民に৘ใを提供するඞ要
があります。
今後は、町民に的確な৘ใを提供し、町政に対す

る理ղをಘるために積極的な広ใ活動に努めると
ともに、町民の意見、要๬などをまちづくりに൓өさ
せるために、広ௌ活動の充実に努めます。
また、町民や団体、行政等がそれぞれの役割を認
識し、地域間で交流を図り、地域が活性化するよう、
自主的なコミュニティ活動を推進します。

町民参加によるまちづくり第6節

ᶃ޿ใɾ޿ௌのॆ࣮
町民と行政のコミュニケーションの活発化を図

り、町民の行政に対する関心を高めるため、イン
ターネット・̨̨̣を活用するなどして、ඞ要な行政
৘ใなどを提供する広ใ活動の積極的な展開に努
めます。
また、多様化する町民のニーズを把握するための
広ௌ活動を充実し、町民の声が行政施策に൓өで
きる広ใ・広ௌ体制の活用を推進します。

ᶄ஍Ҭؒަྲྀのଅਐ
地域住民による自主的なコミュニティ活動を推進

するため、組織の育成、リーμーのཆ成、さらにඞ

１ 町民ࢀ加のਪਐ

要な৘ใのऩ集と提供などに努めるとともに、町内
各地域の特性を生かし、地域と地域の連携強化に
努め、町内地域団体等と他市町村における地域団
体等との間での共ಉ・連携による交流事業を支援
します。

ᶅྲྀަࡍࠃのଅਐ
感֮ࡍࠃ理ղとࡍࠃ社会に対応し、町民のࡍࠃ

をཆうため、各分໺を通した交流を推進します。
また、学校教育や生涯学習において、ҟ文化に৮
れる機会を支援することにより、町民のࡍࠃ感֮を
醸成し、各分໺でのࡍࠃ交流事業を推進します。
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町民参加によるまちづくり第6節

ᶃঁੑのࣾ会ࢀ加のଅਐ
社会৘੎や女性のライフスタイルの変化などによ

り、女性の社会進出が進み、それに伴い地域社会や
就業の場における女性の果たす役割も大きくなって
います。家庭や地域における男性と女性の役割分担

2 உঁڞಉࢀըࣾ会づくりのਪਐ

を見直し、男女平等教育の推進、女性の政策ܾ定の
場への参画の推進など、女性の社会参加を促進し、
あらΏる分໺で協力し合えるよう男女共ಉ参画社
会の形成を推進します。
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行政の基本は、町民に、より良いαーϏスを効率
的に提供できるようにすることであり、そのために
は、町民の視఺に立った行財政運営を行うことが重
要です。また、町民ニーズに的確に対応するために
は、「基ૅ自治体」として自主性と責任ある行財政運
営を行うことも重要となってきます。
今後は、੫ऩや地方交付੫などの財源の確保も

よりݫしさを増すとみられるため、効率的・効果的
な事業の選୒、地方࠴आ入残高や経ৗ経අの抑制
など、஄力的な財政運営により、財政ঢ়گに応じた
健全な行政運営に努めます。
そして、多様化・高度化する行政事຿に的確に対

処できるよう৬員の資࣭向上を図り、自主性と責任
ある行財政運営の実ݱに取り組みます。
また、グローバル経ࡁの下で、世ք全体の経ࡁ、
社会及び環境等の՝題にࡍࠃ社会全体で取り組ん
でいくため、2�15年�月のࠃ連αミットにおいて、
持続可能な開発目標（̨̙̜͂）が採୒されました。
̨̙̜͂は、2�1�年から2�3�年の15年間でୡ成す
るために掲げられ、1�の目標（ΰール）とそれらをୡ
成するための۩体的な1��のターήットで構成され
ています。
本町においても、今後の行財政運営に当たっては、

̨̙̜͂ の理念を౿まえながら取組を推進します。

開かれた行財政づくり第7節

ᶃߦ੓ӡӦのॆ࣮
社会経ࡁ৘੎の変化や行政のニーズの多様化へ

の対応と、町民に開かれた行政の展開を進めるた
め、ৗに行財政改ֵに取り組Ήとともに、৬員の意
識改ֵと資࣭の向上、行政の৘ใ化、町民参加の促
進などを進め、きめࡉかい町民αーϏスの展開と効
率的な行政運営に努めます。

ᶄ޿Ҭతͳ࿈ܞ
グローバル化、高度৘ใ化、環境問題、地方分ݖ
の進展に対応するとともに、本町の魅力を更に高め

１ 町民ʹ։͔Εͨࡒߦ੓のਪਐ

るために、周辺市町村との連携が重要となります。
そのために、広域的な連携の強化を図り、連携中枢
都市ݍによる事業を推進します。

ᶅ݈શͳࡒ੓ӡӦのਪਐ
本町はҾき続き、町੫をはじめとする自主財源の
確保に努め、経ৗ経අの抑制や事຿事業の見直し、
公共施設の老ٺ化に備えた総合的・効率的な管理、
効果的な事業の選୒により、健全な財政運営を行う
とともに、町民への分かりやすい財政ঢ়گの公表に
努めます。
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開かれた行財政づくり第7節

ᶃ̨̙̜͂ のࢹ点ʹཱͬͨࡦࢪのల։
̨̙̜͂推進本部が定めた、̨ ̙̜͂実施指਑で
は優先՝題として、Ҏ下の�つを掲げています。
今後の行財政運営に当たっては、̨ ̙̜͂の視఺

に立ち、全ての関係者の連携の強化等により、̨ ̙
̜͂ ୡ成に向け、積極的に取組を促進します。

1　あらΏる人々の活༂の推進
2　健康・長寿のୡ成

2 ̨̙̜͂ のཧ೦を౿ま͑ͨࡒߦ੓のਪਐ

3　成長市場の創出、地域活性化、Պ学ٕज़イϊ
ベーション

�　持続可能で強ਟなࠃ౔と࣭の高いインフラの
整備

5　省・࠶生可能エネルΪー、気ީ変動対策、॥
環型社会

�　生物多様性、森ྛ、海༸等の環境の保全
�　平和と安全・安心社会の実ݱ
�　̨̙̜͂ 実施推進の体制と手ஈ

ᶃߦ੓αʔϏεʹ͓͚Δ%9のਪਐ
は、「D9推進による住民利ศ性向上や業຿効ࠃ
率化、また業຿効率化によってಘられる人的資源を
行政αーϏスの更なる向上につなげることが自治
体にٻめられる。」として、自治体が重఺的に取り組
Ή΂き事߲・内༰を۩体化した「自治体デジタル・

3 σδλϧٕज़をࡒߦͨ͠༺׆੓のਪਐ

トランスフォーϝーション（̙̭）推進計画」を策定し
ました。
今後は、人口減少などの様々な社会問題に対応

するため、デジタルٕज़の活用による問題のղܾや
新たなαーϏスの創出に努めるとともに、地域の豊
かさを生かした魅力ある地域づくりを目指します。
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03
快適で安心して暮らせる
まちづくり

第3部 第1章

第1節 快適な生活を支える都市基盤の整備
❶計画的な土地利用
❷市街地及び集落の整備

第2節 都市的活動を支える道路・交通の整備
❶道路網の整備
❷公共交通機関の整備

第3節 豊かな暮らしを支える生活基盤の整備
❶上下水道の整備
❷住宅対策の推進
❸移住・定住の促進

第4節 自然と共生する生活環境の整備
❶公園・緑地の活用
❷自然保護対策
❸循環型社会の推進
❹生活環境の保全と美化

第5節 暮らしを守る安全と安心の確保
❶防災・減災対策の推進
❷消防対策の推進
❸交通安全対策の推進
❹防犯対策の推進
❺消費対策の充実
❻空き家対策の推進

左
章
●
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計画的な土地利用̍- 1 - ❶

本町は青森ݝの最東ೆ୺にҐ置し、平成25年5月にࡾ཮復興ࠃ立公園に指定された
階上海岸や階上ַをはじめとした、緑豊かで多様な自然と美しい景観に恵まれていま
す。町౔面積は໿�����̺ᶷで、森ྛ面積が໿32�5ˋ、農地面積が໿15��ˋと農ྛ業的
౔地利用が大੎を઎めています。
今後は人口減少のӨ響等により、市街地の人口密度の低下、低・未利用地や空き家
等の増加がݒ念されるため、ԁ׈な౔地利用に支障を来さないよう、町౔の適切な利用
と管理を進めることが重要です。
また、人口減少のӨ響による౔地への働きかけの減少により、自然環境や景観のѱ化
等がݒ念されるため、生態ܥや、人と自然との関わりの中で育まれてきた景観、美しい
街ฒみを保全し、次世代へ継承することも重要です。
加えて、東日本大震災をはじめとする自然災害の経験により、安全・安心に対する町
民の意識が高まりを見せており、防災・減災対策の強化とともに安全性を優先的にߟ慮
した町౔利用がඞ要です。安全・安心は全ての活動の基盤であることから、ै 来の防災・
減災対策に加え、災害が発生しても人໋を守り、経ࡁ社会の被害を最小化し、速やかに
復چ・復興できるࠃ౔強ਟ化の取組を進めていくことがඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

「適切な町౔管理を実ݱする町౔利用」、「自然環境と美しい景観等を保全・࠶生・活
用する町౔利用」、「安全・安心を実ݱする町౔利用」の3つを基本方਑とし、町౔の安全
性を高め持続可能で豊かな町౔を形成する町౔利用を目指します。

基 本 方 針

複合的な施策の推進と町土の選択的な利用

多様な主体による町土利用

利用区分別土地利用の推進

計画的な
土地利用

人口減少や財政制໿により、全ての౔地についてこれまでとಉ様に管理することは困
難になることが想定されます。今後は、自然と調和した防災・減災の促進など、ෳ合的
な効果をもたらす施策を積極的に進め、町౔に多面的な機能を発شさせることで、౔地
の利用価値を高め、人口減少下においても、町౔の適切な管理を図ります。
また、適切な管理を続けることが困難な౔地については、それぞれの地域のঢ়گに応

じて新たな用్を見出すことで、最適な町౔利用を選୒するよう努めます。

	�
�ෳ߹తͳࡦࢪのਪਐͱ町౔のબ୒తͳར༻ࡦࢪのల։

03
快適で安心して暮らせる
まちづくり
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急ܹな人口減少下においては、将来的に無居住化する地域が拡大することも想定さ
れることから、地域住民や行政など、様々な主体が地域の౔地利用について検討するな
ど、町民一人一人が関心を持って町౔管理を進めることが一層重要となります。

ᶃ農地
農地は本町の基幹産業である農業の基本的な生産基盤であることから、一層の効率
的な利用を図ります。
また、営農等の効率化のため、担い手に農地の集積・集໿を図ることで、安定した農
業の担い手の確保を促進します。
ᶄ森ྛ
木材のध要動向などを౿まえながら、将来にわたり森ྛの多面的機能を発شできる

よう、森ྛ環境ৡ༩੫を活用し、町౔の保全、水源のかんཆなどに重要な役割を果たす
森ྛの整備及び保全を図ります。
また、良޷な生活環境を確保するため、地域社会の活性化に配慮しつつ、積極的に緑
地としての保全及び整備、適ਖ਼な利用を図ります。
ᶅ住宅地
人口減少社会に対応したடংある市街地形成や豊かな住生活の実ݱの観఺から、道
路、公園、上下水道等の生活関連施設の整備を計画的に進めます。
住宅地の整備については、低未利用地や空き家等の有効利用を推進します。޻業用
地の整備については、町民所ಘの向上、就業機会の確保、地域への定住化及び町౔の
ある発展を図るため、環境の保全等に配慮しつつඞ要な用地の確保を図ります。事ߧۉ
຿所・ళ舗用地の整備については、生活ڌ఺等への集໿、災害リスクの高い地域への立
地抑制、良޷な環境の形成に配慮してඞ要な用地の確保に努めます。
ᶆ公用・公共用施設用地
文教施設、公園緑地、環境Ӵ生施設などの公用・公共用施設の用地については、町民
生活上の重要性とニーズの多様化を౿まえ、環境の保全に配慮して、ඞ要な用地の確保
を図ります。また、施設の整備に当たっては、଱災性の確保と災害時における施設の活
用に配慮します。
ᶇ沿岸域
漁業、レクリエーション等各種利用への多様性や自然的・地域的特性等を౿まえ、長
期的視఺に立った利用を図ります。また、ඬ着ごみ対策推進、町民の環境美化意識向上
を図り、町౔の保全と安全性の向上に資するため、沿岸域の保全に努めます。

	�
�ଟ༷ͳओମʹΑΔ町౔ར༻

	�
�ར༻۠෼ผ౔஍ར༻のਪਐ
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�ୈ5࣍階上町ࠃ౔ར༻ܭըのਪਐ

�ീށɾࣗ࣊ٱಈंಓ༸໺階上ಓ࿏のར׆༻ਪਐ

ീށɾࣗ࣊ٱಈंಓീށೆಓ࿏छࠩւ؛階上ַ̞̘ ͼ階上̞ٴ

̘पลの౔஍ར༻のଅਐ

主要事業

快適な生活を支える都市基盤の整備第1節
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市街地及び集落の整備̍- 1 - ❷

市街地は、૵前地区やࣖケ๸地区のࠃ道�5߸沿いと̟ ̧ീ戸線沿いに集中していま
す。近年は、交通機能の発ୡと生活様ࣜの変化に伴い、町民の生活は広範囲にわたって
います。

ͱ՝୊گݱ

機能的で快適なまちづくりを進めるため、農業振興基盤整備による営農集落地等の
整備を計画的に進めるとともに、঎業振興のための街ฒみの整備等の推進による中心
市街地の整備を図り、適ਖ਼な市街化の促進に努めます。

基 本 方 針

都市機能の段階的・計画的な整備

宅地の計画的整備

市街地及び
集落の整備

街ฒみや景観の保全・整備・༠導を進めるとともに、ྩ 和5年3月に改గした都市計
画マスタープラン及びಉ年3月に策定した立地適ਖ਼化計画に基づき、住宅やҩ療、福祉、
঎業などの生活にඞ要な都市機能を༠導し、生活産業活動を支える道路、下水道等の
都市整備をஈ階的・計画的に図っていきます。

	�
౎ػࢢೳのஈ階తɾܭըతͳ੔උ

営農集落地等の౔地利用の安定化と市街地での良޷な宅地の計画的整備の促進を
図るとともに、優良宅地化への計画的な༠導を図ります。

	�
୐஍のܭըత੔උ

のల։ࡦࢪ

�階上町౎ܭࢢըϚελʔϓϥϯ౳ʹ基づくܭըతͳ֗ࢢ஍੔උ

�階上町ཱ஍దਖ਼Խܭըʹ基づく࣋ଓՄೳͳまちづくりのਪਐ

੒のਪਐܗ؍ܠͳ޷ྑ

�༏ྑ୐஍Խ΁のܭըతͳ༠ಋ

主要事業

快適な生活を支える都市基盤の整備第1節
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道路網の整備

本町の道路໢は、ീ戸・࣊ٱ自動ं道、ࠃ道�5߸、主要地方道3路線、一ൠݝ道1路
線と町内をॎ横に݁ぶ31�路線の町道からなっています。

఺とし、本町内の区間Ԇ長は1���̺̼で、本町のىઋ୆市をݝ৓ٶ道�5߸はࠃ　��（1	
産業経ࡁ、通勤・通学等日々の生活に重要な役割を果たしています。また、平成2�
年3月に高֨ن幹線道路として、ീ戸・࣊ٱ自動ं道のീ戸ೆ環ঢ়道路及びീ戸
ೆ道路が全線開通し、階上̞̘ からീ戸̟̘ ̩まで઀続され、ྩ 和3年3月には階上
̞̘ からീ戸・࣊ٱ自動ं道༸໺階上道路として̘̞࣊ٱ までの区間が、ྩ 和3年
12月にはࡾ཮沿岸道路としてઋ୆市までの区間が開通し、全線開通となりました。
今後も、ौ଺؇和、地域振興などに寄༩することが期଴されます。

	2）��主要地方道は、໊ ઒・階上線、ീ戸・階上線、ീ戸・大໺線の3路線、一ൠݝ道は、
鳥屋部・十日市線の1路線で、町内の幹線道路として主要な役割を果たしています。

	2）��　今後は、交通安全対策として、拡幅改良や交通安全施設の設置、歩ं道区分や
ஈࠩղ消等の整備を進めるඞ要があります。

	3）��　地域住民の生活道路としての重要な役割を担っている町道は、一ڃ町道11路
線、ೋڃ町道2�路線、その他の町道2��路線の計31�路線が町内をॎ横に૸って
います。しかし、未整備路線が多਺あるため、今後は要๬や協働のまちづくり地区
計画等を౿まえॱ次整備していくඞ要があります。

	�
��　これまでに整備された町道の道路舗装やڮྊ、付ଐ施設の機能ঢ়態は、経年ྼ
化等により良޷とは言えないঢ়態であり、長寿໋化修સ計画に基づき修સや改修
を行うඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 2 - ❶

ಓ࿏ ஫）ྩ 和�年3月31日ݱ在
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本町の社会・経ࡁのॾ活動を支える幹線道路の整備とともに、これらと連携した生活
道路の整備を促進します。また、安全性、快適性等、道路にٻめられる多様な機能に配
慮し、道路環境の向上等に努めるとともに、バリアフリー化など人にやさしい道づくりを
進めます。

基 本 方 針

高規格幹線道路の整備

主要幹線道路の整備

安全で利便な生活道路の整備

道路網の
整備

ྩ和3年に全線開通したീ戸・࣊ٱ自動ं道༸໺階上道路及びࡾ཮沿岸道路につい
て、広域経ݍࡁの形成、さらに広域的交流を促進するため、Ҿき続き利活用を推進します。

	�
ઢಓ࿏の੔උװ֨نߴ

町内のԁ׈な交通流道を確保するために、໊ ઒・階上線、ീ戸・階上線など主要幹線
道路の拡幅改良整備や交通安全対策として歩道整備等を推進します。

	�
ओཁװઢಓ࿏の੔උ

生活道路である町道については、居住者の生活利ศと交通安全を確保するため、優
先ॱҐをܾめ、既存道路の改善・整備を図ります。また、大雨時のף水ৗऻ地帯につい
ては、側溝や調整池等の整備により、そのղ消に努めるとともに、老ٺ化したڮྊや舗
装道路については、長寿໋化計画に基づき修સや改修を行い、安心安全な道路を維持
します。

	�
҆શͰརศͳੜ׆ಓ࿏の੔උ

のల։ࡦࢪ

�ീށɾࣗ࣊ٱಈंಓ༸໺階上ಓ࿏のར׆༻੔උਪਐ

�ീށɾ階上ઢの֦෯վྑɺަ ࠩ点վྑۀࣄ

�໊઒ɾ階上ઢのาಓ੔උ

�町ಓの੔උɾҡ࣋؅ཧ

主要事業
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公共交通を取りרく環境は、利用者਺が৳び೰Ή中で、極めてݫしいঢ়گにあります。
しかし、మ道及びバスは、町民の交通手ஈとしてܽかせないものであるため、関係機関
と連携し利用促進を図り、持続可能な公共交通を目指します。

基 本 方 針

公共交通の充実公共交通機関
の整備

ᶃమ道
̧̟ ീ戸線については、利用しやすい時ࠁの設定等について事業者に要๬するととも
に、沿線市町で組織する̟ ̧ീ戸線利用促進協ٞ会等により利用の促進を図ります。
ᶄ路線バス
路線バスについては、通勤・通学等でのバス利用者の利ศ性の向上のため、事業者に
要๬するとともに、運行の維持・確保を支援します。また、観光資源や地域資源等の活
用により利用の促進を図ります。
ᶅコミュニティバス
コミュニティバスについては、మ道や路線バスとの઀続をߟ慮するとともに、効率的・
効果的で利用しやすい運行とするよう努めます。
ᶆ新たな公共交通施策の検討
公共交通の利用を促進するため、利用者のニーズを的確に把握し、新たな公共交通
施策について検討します。

	�
のల։ࡦࢪ௨のॆ࣮ަڞެ

公共交通機関の整備

本町の公共交通機関として、మ道は̧̟ ീ戸線、路線バスはؠ手ݝ๺自動 （ंೆ部バ
ス）と町が運営するコミュニティバスがあり、通Ӄや通学等にܽかすことのできないもの
となっています。̟ ̧ീ戸線は、ീ戸駅と࣊ٱ駅との間を݁んでおり、ݝ境を越える移動
手ஈとして、町民だけではなく観光客にとっても重要な役割を担っています。また、路線
バスは、本町とീ戸市との間の広域の移動手ஈとして、コミュニティバスは、路線バスを
補׬し町内移動の役割を果たしています。
しかし、少子化のӨ響や自家用ंの利用の増加などにより、公共交通の利用者਺が
減少傾向にあることに加え、バスは運転࢜不足も大きな՝題となっており、減ศなど利
ศ性の低下が問題となっています。
今後は、公共交通の利ศ性を維持しながらも、持続性を向上させていくことも重要と

なります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 2 - ❷

都市的活動を支える道路・交通の整備第2節
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�όε࿏ઢҡ࣋ରࡦඅิॿۚ

�ίϛϡχςΟόεɾεΫʔϧόεのӡߦ

のར༻ଅਐؔػ௨ަڞެ�

�૯߹తͳެަڞ௨のݕ౼

主要事業

都市的活動を支える道路・交通の整備第2節
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上下水道の整備

（1）上水道の整備
されていますが、人口減少などにڅ業団により安定供ا域水道ݍ在、水道水はീ戸ݱ
伴う水ध要が減少する中、老ٺ施設の更新や事故・災害などの危機管理対策など、多く
の՝題に対応した事業運営がٻめられています。

（2）下水道の整備
生活雑排水等のԚ水処理については、公共下水道事業、大蛇地区漁業集落排水事業
及び合併処理浄化槽設置事業により推進しています。公共下水道は、平成21年度に一
部供用開始し、ྩ 和�年度までとしていた事業の認可期間をྩ和�年度までԆ長しまし
た。今後は、普及率と加入率を高め、下水道経営の健全化に努めるඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 3 - ❶

上水道については、安全でおいしい水道水の安定供څを持続するため、災害に対する
体制の強化や施設・設備の更新を計画的に実施し、将来にわたって持続可能な水道事
業運営となるようീ戸ݍ域水道ا業団との連携に努めます。
下水道については、水環境の保全や水の॥環利用などの啓発活動を行うとともに、計
画的な下水道の整備、合併処理浄化槽への転׵促進を行い、水ચ化の向上に努めます。

基 本 方 針

ീ戸ݍ域水道ا業団が平成3�年�月に策定した、ୈ�次水道事業総合計画に基づき、
計画的な施設更新と安定した水道水の供څ持続が図られるよう、連携強化に努めます。

ʢ�ʣ上ਫಓの҆ఆڅڙ

生活排水処理基本計画により定めた公共下水道排水計画区域、合併処理浄化槽設置
区域等により、計画的・効率的な下水道の整備に努めます。

ʢ�ʣܭըతɾޮ率తͳԼਫಓの੔උ

のల։ࡦࢪ

上水道の安定供給

計画的・効率的な下水道の整備

下水道による水洗化率の向上

下水道経営の健全化の推進

合併処理浄化槽への転換促進

上下水道の
整備
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広ใやホームページ等による下水道のඞ要性や重要性についての啓発活動や下水道
઀続相談会の開催などにより、加入の促進を図ります。

ʢ�ʣԼਫಓʹΑΔਫચԽ率の޲上

平成2�年度に策定した公共下水道事業経営ઓུ及び漁業集落排水事業経営ઓུに
基づき、平成31年�月に下水道使用ྉの改定を行いました。また、持続的で安定的な事
業運営のため、ྩ 和�年�月から公営ا業法の一部（財຿نఔ等）を適用し経営の効率
化・健全化を目指します。

ʢ�ʣԼਫಓܦӦの݈શԽのਪਐ

下水道処理区域Ҏ外の区域では、生活排水処理基本計画に基づき、Ҿき続き合併処
理浄化槽への転׵促進に努めます。

ʢ5ʣ߹ซॲཧড়Խ૧΁のస׵ଅਐ

�ീݍށҬਫಓஂۀاͱの࿈ڧܞԽ

ۀࣄԼਫಓ੔උڞެ�

�Լਫಓ加入ଅਐۀࣄ

�ԼਫಓܦۀࣄӦઓུのਪਐ

�߹ซॲཧড়Խ૧ઃஔ੔උۀࣄ

主要事業
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住宅対策の推進

	1）��　本町は、快適で安心して暮らせる住環境整備の一環として、町営住宅をݐ設し供
設され、଱用年਺が経過し、年々修ݐしています。つくしϲٰ団地は、平成̒年にڅ
સඅが増しており、これまでの対処療法型の維持管理から、予防保全的な維持管
理がٻめられています。

	2）��　本町は、ീ戸市の経ݍࡁ域内として民間の住宅造成により着々と住宅化が進ん
できましたが、ݱ在は、少子高齢化・人口減少等により住宅ݐ築は৳び೰んでいる
ঢ়گです。

	2）��　近年では、移住・定住を促進するため、新築住宅補助ۚを交付しています。この
ほか、相次ぐ地震や地ٿԹஆ化により଱震化や省エネ住宅への関心が高いことか
ら、住宅リフォームや଱震化に対する補助ۚも交付しています。

	3
��　本町は、平成�年5月に都市計画区域の指定を受け、一ൠ住宅等の新増改築にࡍ
してݐ築確認ਃ੥がඞ要となりました。また、都市計画法による用్地域を平成�
年�月に定め、この方਑にैい、良޷な市街地形成を図るためにもཚ開発を防ぎ、
住居地域に༠導するඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 3 - ❷

安全で快適な生活環境をٻめる町民のニーズに対応し、࣭ の高い宅地や住宅の供څ
を促進するとともに、移住・定住を目的に新築住宅やリフォーム等の補助事業を充実さ
せ、居住環境の向上を図ります。

基 本 方 針

安全で住みやすい住宅環境づくり

住宅建築の指導の推進

住宅対策
の推進

町Ӧॅ୐
ઃ໊ࢪ ɹ਺ށ ੒೥౓׬ ॴࡏ஍

ͭ͘͠ ϲٰஂ஍ ށ�� H� ੺อ಺ࣈ༄୔஍಺

஍ஂࢁࡗ ށ�� H�� ಓ෹ࢁࡗࣈ஍಺
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ᶃ町営住宅の長寿໋化計画に基づく計画的な維持改修を行います。
ᶄ住宅リフォーム等の事業を推進することにより、安全安心な住宅を供څします。
ᶅ新築住宅支援事業を推進し、良࣭な住みやすい宅地を供څするとともに人口減少対
策を図ります。

用్地域内の住宅地域への住宅ݐ築の༠導を図っていきます。

ʢ�ʣ̓ શͰॅΈ΍͍͢ॅ୐ڥ؀づくり

ʢ�ʣॅ ୐ݐஙのࢦಋのਪਐ

のల։ࡦࢪ

�҆શ҆৺ॅ୐ϦϑΥʔϜࢧԉۀࣄ

�৽ஙॅ୐ࢧԉۀࣄ

�໦଄ॅ୐଱਒਍அࢧԉۀࣄ

主要事業
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移住・定住の促進

本町は、少子化の急速な進行や若者の流出等により、人口が減少傾向にあります。本
町の人口は、ീ戸市のベッドタウンとして増加してきましたが、平成15年をピークに減
少に転じ、ྩ和�年3月末の住民基本୆ாの人口は12
�2�人とピーク時の໿�3ˋまで
落ちࠐんでいます。また、ྩ 和5年12月にࠃ立社会保障・人口問題ڀݚ所が発表した将
来推計人口では、2�5�年には�
���人となる予ଌが示されました。
今後も更に人口の減少が進Ήことが予想されますが、持続可能な行政運営のため、
人口の維持・増加への対策と移住・定住促進への取組がඞ要となります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 3 - ❸

̪̞ タ̟ーンなどの移住や定住を希๬する人への৘ใ発信などを行い、人口減少対策
に努め、地域の活性化を図りながら、にぎわいのあるまちづくりを推進します。

˞̪̞ タ̟ーンɿ大都市ݍの居住者が地方に移住する動きの総称のこと。̪ ターンは出
身地に໭る形態、̞ ターンは出身地Ҏ外の地方へ移住する形態、̟ ターンは出身地の
近くの地方都市に移住する形態を指す。

基 本 方 針

総合的な移住・定住対策の検討

移住・定住化の促進

移住・定住
の促進

ॅ民基本୆ாʹΑΔਓޱのਪҠ （୯Ґɿ人）各年3月31日ݱ在
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将来的に予ଌされる人口減少にࣃ止めをかける移住・定住を促進するための施策を
横断的・総合的に検討します。

本町に移住・定住を希๬する方の転入促進のため、安心して生活できる住宅環境の
確保のための支援を推進します。

ʢ�ʣ૯߹తͳҠॅɾఆॅରࡦのݕ౼

ʢ�ʣҠॅɾఆॅԽのଅਐ

のల։ࡦࢪ

ԉࢧҠॅɾఆॅͨ͠ܞͱ࿈ؔػ܎ؔ�

�Ҡॅɾఆॅ৘ใのൃ৴

�͍͖͍͖͔͋ͬͨ階上町Ҡॅܭըࢧԉۀࣄ

主要事業
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公園・緑地の活用

公園や緑地は、町民生活に安らぎと潤いを༩える貴重な空間であり、スポーツ・レク
リエーションの場、災害時における避難場所としての機能のほか、大気の浄化、景観形
成等生活環境の向上にも大きな役割を果たしています。
今後も、町民と行政が一体となって緑化を推進し、快適な住環境を創出していくこと

が重要です。

ͱ՝୊گݱ

̍- � - ❶

町民が身近に利用でき、スポーツ・レクリエーション活動などの場として、公園の積極
的な活用を推進します。また、水辺空間や緑地の保全、町民参加による緑化の推進に努
めます。

基 本 方 針

公園の活用

緑地の保全

公園・緑地
の活用

�ެԂɾ྘஍の׆༻ଅਐ

主要事業

ᶃ潤いのある町の環境を保つ空間として、また、災害時における避難場所の確保等に対
応するため、地域の特性を生かした公園の管理及び活用を推進します。

ᶄ貴重な自然空間の保全に努めるとともに、スポーツ・レクリエーション活動の場とし
ての活用を推進します。

ʢ�ʣެ Ԃの׆༻

快適な環境の創出、緑豊かなまちづくりを促進するとともに、緑地の保全に努めます。

ʢ�ʣ྘஍のอશ

のల։ࡦࢪ

自然と共生する生活環境の整備第4節
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自然保護対策

本町は、自然保護の観఺から森ྛを守り、緑に親しんでもらうために、レクリエーショ
ン、ϋイキング、森ྛཋのための階上ַの施設整備を進めてきました。また、平成25年
度に階上ַ・階上海岸がࡾ཮復興ࠃ立公園の指定とࡾ཮ジオパークのܾ定を受け、ࠃ
指導の下、自然保護対策を進めています。快適で潤いのある生活を守るためには自然と
共生・共存し、また、ཚ開発やごみの不法投棄を防ぐためには、行政の指導だけではな
く、町民一人一人の自然に対する関心を高めることがඞ要です。
町民が自らの手で自然を守るためにも、今後、町内の自然環境を広ใし、自然Ѫ護の
啓発を行っていくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- � - ❷

町の美観の維持や自然災害予防の観఺から、緑豊かな地域環境の創造を目指し、自
然の保護に努めます。また、町内の自然保護と産業振興の調整を図りつつ、自然保護意
識の高揚に努め、貴重な自然景観地や植生物の適ਖ਼な生息環境等の保護を図ります。

基 本 方 針

自然保護活動の促進

広報・啓発活動の推進

自然保護
対策

本町の恵まれた自然環境を活用して、自然保護教育に努め、自然保護意識の高揚と
啓発を図り、自然保護活動の指導者やボランティアグループ等を中心として、町民の自
主的ŋ主体的な自然保護活動を促進します。

ʢ�ʣࣗ વอ׆ޢಈのଅਐ

自然保護の観఺から定期的な؂視活動を進めるとともに、町民への積極的な広ใ活
動により、啓発に努めます。

ʢ�ʣ޿ใɾ׆ൃܒಈのਪਐ

のల։ࡦࢪ

ࣗવอޢ஍Ҭ （୯ҐɿIB）　஫）ྩ 和�年3月31日ݱ在
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�ࣗવอ׆ޢಈࢦಋऀ౳のҭ੒

�ࣗવอ׆ࢹ؂ޢಈのਪਐ

主要事業
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循環型社会の推進

	1）��　本町のごみ処理については、ീ戸地域広域市町村ݍ事຿組合で設置したごみ処
理施設で処理を行い、ऩ集については民間業者にҕୗしています。近年、ごみの排
出・ऩ集量は؇やかな減少傾向にありますが、事業ܥごみは減少しているものの、
生活ごみは横͹いঢ়گであります。また、可೩ごみにはリαイクルができる多くの
ૈ、資源やプラごみ等が混入している他ࢴ 大ごみについては増加傾向にあります。
ྩ和̐年度に「プラスνックの資源॥環に関する法཯」が施行され、今後、プラごみ
分別ճऩ開始に向け、検討がඞ要であり、Ҿき続きごみ分別の重要性やリαイクル
方法とそのඞ要性について周知を図り、町民、ا業、行政が一体となって、॥環型
社会の構築に向けて取り組んでいくඞ要があります。

	2）��　地نٿ໛で大気中のೋࢎ化୸ૉなどԹࣨ効果Ψスのೱ度が増加し地ٿԹஆ化
が進んでいます。今後も目標ୡ成に向けて取り組Ήඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- � - ❸

͝Έॲཧঢ়گのਪҠ （୯Ґɿ̓ ）　資ྉɿ一ൠഇ棄物処理事業実態調査
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͠೘ॲཧঢ়گのਪҠ （୯Ґɿ人、LM、̓ ）　資ྉɿऩ集（処理）実੷表
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町民生活の多様化に伴い、ごみの࣭はෳ雑化しているため、ごみ処理基本計画を推
進し、分別ऩ集の徹底や資源化・リαイクルの促進、適切なऩ集・処理に努めます。
また、地ٿԹஆ化防止のため、環境保全率先行動計画の推進や町民等への啓発など、
全町的に環境ෛՙの低減に取り組みます。

基 本 方 針

ごみ減量・リサイクルの推進

適正排出のための環境整備

地球温暖化対策

循環型社会
の推進

ᶃごみ減量・リαイクルの推進のため、町民やا業に向けて33の意ٛとඞ要性を理ղし
てもらい、自主的な活動を促進します。
ᶄ広ใやホームページのほか、イベントや地域に向けた出前講࠲等を通して、ごみの分
別方法等の周知啓発に努めます。

ʢ�ʣ͝ ΈྔݮɾϦαΠΫϧのਪਐ

ᶃ階上町ഇ棄物減量等検討ҕ員会において、ഇ棄物の減量等に関して検討を行い、施
策や事業等に൓өさせていきます。

ᶄごみのऩ集・運ൖ体制は、ごみの࣭・排出量の変化に対応できるよう適ٓ見直しを行
い、確実かつ効率的なऩ集を行います。

ʢ�ʣదਖ਼ഉग़のͨめのڥ؀੔උ

地ٿԹஆ化対策として、行政自ら率先して階上町環境保全率先行動計画に取り組み、
ி内のԹࣨ効果Ψスの排出量の࡟減に努めます。また、町民や事業者等に対しては、地
等を実施し࠲環境保全に対する意識を高め自主的な取組を促すため、広ใや出前講ٿ
地ٿԹஆ化対策の普及・啓発に努めます。

ʢ�ʣ஍ٿԹஆԽରࡦ

のల։ࡦࢪ
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 ごみ減量に向けた取組方法の周知強化

 分別収集によるリサイクルの推進

 階上町廃棄物減量等検討委員会の開催

 ごみ収集運搬業務の効率化

 階上町環境保全率先行動計画の推進

主要事業
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生活環境の保全と美化

	1）��　不法投棄パトロールやഇ棄物不法投棄؂視員との連携による不法投棄の早期
発見や未然防止に努めていますが、近年、ごみの不法投棄は増加傾向にあります。
そのため、町民と行政、事業者等が協力し合いながら、環境改善に努めるとともに、
啓発活動を強力に推進していくඞ要があります。

	1）��　また、東日本大震災の教訓から、大ن໛災害等により発生した災害ഇ棄物につ
いては、適ਖ਼かつԁ׈に処理するඞ要があり、今後は災害ഇ棄物のൖ入先の確保
がඞ要です。

	2）��　清潔で住みやすい生活環境を創造するために、町民意識の啓発、ѱष対策や排
水対策、さらには空き地管理の強化に努めるඞ要があります。また、૽ Իや振動・
ѱष・水࣭Ԛ୙等に対して関係機関が協力し、その対策を講じていくඞ要がありま
す。

	3
��　し೘処理については、公共下水道、大蛇地区漁業集落排水及び合併処理浄化槽
により、Ӵ生的なし೘処理対策を推進しています。

	3
��　公共下水道については、̥ ̧活動や相談会の開催等により加入率の向上を図り、
大蛇地区漁業集落排水については、処理区域内の未加入世帯の加入促進に努め
ます。

ͱ՝୊گݱ

̍- � - ⁡

町民が協力しあって清潔なまちを創出し、健康的で潤いのある生活を維持するため、
町民の主体的な取組による環境保全・美化の促進を図るとともに、町民参加による環境
Ӵ生対策の展開を図ります。
し೘処理については、快適でӴ生的な環境を構築するために、公共下水道処理区域
及び大蛇地区漁業集落排水処理区域内ではその加入促進に努め、また、それҎ外の区
域では合併処理浄化槽の転׵促進に努めます。

基 本 方 針

環境美化の推進

騒音・振動・悪臭・水質汚濁等の防止対策

ごみの不法投棄・野外焼却の防止対策及び災害廃棄物処理対策

下水道による水洗化率の向上

合併処理浄化槽への転換促進

生活環境の
保全と美化
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環境美化の展開を目指して、広ใや生涯学習の場を活用した৘ใの提供のほか、ク
リーンアップデー等の活動を通して、町民意識の啓発に努めます。
また、環境美化条ྫに基づき、地域の環境保全の推進及び美観の保護を図るととも
に資源の有効活用を図り、環境と調和した地域社会の構築に努めます。

ʢ�ʣڥ؀ඒԽのਪਐ

૽Ի・振動・ѱष・水࣭Ԛ୙等に対して、そのݪҼ者や事業者に適切な指導や防止対
策等を講じ、安心できる生活環境を維持できるように、地域の環境整備に努めます。
ѱषや水࣭Ԛ୙等については、ݝ民ہやീ戸市などの関係機関と緊密な連携をとり

ながら、調査・ଌ定を行うなど、その防止と改善に努め、ඞ要に応じて事業者と公害防
止協定のక݁などを進めます。

ʢ�ʣ૽ Իɾৼಈɾѱषɾਫ࣭Ԛ୙౳の๷ࢭରࡦ

広ใやホームページ等により、下水道のඞ要性や重要性についての啓発活動や下水
道઀続相談会の開催などにより、加入の促進を図ります。

ʢ�ʣ�ԼਫಓʹΑΔਫચԽ率の޲上

ごみの不法投棄・໺外ম٫に対して、町民と行政、関係機関等が一体となり؂視を強
め、その防止に努めます。
ごみの不法投棄・໺外ম٫のې止について、広ใなどを通じて周知徹底するとともに、
事業所等に対しては、ഇ棄物の適ਖ਼処理の指導に努めます。
大ن໛災害等により発生した災害ഇ棄物をਝ速かつԁ׈に処理するため、関係機関
及び関係団体と連携し、対応できる体制の整備に努めます。

ʢ�ʣ͝ Έのෆ๏౤غɾ໺֎ম٫の๷ࢭରٴࡦͼ֐ࡂഇغ෺ॲཧରࡦ

のల։ࡦࢪ

ʢ5ʣ�߹ซॲཧড়Խ૧΁のస׵ଅਐ

下水道処理区域Ҏ外の地域では、Ҿき続き合併処理浄化槽の設置を推進します。

�஍ҬʹΑΔΫϦʔϯΞοϓの࣮ࢪ
�૽Իɾৼಈɾѱषɾਫ࣭Ԛ୙౳のରԠͱࢦಋڧԽ
�͝ Έのෆ๏౤غରࡦのڧԽ
�໺֎মࢭې٫ʹ͍ͭͯのप஌పఈ
�Լਫಓ加入ଅਐۀࣄ
�߹ซॲཧড়Խ૧ઃஔ੔උۀࣄ

主要事業
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防災・減災対策の推進

本町は、やま（階上ַ）とうみ（ଠ平༸）の美しい自然に育まれてきました。しかし、自然
は、時として人知を௒えた໠Җを振るい、町民生活にਙ大な被害をもたらしてきました。
平成23�年3�月11�日1��時���分に発生した東๺地方ଠ平༸ԭ地震による東日本大震
災は、ࠃ内史上最大のマグニνュード����の地震とこれに伴うڊ大津波により、多くの
生໋と財産をୣうとともに、自然の持つ力の大きさ、ڪろしさをま͟ま͟と知らしめまし
た。このようなࢂՒをしっかりと受け止め、෩化させることなく、災害に強いまちづくり
のための教訓として、ݱ代世代だけでなく将来世代へとҾき継がなけれ͹なりません。
このため、町民が安心して暮らすことのできる地域社会の実ݱを目指し、町に関わる全
ての者が相互に連携、協力し合い、地域ぐるみの防災・減災対策に取り組んでいくඞ要
があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ❶

防災・減災対策への取組は、町民及び事業者が自らの責任により自らを災害から守
るという自助の理念、町民及び事業者が地域において相互に助け合い、互いを災害から
守るという共助の理念、町が町民及び事業者を守るための施策を推進するという公助
の理念を基本として、町民、事業者、町その他関係者それぞれが連携を図りながら、適
切な役割分担による協働により、災害に強いまちづくりの実ݱに努めます。

基 本 方 針

地域防災力の向上

災害に強いまちづくりの推進

防災・減災
対策の推進

ᶃ自主防災組織の育成及び支援
自主防災組織育成のため、ඞ要な助成及びݚ修の実施ฒびに自主的な防災・減災に
係る意識の啓発と、自主防災組織の活動促進を図るため、自主防災組織が行う防災・
減災対策のための活動において指導的役割を担う人財育成及びその他の支援に努め
ます。
ᶄ災害時要配慮者への支援
災害時要配慮者への৘ใ提供及び避難の支援がԁ׈に行われるよう体制の整備に
努めます。
ᶅ防災・減災教育の充実
防災・減災教育の充実を図り、町民の防災・減災知識の向上及び意識の高揚に努め

るとともに、関係機関との連携を強化し、防災訓練を積極的に実施します。

ʢ�ʣ�஍Ҭ๷ྗࡂの޲上ࡦࢪのల։
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ᶃ応急ҩ療体制の整備
災害時において、町民等、消防機関及びҩ療機関と連携協力し、ই病者のٹ護に当た

れるよう、応急ҩ療体制の整備に努めます。
ᶄ備஝物資の整備
災害時におけるඞ要な備஝物資の計画的な整備を行います。
ᶅ応急対策を行うための体制の確立
災害対策本部を中心とし、災害時における応急対策を行うための体制確立に努めます。
ᶆ災害協定に係る連携体制の整備
災害時における支援協力について、各事業者等と災害協定をక݁してきました。今後

は、災害時に協力の要੥をਝ速かつԁ׈に行えるよう、事業者等との連絡体制の整備に
努めます。
ᶇ避難体制の強化
各種災害に対する避難計画の作成、周知に努め、避難体制の強化に努めます。

ʢ�ʣ͍ڧʹ֐ࡂまちづくりのਪਐ

ᶆ৘ใ発信の強化
危険箇所、避難所その他防災・減災対策に係る施設等を表示した地図を作成し、防
災・減災対策に関する৘ใの提供に努めるとともに、災害時における地震৘ใ、気৅৘
ใ等を早急かつਖ਼確に把握し、町民及び在日外ࠃ人、๚日外ࠃ人を含Ή観光客等に提
供できる体制の整備に努めます。また、防災無線のほか、ϝール配信等の৘ใ伝ୡ手ஈ
の多様化を図り、৘ใ発信の強化に努めます。
ᶇボランティア活動への支援等
発災時におけるボランティアによる被災者支援活動のԁ׈な実施を確保するため、平
ৗ時から幅広い組織づくりを推進するとともに、活動ڌ఺及び物資の提供その他ඞ要
な支援ฒびに調整を行う体制の確立に努めます。

82 ｜第3部｜基本計画
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�૯߹๷܇ࡂ࿅の࣮ࢪ

�ࣗओ๷ࡂ૊৫のҭ੒ٴͼࢧԉ

�๷ࡂɾڭࡂݮҭのॆ࣮

ԉࢧཁ഑ྀऀ΁の࣌֐ࡂ�

Խڧ৘ใൃ৴の࣌֐ࡂ�

�ϘϥϯςΟΞ׆ಈ΁のࢧԉ

�උ஝෺ࢿの੔උ

�๷ۀࣄྗڠࡂॴ੍౓のӡ༻

�֤छؔػɾஂମ౳ͱの࿈ڧܞԽ

�஍Ҭ๷ܭࡂըのਪਐ

�ീݍށҬࢢ�町ଜࠃ౔ڧਟԽ஍Ҭܭըのਪਐ

主要事業
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消防対策の推進

本町の消防団員は、若年層人口の減少や就業者における被ޏ用者が઎める割合の増
加などにより、入団者を確保することがݫしくなっており、団員਺は減少傾向にあります。
本町は、火災防止の広ใ活動や住宅用火災ܯใث設置の推進、消防水利の増設など、
ീ戸地域広域市町村ݍ事຿組合のৗ備消防及び消防団と連携して、日頃から防火対策
に取り組んでいます。
東日本大震災では、消防団員の中には、自らも被災者であったにもかかわらͣ、ڷ౔
Ѫ護のਫ਼神により、住民の避難༠導、ٹ助、消火、避難所の運営支援、行方不明者の૞
発見された遺体のൖ送・安置、さらには信߸機が機能しない中での交通整理、໷間、ࡧ
の見ճりなど、様々な活動にݙ身的にै事しましたが、全ࠃで25�人にも上る消防団員
が٘ਜ਼となったことを重く受け止め、その教訓を今後に生かすことがඞ要です。
平成25�年12�月には、「消防団を中֩とした地域防災力の充実強化に関する法཯」が
施行され、今後は、町民の防火意識を高めるために、ৗ備消防と消防団、町民が連携して
日頃からの防火活動に努めていくとともに、町民と行政が一体となった協働の取組を行
いながら、防火意識の高揚と地域連帯に基づく防火体制の強化を図るඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ❷

ফ๷ྗの૊৫ͱگݱ ஫）ྩ 和�年�月1日ݱ在

町ɹফɹ๷ɹஂ

ফ๷ஂ਺ ෼ஂ਺ ஂһ਺
ϙϯϓ౳อ༗୆਺
ϙϯϓ
ࣗಈं

খܕಈྗ
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Րൃࡂੜのگݱ 資ྉɿീ戸地域広域市町村ݍ事຿組合消防本部「消防年ใ」

෺ݐ ྛ໺ ं྆ そのଞ ܭ
ྩ࿨ݩ೥ � � � � �5
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ৗ備・非ৗ備消防を含めた消防力の充実強化を図るとともに、関係機関や地域との
連携により町民一人一人への防火思想の普及啓発に努め、協働の取組により火災のな
いまちづくりを推進します。

基 本 方 針

消防団の充実強化

防火思想の普及啓発

消防対策
の推進

ᶃ施設・装備の充実
ಮ所、消防ポンプ自動ं、小型動力ポンプをはじめとした資機材の適切な維持管理及

び更新を行い、整備計画に基づく計画的な消防資機材の更新及び配備を推進します。
ᶄ消防水利の充実
ീ戸ݍ域水道ا業団と連携し、計画的な消火栓の整備・改修を行うほか、消防水利と

して有効活用できる自然水利等の調査の実施を検討します。
ᶅٕज़・知識の普及促進
消防団活動の基本となる訓練のほか、໋ٹ講習や応急手当講習など、ৗ備消防との
連携により、団員のٕज़や知識の普及を促進します。
ᶆ消防団員の確保
消防団員の確保に当たって、消防団員の処۰等の改善をはじめ、地域の防災力を向
上させる観఺から、関係団体や自主防災組織などと協力し、消防団協力事業所制度を活
用するなど、地域全体での取組を推進します。

ʢ�ʣফ๷ஂのॆ࣮ڧԽ

ᶃ地域防火体制の充実
関係機関や地域との連携により、地域防火体制の充実を図ります。また、地域活動中

で防火教育の機会の充実を促進するとともに、火災予防運動期間等における地域ぐる
みの防火訓練の実施促進を図ります。
ᶄ少年消防クラブ育成事業
将来の地域防災の担い手となる人財を育成するため、์水体験や防火パトロールな

ど消防防災に関する様々な活動を実施して少年消防クラブ員の育成・支援に努めます。
ᶅ住宅火災ܯใثの設置推進
住宅火災によるಀげ஗れを減らすため、全ての住宅に設置がඞ要である住宅用火災
ใ知ثの設置の推進に努めます。

ʢ�ʣɹ๷Րࢥ૝のීൃܒٴ

のల։ࡦࢪ
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 消防団施設・装備の充実

 消防水利の充実

 消防団員の技術・知識の普及促進

 消防団員の確保

 地域防火体制の充実

 少年消防クラブ育成事業

 住宅用火災報知器の設置推進

主要事業
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交通安全対策の推進

交通災害を防ぐために、ඞ要に応じた交通ن制の見直しや交通事故危険個所の調
査・改善など、安全な交通環境を維持し、また、関係機関との協力によって交通安全運
動や交通安全教育を強化していくඞ要があります。
本町は、レディースαポーターによる横断歩道のストップマーク設置や防犯指導隊の
協力による通学路パトロール、また、街಄啓発活動を通じて、交通安全意識の高揚や防
犯活動に努めています。今後は、ొ 下校時の児童生ె等への交通指導や、幼児・児童及
び高齢者を対৅とした、交通安全教ࣨの開催、交通安全施設（カーブミラー等）の適切
な管理がඞ要です。
高齢運転者による交通事故の抑制を目的として、運転に不安を感じる高齢者の自主的

な運転໔ূڐのฦೲを促し、ฦೲした高齢者にコミュニティバスのճ਺݊を交付する高齢
者運転໔ূڐ自主ฦೲ支援事業制度を実施し、支援を図っています。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ❸

交通安全のまちづくりを目指して、交通安全施設の整備等、道路交通環境の向上に努
めるとともに、ライフステージに応じた交通安全教育の推進、広ใ活動の充実等による
交通安全意識の高揚に努めます。

˞ライフステージɿ幼年期・児童期・青年期・૖年期・老年期などのそれぞれのஈ階。

基 本 方 針

交通安全意識の高揚

安全な交通環境の充実

交通安全対策
の推進

ަ௨ൃނࣄੜঢ়گ ˞ീ戸ܯ察ॺから提供されたデータを基に作成

೥࣍ ۠෼ ݅਺ ऀࢮ ইऀ
ྩ࿨ݩ೥ �� � ��

ྩ࿨�೥ �� � ��

ྩ࿨�೥ �� � ��

ྩ࿨�೥ �� � ��

ྩ࿨�೥ �� � ��
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広ใ等を通じて交通安全を呼び掛け、意識の高揚に努めます。また、広く交通安全思
想を普及させるため、交通指導隊やレディースαポーター等の人員確保に努め、交通安
全教ࣨ、街಄啓発活動を実施し交通安全教育を強化していきます。
高齢運転者による交通事故の抑制を目的として、運転に不安を感じる高齢者の自主
的な運転໔ূڐのฦೲを促し、ฦೲした高齢者にコミュニティバスのճ਺݊を交付する
高齢者運転໔ূڐ自主ฦೲ支援事業制度の周知を図ります。

ʢ�ʣަ ௨҆શҙࣝのߴ༲

関係団体と連携し、地域住民の意向も൓өさせながら、計画的に交通安全施設整備
を推進し交通環境の充実を図ります。

ʢ�ʣ̓ શͳަ௨ڥ؀のॆ࣮

のల։ࡦࢪ

�ަ௨҆શࢪઃのܭըత੔උ

�ަ௨҆શࣨڭのਪਐٴͼ޿ใ׆ಈʹΑΔҙࣝのߴ༲

ۀࣄԉࢧओฦೲࣗڐӡస໔ऀྸߴ�

の੔උڥΑΔަ௨؀ʹܞମͱの࿈ஂ܎ؔ�

主要事業
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ᶃ地域住民や防犯活動団体との連携の下に、地域ぐるみの防犯活動を展開しながら、
防犯体制、๫力排除体制の充実を図ります。

ᶄ広ใ活動を通じて、効果的な町民の防犯意識の高揚を図ります。
ᶅ学校、家庭、ܯ察等と連携し、犯罪の予防の推進を図るとともに、関係機関・団体と協
力し、街಄指導等の実施に努めます。
ᶆ防犯指導隊員の人員確保に努め、地域防犯力の向上を図ります。
ᶇ年ۚ受څ日の啓発活動を実施し、ٗ࠮被害の事前防止に努めます。

ʢ�ʣ஍Ҭ๷൜ମ੍のॆ࣮

防犯灯の維持管理の強化を推進し、犯罪の予防に努めます。

ʢ�ʣ๷൜ڥ؀の੔උ

のల։ࡦࢪ

防犯対策の推進

近年、ܐ法犯認知件਺は減少してきているものの、自転ं౪、ं 上ૂいなどの街಄犯
罪が高い割合を઎め、加えて振りࠐめٗ࠮などの特घٗ࠮がѱ࣭、ົ޼化しており社会
的な問題となっています。
このような中、人口減少や少子高齢化など社会৘੎の変化に伴い、防犯に対する地域
の連帯意識が薄れる傾向にあること、また、地域を支えるݱ役世代が減少し、地域の防
犯力の低下がݒ念されていることから、自らの安全は自ら守るという防犯意識の高揚を
図るとともに、地域住民、ീ戸ܯ察ॺ及び防犯指導隊の連携による地域防犯活動の推
進に努めています。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ⁡

防犯環境の整備を図るとともに、関係機関や地域と一体となって、地域防犯体制の充
実、防犯意識の高揚に努め、犯罪のない町づくりを目指します。

基 本 方 針

�๷൜ڠ会౳ͱの࿈ڧܞԽ

�๷൜׆ಈのల։

�๷൜౮のదਖ਼ҡ࣋؅ཧ

主要事業

地域防犯体制の充実

防犯環境の整備

防犯対策
の推進
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広ใや町ホームページ等による৘ใ提供の充実を図ります。

ʢ�ʣফඅऀ΁のൃܒ

町民を消අ者トラブルから守るため、相談体制の充実や生活ݐ࠶の支援に取り組み、
支援体制の充実を図ります。

ʢ�ʣফඅऀࢧԉମ੍のॆ࣮

のల։ࡦࢪ

消費対策の充実

近年、消අ者を取りרく環境は大きく変化し、クレジット、通信販売、๚問販売、携帯
電࿩や通信機ث等による多種多様なαーϏスの提供が行われています。これに伴い各
種のトラブルも発生し、相談も਺多く寄せられていますが、その内༰はෳ雑かつ多様化
し、処理についてはઐ໳的な知識をඞ要とするঢ়گになっています。
町民の安全と利ӹを守るため、消අ者としてのਖ਼しい知識を持ち、的確な൑断をできる

よう、消අ生活に関する৘ใ提供及び広ใ活動に取り組Ήとともに、多様化・ෳ雑化する
消අ生活相談に対応できるઐ໳の消අ生活αポーター在੶の相談૭口周知強化と、事
前防止にඞ要な新たな手口等の৘ใを入手できる環境を構築するඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ⁢

消අ者に対する意識啓発、関係機関との連携による相談事業の充実に努め、消අ生
活の向上を図ります。

基 本 方 針

消費者への啓発

消費者支援体制の充実

消費対策
の充実

�ফඅऀҙࣝのߴ༲

�ফඅऀߦ੓ڧԽۀࣄ

�ফඅऀ૬ஊࢧԉۀࣄ

�ଟ重࠴຿ऀࢧԉۀࣄ

主要事業
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空き家対策の推進

近年、地域における人口減少や高齢化の進展により、既存の住宅やݐ築物の老ٺ化、
そして社会的ニーズの変化などをഎ景に空き家が年々増加しています。
空き家が適切に管理されないまま์置されると、防災、防犯、安全、環境、景観などの
様々な面で問題を生じさせることもあり、ひいては地域住民の生活環境にѱӨ響を及ぼ
すこともあるため、全ࠃ各地で大きな問題になっています。
このような中、平成2�年5月に「空家等対策の推進に関する特別ા置法」が全面施行
されました。この法཯では、市町村の責຿として、空き家に関する対策を適切に講ͣる
よう努めることがҐ置付けられ、空き家という個人の財産の管理に対する市町村のݖ限
が強化される一方、地域活性化等の観఺から、空き家の有効活用を図ることとされてい
ます。さらに、ྩ 和5年12月には法改ਖ਼が行われ、空き家の適切な管理や活用拡大など
総合的な空き家対策が進められています。
これらをഎ景に、誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりを推進するために、空き家の
発生予防・適切な管理・利活用の促進に努めるඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

̍- 5 - ⁣

人口減少や少子高齢化の進展に伴い、今後更に空き家が増加することが推ଌされま
す。空き家の増加を抑制するためには、ݱに存在する空き家の対策とಉ時に、新たな空
き家の発生を未然に防ぐため、町民に対する৘ใ発信等により意識啓発を図るなどの
対策に取り組みます。
また、所有者等による空き家の適ਖ਼管理に関する意識を醸成するとともに、所有者等
による自主的な管理を促すための支援策を検討します。
さらには、関係団体等と連携・協力しながら、空き家の利活用について積極的に検討
できるよう、৘ใ提供やઐ໳的な相談に応じる体制の充実に取り組みます。

基 本 方 針

空き家の発生予防の推進

空き家の適切な管理の啓発

空き家の利活用の促進

管理不全空家・特定空家等に関する措置

空き家対策
の推進

ۭ͖Ո਺のਪҠ （୯Ґɿ戸）　資ྉɿ住宅・౔地統計調査

શࠃ ੨৿ݝ
ॅ୐૯਺ ۭ͖Ո ۭ͖Ո率 ॅ୐૯਺ ۭ͖Ո ۭ͖Ո率
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空き家対策の前提条件となる空き家の਺やݐ物のঢ়態、所有者等による管理ঢ়گ等、
個々の空き家の実態把握に努めるとともに、町民や町内会等から、管理不全な空き家に
関する相談やۤ৘が寄せられた場合には、そのঢ়گの把握に努め、所有者等による空き
家の適切な管理の促進に努めます。
また、相続をܖ機とする空き家の発生予防のための意識の醸成や、相続ొهのٛ຿
化に対する町民の理ղを高めるための啓発を進めます。
さらには、既存の住宅の଱ٱ性や安全性の向上、高齢化やライフαイクルの変化に応

じた改修等、長く安心して住み続けることが可能な住まいづくりを促進します。

ʢ�ʣۭ ͖Ոのൃੜ༧๷のਪਐ

空き家等の管理責任は、根本的には所有者等に帰ଐするため、所有者等による空き
家の適ਖ਼管理に関する意識を醸成するとともに、所有者等による自主的な管理を促す
ための支援策を検討します。
また、地域との連携による取組や、ி内関係部ॺ、関係団体等との連携によるٕज़的
支援の在り方を検討します。
さらには、空き家の修સ・ղ体の意思があっても経ࡁ的な事৘により実施できない助
成制度やۚ融機関との連携を検討するほか、特定空家等に対するા置の実施体制につ
いても構築を図ります。

ʢ�ʣ�ۭ͖Ոのద੾ͳ؅ཧのൃܒ

関係団体等と連携・協力しながら、空き家の利活用が安心して積極的に検討できるよ
う、৘ใ提供やઐ໳的な相談に応じる体制の充実はもとより、町への移住・定住促進へ
向けた施策へと活用するため、空き家バンク制度の充実を図ります。
また、空き家の利活用に関する支援制度については、先進的な対策事ྫ等の৘ใऩ
集を行い、新制度の創設、既存の支援制度等の見直しや助成等の実施を検討します。

ʢ�ʣ�ۭ͖Ոのར׆༻のଅਐ

のల։ࡦࢪ
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管理不全化した空き家については、まͣ、所有者等による自主的な管理を促します。
特に老ٺ化し管理者が不在となっている空き家は、早急に管理のඞ要性について意識
付けを行い、維持管理が困難でղ体Ҏ外にղܾ方法がない場合には、所有者等自身に
よる自主的なղ体を促します。
また、管理不全化した空き家の中でも、特定空き家等は、適切な管理が行われͣ、地
域住民の生活に深ࠁなѱӨ響を及ぼすことから、所有者等による自主的なղܾが実施
されない場合には、地域住民の生໋、身体、財産の保護を図り、また、健康で健全な生
活環境の保全を図るため、ඞ要なા置を講じます。

ʢ�ʣ؅ཧෆશۭՈɾಛఆۭՈ౳ʹؔ͢Δાஔ

�ۭ͖ՈόϯΫ੍౓のਪਐ

�ۭ͖ՈόϯΫ੍౓ࢧԉۀࣄॿ੒ۚ

�ۭ͖Ոのదਖ਼؅ཧのҙࣝのৢ੒

�ۭ͖Ոʹؔ͢Δ૬ஊମ੍の੔උ

主要事業
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第3部 第2章

地域資源をいかした
活力あふれる産業づくり

第1節 新しい魅力づくりによる農林水産業の振興
❶農業の振興
❷林業の振興
❸水産業の振興

第2節 時代に対応した商工業の振興
❶商業の振興
❷工業の振興

第3節 町の魅力を高める地域ブランドの創出
❶階上ブランドの振興

第4節 地域資源を活用した観光の振興
❶観光資源の活用と振興

第5節 働きやすい環境の整備
❶就労支援と労働環境の整備

左
章
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農業の振興2 - 1 - ❶

本町の農業は、農家戸਺の減少、農業者の高齢化、後継者不足といった構造的な問
題がݦஶとなっており、それに伴い農地の遊休地化も進行しているݱঢ়にあります。ま
た、基幹産業でもある本町の農業は、໺ࡊを中心にถ、そ͹、大౾、ச産等を営んでいま
すが、近年は、消අ者の食に対する安全ࢤ向はますます高まっており、農産物の඼࣭向
上がٻめられています。
さらに、イϊシシやニホンジカ等による鳥्被害が増加しており、生産性の低下による
ۚમ的被害のみならͣ、営農意ཉの減ୀ、ߞ作์棄・཭農の増加等のӨ響がݒ念され
ます。
これらのݫしい৘੎に対応するため、担い手の育成や農地の集໿・集積、先୺的なٕ
ज़の活用、農道などの生産基盤の管理等のほか、「階上ブランド」の推進をはじめとし
た、付加価値の高い農業を育成していくඞ要があります。また、環境と健康に優しい農
業を推進するとともに、地元農産物の消අを促す環境づくりがٻめられています。

ͱ՝୊گݱ

೶ۀੜ࢈のਪҠ （୯ҐɿIB、಄、Ӌ）　資ྉɿ東๺農ྛ水産統計年ใ、家ச಄Ӌ਺調査
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地域資源をいかした
活力あふれる産業づくり

第1節 新しい魅力づくりによる農林水産業の振興
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第2節 時代に対応した商工業の振興
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第3節 町の魅力を高める地域ブランドの創出
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第4節 地域資源を活用した観光の振興
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農業を魅力ある産業としてճ復させるためには、食ྉ・農業・農村基本法に基づき、
長期的な展๬に立った施策を展開していくことが極めて重要となっています。
このため、高い生産力と安定した経営を実ݱするため、中֩農家、農業後継者など担
い手の育成、生産基盤の管理、農地の集໿・集積を推進するとともに、高付加価値化と
販売のઓུ化、農業体験などの取組を進めます。
また、農業用用排水路や農道の管理、鳥्被害対策を行い生産性の向上と生活環境
の改善を図るとともに、施設の老ٺ化対策を講じ、農業経営基盤の強化に取り組みま
す。

基 本 方 針

農業経営基盤の強化

農業生産基盤の整備

高生産・高収益事業の促進

特色ある農業の振興

観光農業の推進と食育の推進

農業用施設の管理

農業の振興

96 ｜第3部｜基本計画
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農業者の高齢化、݉ 業農家の増加、担い手不足などに対応するため、経営ن໛の拡
大を๬Ή農家及び新ن就農者への集積を促進し、農地の流動化・有効活用を図ります。
また、৵入防止ࡤの整備や鳥्のั֫等の鳥्被害対策を促進し、鳥्被害の減少
に努めます。

ʢ�ʣ೶ܦۀӦ基൫のڧԽ

ᶃ�遊休農地のղ消及び未然防止のため、地域計画に基づきながら優良農地の確保に努
めるとともに、農地中間管理事業等を活用したିし手、आり手のマッνングに努めます。
ᶄ�安全な通作、大型農業機ցのスムーズな通行を確保し、農産物の඼࣭向上や流通合
理化等を図るため、農道の管理を行います。

ʢ�ʣ೶ۀੜ࢈基൫の੔උ

本町の自然条件に対応し、ながいも、長ネΪなどの໺ࡊを中心に、ச産等の振興を図
り、消අ者ニーズにあった多様な農業生産を促進するとともに、地場産業振興のため、
道の駅の生産物直売所やീ戸農業協ಉ組合を通じ、農産物の販路拡大と農家所ಘ増に
努めます。

ʢߴ�ʣ ੜ࢈ɾߴऩӹ೶ۀのଅਐ

ᶃ�本町の特৭ある農業を振興するため、໺ࡊ、ச産等について、ݝ内の市場や消අ者の
ニーズ等をצҊしながら育成に努めます。
ᶄ�市街地に立地あるいは隣઀する農地については、町民農園等、町民が気軽に農業を
楽しめる場の確保・整備に努めます。

ʢ�ʣಛ৭͋Δ೶ۀのৼڵ

ᶃ農業体験を進めるとともに、地産地消の促進を図ります。
ᶄ食農教育、食育の推進と食文化の伝承・創造に努めます。

ʢ5ʣޫ؍೶ۀのਪਐͱ৯ҭのਪਐ

日ৗ生活の利ศ性や営農の合理化、緊急ं྆のスムーズな૸行を図るため、集落道
や老ٺ化した用排水路、農道等の整備を推進します。

ʢ�ʣ೶ࢪ༺ۀઃの؅ཧ

のల։ࡦࢪ

新しい魅力づくりによる農林水産業の振興第1節
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 農地集積・集約化事業

 新規就農者育成総合対策事業

 階上町肉用牛導入基金事業

 階上ブランド推進事業

 観光農業・食育推進事業

 農地整備（通作条件）事業

 農業用ため池防災対策事業

主要事業

98 ｜第3部｜基本計画
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�階上ַอશ؅ཧ

�ެӹอશྛ੔උۀࣄʢิॿۀࣄʣ

�৿ྛڥ؀ৡ༩੫をۀࣄͨ͠༺׆

主要事業

林業の振興2 - 1 - ❷

森ྛは木材やྛ産物の生産の場であるとಉ時に、水源のかんཆ、災害の防止、山ࡊな
どの山の幸を恵み、保健休ཆの場としても町民の生活に潤いや安らぎを༩え、心の豊か
さを育んできました。
しかし、長期にわたる木材産業の低໎により、ྛ業生産活動がஶしく減ୀするなど、
ྛ業を取りרく環境はґ然としてݫしいݱঢ়です。
本町では、民有ྛの管理・育ྛ事業を進めるに当たって、森ྛ組合が中心となり、森
ྛの経営及び保全に努めています。

ͱ՝୊گݱ

ྩ和元年度から新設された「森ྛ環境ৡ༩੫」を有効活用し、民有ྛの造ྛや除間伐
などの森ྛ整備への支援を行うとともに、災害に強い森づくりを推進します。また、造ྛ、
育ྛ、後継者の育成、経営の強化促進等、森ྛ資源の保全と有効利用を図ります。

基 本 方 針

森林資源の有効利用

森林施業の推進
林業の振興

森ྛのもつ自然的・公ӹ的機能を高めるため、造ྛ・除伐・保育など長期的な計画の
下に整備を進めます。また、ࡾ཮復興ࠃ立公園である階上ַでの森ྛཋ、ొ 山、ϋイキ
ングなど豊かな森ྛ空間の多目的な活用とྛ業の振興を図るため、森ྛの保全に努め
ます。

ʢ�ʣ৿ྛݯࢿの༗ޮར༻

森ྛ環境ৡ༩੫を有効活用し、造ྛや下刈・除伐などの保育を計画的に実施し、良
࣭材や優良なݪ木の生産のための基盤づくりを推進します。

ʢ�ʣ৿ྛۀࢪのਪਐ

のల։ࡦࢪ

新しい魅力づくりによる農林水産業の振興第1節
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水産業の振興2 - 1 - ❸

本町の水産業は、ଠ平༸に面しているという地理的特௃から、古くより沿岸漁業が行
われ、また、豊෋な水産資源を基盤として水産加޻業や小売業が営まれてきました。
しかしながら、ݱ在、沿岸漁業を取りרく環境はݫしさを増す一方で、水産資源の減
少、೩༉や漁業用資材の価֨の上ঢ傾向、老ٺ化した漁ધや機ثの更新にかかる投資
など、これらは相まって漁業者の生活に大きくӨ響を及ぼしています。さらに、漁業者の
高齢化や後継者不足がґ然として続いており、生産基盤の大本である人手の不足がݒ
念されています。
また、水産資源の減少やそれに伴う価֨の高ಅは、水産加޻業や小売業にも大きな
ଧܸを༩えています。
こうしたݫしいঢ়گに対応するためには、漁業生産基盤や漁業経営基盤の改善がٻ
められます。さらに、地域水産物の販売においては、ै 前の方法にཔり切りになるので
はなく、新たな手法の導入と޻෉により、ऩӹ性の高い販売方法を創出していくඞ要が
あります。

ͱ՝୊گݱ

漁業者が安心安全に漁業にै事できる環境を整えるとともに、水産資源の適切な管
理と持続的な生産を促進します。また、地域水産物の付加価値化と販売力強化による地
域水産業の活性化や漁業の魅力発信による後継的人材の発۷にも努めます。

基 本 方 針

漁業環境保全と資源管理

地域水産物の販路開拓と消費拡大

漁業の魅力発信

水産業の振興

ᶃ�水産資源のׇރを未然に防ぎ、漁業者が安定した生産を維持・継続できるように、漁
場の美化保全活動や水産資源の計画的な増৩を促進していきます。

ᶄ�漁業ै事者が安心して仕事ができるように漁業環境の整備を図るとともに、施設の老
。化対策を行い、安全な施設管理に努めますٺ

ʢ�ʣڥ؀ۀړอશͱ؅ݯࢿཧࡦࢪのల։
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漁業という一つの産業の魅力を基にして発信していくため、体験型漁業を導入します。
また、本町の漁業をけんҾする指導的な役割を持った漁業者を育成するための場や
漁業就業に興味を持ってもらうための場として活用します。

ʢ�ʣۀړのັྗൃ৴

漁業者の所ಘ向上と地域水産物の全ࠃ販売のڌ఺とするため、漁業者と水産関連事
業者に対して「はしかみϋマの駅あるで͌ʙ͹」の活用を促していきます。また、様々な
෉により地域水産物の付加価値化と販売力の強化を図りながら販路開୓と消අ拡大޻
に取り組みます。

ʢ�ʣ஍Ҭਫ࢈෺のൢ࿏։୓ͱফඅ֦େ

ಈ׆ඒԽอશڥ৔؀ړ�

上޲ೳのػ৔ړ�

のਪਐۀړܕ؅ཧݯࢿ�

੔උߓړ؅ཧখस౉ݝ�

�町؅ཧߓړ੔උۀࣄ

�ऩӹੑのൢ͍ߴച方๏の૑ग़

�ମۀړܕݧのਪਐ

主要事業

新しい魅力づくりによる農林水産業の振興第1節
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商業の振興2 - 2 - ❶

本町の঎業は、少子高齢化や人口減少による消අॖ小や後継者不足、働き手不足な
どݫしい経営環境に直面しています。また、঎業ݍの拡大等に伴い、各事業者の努力に
もかかわらͣސ客がീ戸市内の߫外大型ళにٵऩされ、経営に༩えるӨ響は深ࠁです。
消අ者である町民からは、঎඼の充実など個人のライフスタイルやニーズの多様化に
対応したきめࡉかいαーϏスの提供がٻめられており、今後は各個ళが消අ者をҾき
寄せるような魅力ある経営を目指し、঎業機能を充実させ、地域づくりと一体となった
個性的な事業の育成を図るඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

経営者の意識啓発や後継者の育成、経営の近代化促進等により঎ళ経営の体࣭強化
を図るとともに、঎޻業の活性化を支える঎޻会活動の充実促進に努めます。また、各
事業の環境整備や地域性を積極的に生かした特৭ある事業展開に努めます。

基 本 方 針

経営の体質強化

町内商工業者の発展と強化
商業の振興

ീ޿ށҬࢢ町ଜݍの঎ۀのঢ়گ （୯Ґɿళ、人、ඦສԁ）　資ྉɿ青森ݝ統計年ؑ
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ᶃ�各事業の近代化や環境の整備、活動の活性化など地域঎業の活性化に向けた積極的
な取組を促進するため、事業経営者一人一人の意識啓発に努め、経営意ཉの向上を
促します。

ᶄݝ、ࠃ�等の融資制度等、各種資ۚ制度の活用を促進するとともに、঎޻会と連携し、
経営改善及び近代化の促進を図ります。

ʢ�ʣܦӦのମ࣭ڧԽ

ᶃ�地域に密着した঎޻業の振興を図るため、঎޻会による調査、ݚ、ڀݚ修等の活動の
支援に努めます。

ᶄ�経営発ୡ支援計画に係る小ن໛事業者の事業の持続的発展に向けた支援に努めます。

ʢ�ʣ町内঎ऀۀ޻のൃలͱڧԽ

のల։ࡦࢪ

�঎޻会のҭ੒ԉॿ

�঎޻会ɾऀܧޙ΁のҭ੒ࢧԉのਪਐ

主要事業
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業振興の新たな進展を図るため、未利用となっている既存の財産を有効活用し、新޻
業の立地促進に努めます。また、関係機関と連携して経営者の意識啓発や後継者ان
の育成、中小ا業のデジタル化・D9推進、ٕ ज़力の向上に努めるため、融資制度等の
充実やا業間交流を推進する支援などに努めます。
さらには、ീ戸・࣊ٱ自動ं道種ࠩ海岸階上ַ̞̘ 及び階上̞̘ 付近の౔地の有効活
用を、環境保全とカーボンニュートラルの視఺を౿まえて検討します。

基 本 方 針

企業の育成

企業間交流の推進
工業の振興

本町には、ݱ在�社が༠கا業として進出していますが、ґ然として困難なঢ়گにあり
ます。さらに、既存ا業はྵاࡉ業が多く、生産基盤そのものが੬弱であり、ا業の体
࣭等の改善を図っていくඞ要があります。
今後は、町内の中小ا業に対し、ا業間交流による৘ใ交׵を促し、また、デジタル
化・̙̭の推進、経営改善等の支援を充実させ、より付加価値の高い޻業への転׵を促
進するඞ要があります。
また、ീ戸・࣊ٱ自動ं道ീ戸ೆ道路が平成25年3月に開通したことなどにより、種
ࠩ海岸階上ַ̞̘ 及び階上̞̘ 付近の౔地利用の方向性について、̨ ̙̜͂の視఺を取
り入れながら検討するඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

工業の振興2 - 2 - ❷

ീ޿ށҬࢢ町ଜݍのۀ޻のঢ়گ （୯Ґɿళ、人、ඦສԁ）　資ྉɿ޻業統計調査・経ࡁηンαス
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業間のネットワークの強化を図り、交流を活発化させ、イϊベーションを促進するا
৘ใ交׵の促進を図ります。

ʢ�ʣྲྀަؒۀاのਪਐ

ᶃࠃ�やݝの施策との連携を図りながら、補助制度や融資制度等の資ۚ支援の活用を促
進し、経営改善及びデジタル化・̙ ̭の促進を図ります。

ᶄ�঎޻会等との連携を強化し、事業所へのݚ修機会や相談機会を拡充し、৘ใ提供の
充実を図ります。

ᶅ�環境の保全等に十分配慮し、̨ ̙̜͂の理念に基づいた޻業用地の確保や既存の空
き物件৘ใの把握に努め、持続可能なا業༠கの推進に努めます。

ʢ�ʣۀاのҭ੒ࡦࢪのల։

�࣋ଓՄೳͳۀا༠கのਪਐ

�৘ใのڞ༗ͱωοτϫʔΫづくり

ͼσδλϧԽɾ̙ٴӦվળܦ� ̭のଅਐ

�঎޻会౳ͱの࿈ܞ

主要事業

時代に対応した商工業の振興第2節
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階上ブランドの推進2 - 3 - ❶

ͱ՝୊گݱ これからの産業振興には、町内外の人々から支持され、本町の魅力や価値、イϝージ
アップを図ることが重要となっています。本町では、ݝ঑ྭ඼種に指定されている階上
早生を使用して作られる「階上早生階上そ͹」を平成1�年度に঎標ొ࿥しました。Ҏ来、
階上そ͹振興ҕ員会及び階上早生そ͹のڌ఺施設である、わっせ交流ηンターを中心
に生産・඼࣭向上に取り組み、平成3�年度には஀生から1��年をܴえました。また、平
成3�年度にീ戸水産高等学校と׭学連携に関する協定క݁により、階上町産アブラϝ
のブランド化に取り組んでいるところです。
今後は、町も人も生き生きとなるよう、地域資源（自然、食、歴史、文化、人、෩౔、景観、
産඼、ૉ材）を最大限に生かした঎඼開発やαーϏスの提供等、他地域とのࠩ別的優Ґ
性を図り、高付加価値化に取り組み、その価値が広く認知されٻめられるよう努めるඞ
要があります。

本町の໊をףした「階上早生階上そ͹」を高඼࣭で安定的に生産するため、町内のଯ
ංを利用した॥環型農業の౔৕づくりを推進し、生産者が統一した食඼管理ができるよ
うな体制づくりを支援します。

【階上早生そば振興事業】
ʢ�ʣੜ࢈ମ੍のڧԽɾࢧԉ

のల։ࡦࢪ

町内外の人々から「おいしい」、「඼࣭が良い」、「安心」、「安全」、「食΂たい」、「買いた
い」、「行ってみたい」とධ価され支持されるよう、「いちごࣽ」や঎標ొ࿥した「階上早生
階上そ͹」、「階上アブラϝ」をはじめとして、本町の地域資源を生かした階上ブランドの
推進に努めます。

基 本 方 針

階上ϒϥϯυのਪਐ

生産体制の強化・支援

流通販売体制の確立・支援

地域資源の再発見と地域イメージづくりの支援

階上早生そば
振興事業

消費拡大・流通促進・観光資源開発

資源管理

階上アブラメ
ブランド化
推進事業

町の魅力を高める地域ブランドの創出第3節
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階上町産のアブラϝを食΂てもらい、また、知ってもらうため、食΂方の普及や新঎
඼・αーϏスの開発を促進していくとともに、さま͟まなイベントや広ࠂഔ体を活用した
̧̥ を推進します。
そして、これらの取組の効果がより発ݱされるように、ീ戸水産高等学校と関係機関

との密な連携と協力体制づくりに努めます。

【階上アブラメブランド化推進事業】
ʢ�ʣফඅ֦େɾྲྀ௨ଅਐɾݯࢿޫ؍։ൃ

町特産物の都心でのࢼ験販売やઐ໳家のアドバイスを取り入れるなど、消අ者の動
向を調査・ڀݚし、販路拡大につながるような体制の確立と৘ใ発信を推進します。ま
た、町内の消අ拡大を図るため、その活動ڌ఺づくりを支援します。

ʢ�ʣྲྀ ௨ൢചମ੍のཱ֬ɾࢧԉ

アブラϝのஓ์ڕ流や全長制限等の資源管理を継続し、さらに、効率的で安定的な生
産を目的とした取組を支援していきます。

ʢ�ʣ֬ݯࢿอ

農ྛ水産業をはじめ、地域ブランドとして可能性のある本町のあらΏる産業の地域資
源を見つめ直し、階上らしいαーϏスを提供できるよう、঎඼開発やαーϏスの作り手
の育成・組織化への支援に努めます。

ʢ�ʣ஍Ҭݯࢿのݟൃ࠶ͱ஍ҬΠϝʔδづくりのࢧԉ

�階上ૣੜそ͹ৼۀࣄڵ
�階上ૣੜそ͹ؔ࿈ࢪઃ΁のࢧԉ
�঎඼։ൃ΁のࢧԉ
ۀࣄΑΔΞϒϥϝϒϥϯυԽਪਐʹܞ࿈ֶ׭�
�छබ์ྲྀʹΑΔ֬ݯࢿอ

主要事業
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観光資源の活用と振興

本町は、ࡾ戸܊下で།一海と山のある町です。平成25年5月2�日にࡾ཮復興ࠃ立公
園に階上ַ・階上海岸が指定され、ಉ年11月には「みちのくை෩トレイル」が一部開通
しました。元߸が変わりྩ和元年�月�日にはീ戸市෥ౡから福ౡݝ相അ市までのルー
トが形成され全線開通となりました。
階上ַは、࢛ 内ݝを通じてొれる山として親しまれ、キャンプ等が楽しめることからق
外から多くの方がొ山などを楽しみに๚れます。階上海岸は、࠭ 浜やؠ঴地帯など変化
に෋んでいるためقઅຖ様々なڕが௼れ、沿岸ではү௼りを楽しΉ人が多く見られま
す。平成3�年5月には地元産のڕ介ྨを取りѻう「はしかみϋマの駅あるで͌ʙ͹」が
オープンし、連日買い物客や行楽客で೐わいをみせています。
また、੺保内地区には寺下観Ի、ை山神社があり、Ԟभߙ部ࡾ十ࡾ観Ի८ྱの一番ࡳ
所にもなっており、ຖ年5月のୈ3日༵日のྫ祭にはݝ内外から大੎の参ഈ客が๚れます。
このような地域の資源をૉ材とした観光コンテンツを活用し、着地型観光事業を展開

しており、特に「ڊ木めぐり」や「トレイルイベント」は多くの方の参加があり、༠客につな
がっています。
これまで「道の駅はしかみ」を広域的な観光物産のڌ఺としてきましたが、新たな観光
施設の充実を図るとともにそれぞれの特௃を生かしつつ、当地の「自然」「食」「文化」「歴
史」「人」を重視した̧̥ を展開するため、৘ใ発信力の強化や、外ࠃ人等多様化するお
客様へのおもてなしのݚᮎを連携して実施していくことが重要な՝題となっています。

ͱ՝୊گݱ

2 - � - ❶

観光施策への取組を図るため、階上ַや階上海岸等の保全を図るとともに、地域の
「自然」、「食」、「文化」、「歴史」、「人」を活用した観光ڌ఺の形成を推進します。また、祭
り等の年中行事などを活用したイベントの充実と積極的な̧̥ に努めます。

基 本 方 針

地域資源の活用と交流人口拡大の推進

観光関係団体等との連携と基盤組織の形成

効果的なPR事業の展開

観光資源の
活用と振興

཮ジオパーࡾ」、「立公園ࠃ཮復興ࡾ」ೆのシンボルである階上ַや階上海岸を含Ήݝ
ク」や「みちのくை෩トレイル」は重要な観光資源であることから、今後更に当地の「自
然」、「食」、「文化」、「歴史」、「人」などの観光資源の活用に努めます。また、体験等を含Ή
着地型観光による交流人口の拡大を推進します。

ʢ�ʣ஍Ҭݯࢿの׆༻ͱަྲྀਓ֦ޱେのਪਐࡦࢪのల։

地域資源を活用した観光の振興第4節
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本町はീ戸市の近߫にҐ置し、日帰り観光地、༨Ջ活動の場としての立地条件に優れ
ていることから、広域�市町村に係る団体等と連携し、農業・漁業など本町の産業と連
携した観光資源৘ใの共有と発信を促進します。
また、本町の観光振興のԁ׈な業຿を推進するため、基盤となる組織を形成し、効率
的な事業の推進を図れるよう努めます。

ʢ�ʣஂ܎ؔޫ؍ମ౳ͱの࿈ܞͱ基൫૊৫のܗ੒

年中行事である「はしかみթڇ山まつり」や「はしかみいちごࣽ祭り」等について、町内
঎޻活動と連携したイベントのا画運営及び開催に努め、ݝ内外からの༠客を図りま
す。また、着地型観光イベント等においても本町の魅力を発信し、更なるイϝージアップ
を図ります。

ʢ�ʣޮ Ռతͳ13ۀࣄのల։

�町のັྗൃݟɾൃ৴ۀࣄ

�δΦύʔΫをத৺ͱͨ͠ۀࣄޫ؍

�階上ַɺ階上ւ؛を࣠ͱͨ͠ޫ؍ϧʔτのཱ֬

�͸͔͠Έޫ؍ωοτϫʔΫのൃۀࣄలɺ৘ใൃ৴のڧԽ

ܞछஂମͱの࿈֤܎ؔޫ؍�

主要事業
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社会の少子高齢化が進Ή中、本町において、就業機会の確保が問題となっており、特
に進学や就৬に伴う若者の流出にഥंをかけています。
このため、活力あるまちづくりを進めるため各種産業振興施策を推進し、ޏ用の場の
確保及び創出を目指すほか、若者の地元就৬の促進、̪ ̞̟ ターンの促進、さらに、高齢
者・女性・障がい者などޏ用促進に努め、ޏ用の安定とޏ用機会の拡充を進めていくඞ
要があります。
また、就業者が健康で豊かな勤労生活を送ることができるよう、労働環境の充実等を
促すとともに、勤労者福祉の充実に努めるඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

就労支援と労働環境の整備2 - 5 - ❶

若者のޏ用機会の創出及び拡充、高齢者・女性・障がい者など多様な人材のޏ用促
進に努めるとともに、勤労者福祉の充実に努め、全ての就業者が生きがいを持ち、快適
に働ける環境づくりを推進します。

基 本 方 針

働きやすい環境整備や労働条件の向上等により仕事と家庭の྆立など、誰もが安心
して働くことができるޏ用環境づくりを促進します。

ʢ�ʣ࿑ಇڥ؀の੔උ

ᶃ�関係機関や各団体と連携により৘ใ提供等を行い、女性や障がい者、高齢者などの
就労・ޏ用の場の確保に努めます。

ᶄ�৬業安定所やݝ等関係機関との連携を図りながら、移住支援などを通じて̪̞ タ̟ー
ン就৬を支援するとともに、ീ戸ݍ域内の市町村と連携し条件に合ったޏ用の場の
確保に努めます。

ʢ�ʣब࿑のࢧԉʢ஍ݩब৬΁のࢧԉ΋ؚΉʣࡦࢪのల։

就労の支援

労働環境の整備

就労支援と
労働環境
の整備

働きやすい環境の整備第5節
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 求人等情報の提供

 労働環境改善に関する普及啓発

主要事業

111｜第3部｜基本計画
第２章 地域資源をいかした活力あふれる産業づくり



03
第3部 第3章

ともに生き支え合う
健康・福祉のまちづくり

第1節 豊かな生活を支える健康づくりの推進
❶健康づくりの推進
❷保健・医療体制の充実

第2節 ともに支え合う福祉社会づくりの推進
❶高齢者福祉の充実
❷児童福祉の充実
❸障がい者（児）福祉の充実
❹社会保障制度の充実
❺地域福祉の推進
❻少子化対策の推進

左
章
●
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健康づくりの推進3 - 1 - ❶

親子の健康づくりでは、೛産්に対して伴૸型支援として、೛৷ಧ出時の面談、೛৷
̔か月時の面談や電࿩での健康相談、出産後の๚問により、きめࡉやかに心身のঢ়態を
把握し、ඞ要な支援を実施しています。
このほか、ೕ幼児健診、子育て講࠲、発ୡ支援事業、೛්ࣃՊ健康診査、フッ化物ࣃ
面ృ෍事業を継続して実施しています。
成人の健康づくりでは、平成2�年2月1日に「健康એ言」を行い、健康՝題をղܾする

ための行動目標を「健康ޒつ੕」として掲げ、協働の健康づくりに取り組んできました。
今後は、成人だけではなく、高齢者の健康づくりにも取り組み、生活習慣病の発঱や
重঱化を予防するため、健（検）診受診率向上や、健康教育の実施により、健康づくりに
取り組みやすい環境づくりに努めるඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

全ての町民が、健康で明るく元気に生活できる社会を実ݱするため、「自分たちの健
康は自分たちで守り育てよう」を基本に、生活習慣病の予防につながる健康づくりを推
進します。

基 本 方 針

親子が健やかに暮らせる地域づくりの推進

成人の健康づくりの推進

高齢者の健康づくりの推進

健康づくり
の推進

ᶃ೛৷・出産・子育てに関する相談支援体制の充実
　健やかな೛৷・出産・子育てを目指し、伴૸型支援の充実を図ります。
ᶄ安心して子育てできる地域づくり事業
　子育て講࠲等の充実や子育て支援ηンターとの連携により、交流機会の充実を図り、
子育て不安やݽ立感の軽減を図ります。
ᶅマイナスθロࡀからのࣃの健康づくり事業
　೛৷ಧ出時の個別相談や೛්ࣃՊ健康診査を継続し、ࣃの健康づくりへの関心を高
めます。また、ࣃՊ保健指導の充実、幼児のフッ化物ࣃ面ృ෍事業を継続し、Ήしࣃ有
病率の減少に努めます。

ʢ�ʣ਌݈͕ࢠ΍͔ʹ฻ΒͤΔ஍Ҭづくりのਪਐࡦࢪのల։

03
第3部 第3章

ともに生き支え合う
健康・福祉のまちづくり

第1節 豊かな生活を支える健康づくりの推進
ͮ߁݈⁞ Γ͘ͷਪਐ
 อ݈ɾҩྍମ੍ͷॆ࣮

第2節 ともに支え合う福祉社会づくりの推進
ͷॆ࣮ࢱ෱ऀྸߴ⁞
ͷॆ࣮ࢱಐ෱ࣇ 
⁠ো͕͍ ʢऀࣇʣ෱ࢱͷॆ࣮
⁡ࣾձอো੍౓ͷॆ࣮
⁢஍Ҭ෱ࢱͷਪਐ
⁣গࢠԽରࡦͷਪਐ

ࠨ
ষ
˔

112 ｜第3部｜基本計画
ୈ � ষ ͱ΋ʹੜ͖߁݈͏߹͑ࢧɾ෱ࢱͷ·ͪͮ͘Γ

豊かな生活を支える健康づくりの推進第1節
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ᶃࠃ保特定健診・がん検診推進事業
保特定健診及びがん検診受診の大切さを、健康推進員と協力し広く町民に伝えるࠃ　
とともに、関係機関と連携し受診しやすい体制づくりに努めるほか、要ਫ਼検者を受診に
つなげ生活習慣病等の早期発見、早期治療を支援します。
ᶄ食生活改善推進事業の充実
　新しい৘ใや調理方法を取り入れながら、食生活改善推進員の活動支援を行い、こ
れまでに食生活改善推進員ཆ成講࠲を受講した方の、入会を促します。
　また、会員や地域と連携しながら、町民の生活習慣病予防のための学習機会の充実
を図り、食生活改善のための普及啓発活動に努めます。
ᶅ健康づくり事業の充実
民健康保険加入者に向けた、健診݁果説明会や、健康づくり教ࣨを開催し、生活習ࠃ　
慣病の発঱や重঱化予防に努めます。
　また、町民文化祭における健康相談会を実施し、各種ଌ定機ثを用いながら、広く町
民に対し、健康づくりに関する意識の普及啓発を図ります。

ʢ�ʣ੒ਓの݈߁づくりのਪਐ

ᶃ後期高齢者健診
　高齢者になっても健診受診が大切であることを、健康推進員と協力して周知するとと
もに、関係機関と連携し受診しやすい体制づくりに努めます。
ᶄ高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施
　高齢者への๚問や面談のほか、トレーニングルームを利用したフレイル予防のための
事業を実施し、関係機関と連携しながら高齢者の心身の多様な՝題に対応し、きめࡉか
な支援を実施することで、健康の保持増進に努めます。

ʢߴ�ʣ ྸऀの݈߁づくりのਪਐ
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�೛৷ɾग़࢈ɾࢠҭͯʹؔ͢Δ૬ஊࢧԉମ੍のॆ࣮

�҆৺ͯ͠ ҭͯͰ͖Δ஍Ҭづくりࢠ

�ϚΠφεθϩ͔ࡀΒのࣃの݈߁づくり

�ಛఆ݈਍ɾ͕Μݕ਍

�৯ੜ׆վળۀࣄのॆ࣮

のॆ࣮ۀࣄづくり߁݈�

਍݈ऀྸߴظޙ�

ࢪ༧๷のҰମత࣮ޢͱհۀࣄのอ݈ऀྸߴ�

主要事業

豊かな生活を支える健康づくりの推進第1節
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保健・医療体制の充実3 - 1 - ❷

本町には、民間の内ՊҩӃやࣃՊҩӃがありますが、町外のҩ療機関にも多くの町
民が受診しています。
また、ീ戸ݍ域連携中枢都市ݍ連携協໿に基づく、ドクターϔリ及びドクターカー運
行による高度なٹ急ҩ療αーϏスを受けています。
今後は、社会環境の変化とともに、ҩ療分໺においては、高齢化の進行、ҩ療අの増
大、࣬ 病構造の変化、ҩ療ٕज़の進歩など、ҩ療を取りרく環境の変化に対応した、総
合的な地域ҩ療体制の整備がٻめられ、町民が適切なҩ療αーϏスを受けることがで
きるよう、民間ҩ療機関との連携や広域的連携の強化など、地域ҩ療体制の構築に努
めていくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

各分໺でのઐ໳性を発شし、ライフαイクルに応じた保健活動を実施するため、地域
自主組織の強化、既存施設の有効活用による健康ڌ఺の整備など、保健活動の基盤整
備に努めます。
また、町民が適時適切にҩ療機関を受診できる࣭の高い地域ҩ療を推進するため、
関係機関と連携し、地域ҩ療体制の充実に努めます。

基 本 方 針

ᶃ健康づくり関係組織の育成に努めます。
ᶄ保健ࢣの能力向上に努め、保健活動の充実を図ります。

ʢ�ʣอ݈׆ಈ基൫の੔උ

ᶃ�ҩ療機関や地域活動支援ηンター等の関係機関との連携を強化し、࣭の高いҩ療
αーϏスの提供に努めます。
ᶄٹ急ҩ療体制の整備促進に努めます。

ʢ�ʣ஍Ҭҩྍମ੍のॆ࣮

のల։ࡦࢪ

保健活動基盤の整備

地域医療体制の充実

保健・医療
体制の充実
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�஍۠૊৫׆ಈのॆ࣮

�஍Ҭҩྍ࿈ܞのਪਐ

主要事業

豊かな生活を支える健康づくりの推進第1節
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高齢者福祉の充実3 - 2 - ❶

本町の高齢化率は、ྩ 和�年̐月̍日ݱ在で35��ˋとなり、年々高齢化が進み、৸たき
りや認知঱などの要介護高齢者が増えてきています。
また、֩ 家族化の進行や働く女性の増加などにより、家庭における介護機能が低下し

ていることから、施設介護や在宅介護など社会的介護のඞ要性が高まっています。
本町の高齢者福祉施設としては、老人福祉ηンター、介護老人福祉施設（特別ཆ護老
人ホーム）、認知঱対応型共ಉ生活介護（グループホーム）、有ྉ老人ホーム等のほか、
在宅での介護を支援する各種事業所があり、多くの方のध要に対応できる体制が整備
されてきています。
さらに、近年は高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送るために、介護保険αー
ϏスҎ外の多種多様な生活支援やҩ療機関との連携が不可ܽであり、地域の支え合い
の仕組みづくりがٻめられています。
一方で、高齢者は支えられるだけの存在ではなく、自らが支え手として地域づくり活
動に参加し、生きがいを見出すことにより、社会ݙߩ意ཉのୡ成と自らの介護予防につ
なげていくことも期଴されています。
今後は、地域แׅケアシステムの構築を進めるため、地域แׅ支援ηンターの機能の
充実・強化を図り、要援護者の支援を充実させるとともに、住民の参画による地域共生
社会の実ݱを推進していくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

全ての高齢者が健やかで生きがいを持ち、安心した生活を送れるよう、地域แׅケア
システムを推進するとともに、生きがいづくりと社会参加機会の拡充に努めます。また、
介護をඞ要とする高齢者に対しては、介護保険制度に基づくαーϏスを提供するととも
に、ඞ要な施設整備や地域ŋҩ療と連携した高齢者対策を推進します。

基 本 方 針

Խ率のਪҠྸߴ 資ྉɿ介護保険の実態、人口統計

۠ɹ෼ 階上町 ੨৿ݝ શɹࠃ
ྩ࿨ݩ೥౓ ����� ����� �����

ྩ࿨�೥౓ ����� ����� �����

ྩ࿨�೥౓ ����� ����� �����

ྩ࿨�೥౓ ����� ����� �����

ྩ࿨�೥౓ ����� ����� �����

地域包括ケアシステムの深化・推進高齢者福祉
の充実

介護保険サービスの充実と適正化事業の推進

生きがいづくりと介護予防の推進

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節
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ᶃ�高齢者が住み慣れた地域でその有する能力に応じて自立した生活を営Ήことができ
るよう、ҩ療・介護・介護予防・住まい・生活支援がแׅ的に提供される体制を推進
します。
ᶄ�地域แׅ支援ηンターの機能を強化し、町民及び関係機関からの総合相談૭口とし
ての体制を充実させ、地域ケア会ٞを積極的に開催していきます。
ᶅ�地域全体で୯身高齢者や認知঱高齢者及びその家族を支援するネットワークを構築
し、αポーターの育成や各種事業を推進します。

ʢ�ʣ஍ҬแׅέΞγεςϜのਂԽɾਪਐ

ᶃ�被保険者がඞ要に応じて適切なαーϏスを受けられるよう、αーϏスの基盤整備を
行います。

ᶄ�介護αーϏス提供機関との連携や相談体制の整備を推進し、αーϏスの࣭の向上に
努めます。

ᶅ介護څ付අ適ਖ਼化事業を実施し、適切な介護αーϏスの確保を図ります。

ʢ�ʣհޢอݥαʔϏεのॆ࣮ͱదਖ਼Խۀࣄのਪਐ

ᶃ�࣬ 病や要介護ঢ়態にؕる危険要Ҽについての৘ใの把握やධ価を適切に行い、介護
予防の重要性を広く啓発し、連続的で一؏性のある総合的な介護予防事業を推進し
ます。
ᶄ�高齢者が長年ഓったٕ能や経験を生かし、働くことを通じて生きがいをಘるとともに、
社会参加できるよう活動の場を提供します。

ᶅ�地域で気軽に集える交流の場（通いの場）を増やし、家に閉じこもりがちな高齢者の
。独感のղ消を図りますݽ

ʢ�ʣੜ͖͕͍づくりͱհޢ༧๷のਪਐ

のల։ࡦࢪ

�࿝ਓΫϥϒ౳のҭ੒ɾࢧԉۀࣄ

�͍͖͍͖γϧόʔόϯΫۀࣄ

ۀࣄԉࢧ௨͍の৔ऀྸߴ�

�ೝ஌঱૯߹ࢧԉۀࣄ

�ੜࢧ׆ԉମ੍੔උۀࣄ

主要事業
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児童福祉の充実3 - 2 - ❷

子どもを取りרく教育・保育等の環境は少子化や子育て世代のライフスタイルの変
化、近年の物価高ಅ等により更なる支援の充実がٻめられています。幼児教育無ঈ化
をはじめとした様々な支援が行われる中、町が果たす役割は増大しています。
ྩ和5年�月に「こども基本法」が施行され、本町では、ྩ 和�年度に子ども・子育て支
援事業に関するニーズ調査を行いました。その調査によって把握された利用希๬等をߟ
慮した、5年間を1期とする階上町こども計画による計画的な事業の実施に努め、教育・
保育・子育て支援の充実を図ります。
一方、ひとり親家庭や生活困ځ家庭の増加をഎ景とした子どものශ困問題等、子ども

を取りרく環境の変化が、児童の健全育成にӨ響を及ぼしています。本町では、保健ࢣ
をはじめ、民生ҕ員・児童ҕ員や関係機関と連携し、家庭における経ࡁ的・ਫ਼神的安定
のための各種支援制度などの福祉対策を実施しています。また、子どもたちが心身とも
に幸せな生活が送れるよう、実態にଈした相談、援助が受けられる保護者支援を含めた
児童福祉体制の充実に向けた検討がඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

多様化する保育ニーズに対応した体制の充実、子ども・子育て支援新制度の更なる
周知、児童相談の充実など、児童の健全育成のための環境づくりに努めます。
また、ひとり親家庭や生活困ځ家庭のためにඞ要な援助や相談・指導体制の充実に
努めます。

基 本 方 針

ઃࢪࢱಐ෱ࣇ ஫）ྩ 和�年�月1日ݱ在

ɹઃɹ໊ࢪ ެɾࢲ ఆһ
ʢਓʣ

入ॴਓһ
ʢਓʣ

ֶಐอҭ
の࣮ࢪ ։ઃ೥౓ ॴࡏ஍

ಓ෹อҭԂ ࢲ �� �� ˓ ত࿨��೥ ಓ෹޲ࣈ����

֊্อҭԂ
ʢೝఆ͜Ͳ΋Ԃʣ ࢲ �� �� ˓ ত࿨��೥ ੺อ಺ࣈ༄୔������

ੴുอҭԂ
ʢೝఆ͜Ͳ΋Ԃʣ ࢲ ��� �� ˓ ত࿨��೥ ֯ฑંࣈ༄Լ����

͸·ΏΓ͜Ͳ΋Ԃ
ʢೝఆ͜Ͳ΋Ԃʣ ࢲ ��� �� ˓ ত࿨��೥ ಓ෹ࣈఱ౰ฏ�����

Ҭอҭ޿ ᴷ ᴷ �� ᴷ

子育て支援環境の充実

ひとり親家庭等福祉の充実

児童福祉
の充実
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階上町こども計画による、計画的な事業の実施により、安心して子どもを生み育てら
れる保育環境の整備と児童の健全育成のための環境づくりに努めます。

ʢ�ʣࢠҭͯࢧԉڥ؀のॆ࣮

ひとり親家庭等のਫ਼神的・経ࡁ的安定を図り、児童の健全育成を推進するため、民生
ҕ員ŋ児童ҕ員や関係機関との連携を強化し、相談活動や各種支援事業の充実に努め
ます。

ʢ�ʣͻͱり਌Ոఉ౳෱ࢱのॆ࣮

のల։ࡦࢪ

のਪਐۀࣄԉࢧҭͯࢠͲ΋ɾࢠ�

�ͻͱり਌Ոఉ౳΁の૬ஊࢦಋɾԉॿ

主要事業

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節
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ともに支え合う福祉社会づくりを目指し、町民一人一人が障がい者への理ղを深め、
ともに助け合う環境づくりを進めます。また、障がい者の社会参加を支援するため、ޏ
用環境や在宅福祉αーϏス、生活環境の向上など、自立のための基盤整備に努めます。

基 本 方 針

障がい者の法཯に基づくαーϏスの提供により、障がい者の生活支援と社会参加を
促進します。

ᶃ介護څ付により、施設や在宅生活において自立した生活を過ごせるように支援します。
ᶄ�訓練等څ付により、障がい者のリϋϏリテーションや社会参加を促進し、ޏ用就業の
促進に努めます。

ᶅ�ඞ要なҩ療を早期に継続して受けられるように支援します。また、補装۩等の支څに
より、障がい者の自立を促進します。
ᶆ�家族や支援者に対処方法等の৘ใの提供をします。
ᶇ�町民参加によるボランティア活動の推進などにより、地域ぐるみの支援体制の確立を
図ります。

ʢ�ʣੜࢧ׆ԉͱࣾ会ࢀ加のଅਐ

ᶃともに支え合う福祉社会づくりの実ݱを目指して、積極的な広ใ活動に努めます。
ᶄ�階上町障害者計画及び障害福祉計画に基づく在宅福祉αーϏスなど援護施策の充
実を図るとともに、ඞ要に応じた計画の見直しを行います。

ʢ�ʣো͕͍ऀ΁のཧղのීٴͱԉࡦࢪޢのॆ࣮ࡦࢪのల։

障がい者施策は、障がいのある人もない人も相互の個性のࠩҟと多様性をଚ重し、と
もに支え合いながら生活できるというߟえ方が基本となっています。これに伴い、障が
い者福祉の方向性は、これまでの施設福祉から障がい者の住Ή地域や家庭で福祉αー
Ϗスを受ける地域福祉、在宅福祉へと移行しています。
今後は、ともに支え合う福祉社会づくりを目指し、障がい者の社会参加を促進するた

め、教育の充実、ޏ用ŋ就業の促進、生活環境の整備などを進めていくとともに、障がい
の予防ŋ早期発見ŋ早期治療からリϋϏリテーションまで一؏した保健ŋҩ療ŋ福祉αー
Ϗスが提供できる体制整備を進めていくことが՝題となっています。

ͱ՝୊گݱ

障がい者（児）福祉の充実3 - 2 - ❸

障がい者への理解の普及と援護施策の充実

生活支援と社会参加の促進

障がい者（児）
福祉の充実

122 ｜第3部｜基本計画
ୈ̏ষ ͱ΋ʹੜ͖߁݈͏߹͑ࢧɾ෱ࢱͷ·ͪͮ͘Γ



ᶈ�教育関係機関と連携し、障がい者の種別、ఔ度に応じた教育が受けられる体制づくり
に努めます。
ᶉ道路や公共施設のバリアフリー化を推進します。

�͜ ͜Ζの݈߁づくりۀࣄ

ۀࣄ෇څԉࢧཱࣗ�

�஍Ҭੜࢧ׆ԉۀࣄ

�োࣇ֐௨ॴࢧԉۀࣄ

�重౓৺਎োऀ֐ҩྍඅॿ੒ۀࣄ

主要事業

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節

123｜第3部｜基本計画
ୈ̏ষ ͱ΋ʹੜ͖߁݈͏߹͑ࢧɾ෱ࢱͷ·ͪͮ͘Γ



社会保障制度の充実3 - 2 - ⁡

ͱ՝୊گݱ （1）生活保護
	2）���　本町の生活保護世帯の動向をみると、被保護人員は平成15年度Ҏ߱増加傾向

が続いていますが、今後も被保護世帯の生活実態を的確に把握するとともに、福
祉事຿所と連携を密にし、生活保護制度の適切な運用に努めることがඞ要です。
また、被保護世帯Ҏ外の低所ಘ世帯について、関係機関との連携を強化しながら、
生活相談・指導を充実し、自立支援に努めるඞ要があります。

民健康保険ࠃ（2）
	2）���　社会৘੎の変化や市町村におけるࠃ民健康保険事業運営の困難化をഎ景とし

て、平成3�年度にࠃ保制度改ਖ਼が実施されました。これにより、都道෎ݝが財政
運営の責任主体として中心的な役割を担う一方、市町村は資֨管理、保険څ付、
保険੫率のܾ定、ො՝・௃ऩ、保健事業等の地域住民に対するきめࡉかい事業を
Ҿき続き行うこととされました。

	2）���　青森ݝはこの新たなࠃ民健康保険制度において、ݝと市町村が一体となり、保
険者としての事຿を互いに共通認識の下で実施するための統一的な指਑「青森ݝ
民健康保険運営方਑」を策定し、さらに策定後は、検ূにより̏年ごとに改定さࠃ
れています。

	2）���　今後は改定後の本運営方਑に沿って、ݝとともに、ࠃ民健康保険事業の安定的
な運営に向けた環境整備を図るඞ要があります。

（3）後期高齢者ҩ療
	2）���　後期高齢者ҩ療制度は、老人保健制度に代わり平成2�年�月1日から�5ࡀ（及

び�5ࡀҎ上の一定Ҏ上の障害のあると認定された方は�5ࡀ）Ҏ上の全ての方が
加入するҩ療保険制度です。

	2）���　制度の運営は、ݝ内の��市町村全てが加入する「青森ݝ後期高齢者ҩ療広域連
合」が行い、町は各種ਃ੥等の૭口業຿や保険ྉの௃ऩ業຿を行っています。

	2）���　保険ྉ率の見直しや૭口ෛ担割合̎割の導入など被保険者のෛ担が増加傾向
にあるほか、マイナ保険ূ導入など大きな制度改ਖ਼が行われることから、きめࡉか
な相談体制を整えるඞ要があります。

（�）介護保険
	2）���　介護保険制度は、民間事業所の参入等により希๬するαーϏスを比較的受けや

すい環境にあります。また、֩ 家族化などによる家庭介護力の低下や、介護度の上
ঢ（重度化）により、施設入所を希๬する人が増加しているものの施設には限りが
あるため、在宅αーϏスの利用が増加傾向にあります。今後も将来の介護ध要を
見ਾえ、介護保険事業計画を策定し、介護αーϏスの基盤整備に取り組Ήඞ要が
あります。
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民年ۚࠃ（5）
څ๢に関してඞ要なࢮ・民を対৅として、老齢・障害ࠃ民年ۚ制度は、全てのࠃ　���（2	

付を行い、健全なࠃ民生活の維持・向上に寄༩することを目的としています。本町
のࠃ民年ۚ1߸被保険者の加入者਺は、ここ਺年減少傾向が続いていますが、一
方で高齢化に伴い、老齢基ૅ年ۚ受څ者が増加しています。

	2）���　本町では、全ての町民の年ۚ受ݖڅを確保するため、未加入者のղ消に努めて
いますが、人口減少・少子高齢化により年ۚ制度への不安が強くなっています。こ
のため、年ۚ事຿所との連携を図り、積極的な制度周知に努めることが՝題となっ
ています。

گ加入ঢ়ݥอ߁民݈ࠃ （୯Ґɿઍԁ）
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ᶃ�福祉事຿所と連携を図り、生活保護世帯の生活実態を的確に把握し、適切な運用に
努めます。

ᶄ�民生ҕ員・児童ҕ員や関係機関との連携を強化し、低所ಘ世帯に対する相談・指導
体制の整備を図ります。

ʢ�ʣ௿ॴಘऀ෱ࢱのॆ࣮ࡦࢪのల։

（1）�生活保護制度については、適ਖ਼な運用と相談・指導体制の充実により、低所ಘ世帯
の生活の安定と自立の援助に努めます。

（2）青森ݝとともにࠃ民健康保険事業の安定運営に努めます。
（3）�後期高齢者ҩ療制度加入者の健康増進と制度の適ਖ਼運用に努めます。
（�）�介護保険制度については、αーϏスの適切な提供に努めるとともに、制度の健全か

つԁ׈な運営を図ります。
民年ۚ制度については、年ۚ事຿所と連携し、年ۚ制度の周知と未加入者の加入ࠃ�（5）

を促進します。

基 本 方 針

਺ऀڅ民೥ۚ加入ऀ਺ͱडࠃ （୯Ґɿ人）
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低所得者福祉の充実

国民健康保険事業の安定運営

後期高齢者医療制度の安定的な運用

介護保険事業の安定運営

国民年金制度の周知

社会保障制度
の充実

126 ｜第3部｜基本計画
ୈ̏ষ ͱ΋ʹੜ͖߁݈͏߹͑ࢧɾ෱ࢱͷ·ͪͮ͘Γ



ᶃ�特定健診・特定保健指導、健康づくり事業等の各種保健事業を充実させ、ҩ療අの
適ਖ਼化に努めます。

ᶄ�ऩೲ体制の整備等により、ࠃ民健康保険੫のऩೲ率向上を図り、ࠃ保財政の健全化
に努めます。
ᶅ�次期システムへの更改等により、さらなる事຿の標४化を進め、効率化を図ります。

ʢ�ʣࠃ民݈߁อۀࣄݥの҆ఆӡӦ

ᶃ�青森ݝ後期高齢者ҩ療広域連合と連携し、今後の制度改ਖ਼の内༰や意ٛについて、
広ใやホームページなど機会をଊえた、積極的な啓発活動の展開に努めます。

ᶄ口࠲振ସの促進、電࿩や文ॻ等によるಜ促により、確実な保険ྉೲ付につなげます。

ʢ�ʣऀྸߴظޙҩྍ੍౓の҆ఆతͳӡ༻

ᶃ�介護保険制度について町民に周知し、口࠲振ସの促進やऩೲ体制の整備など財源と
なる介護保険ྉの確実なऩೲに努め、事業の健全な運営を図ります。
ᶄ�介護保険制度を将来にわたって安定的で持続可能なものとしていくため、介護څ付අ
適ਖ਼化事業を実施します。

ʢ�ʣհޢอۀࣄݥの҆ఆӡӦ

ᶃ�年ۚ事຿所などの関係機関と連携し、積極的な啓発活動による制度周知と未加入者
のղ消に努めます。
ᶄ保険ྉऩೲのため、関係機関と連携し、口࠲振ସ制度の周知を図ります。

ʢ5ʣࠃ民೥੍ۚ౓のप஌

௿ॴಘऀ෱ࢱのॆ࣮

の҆ఆӡӦۀࣄݥอ߁民݈ࠃ

ಛఆอ݈ࢦಋ౳のॆ࣮

౶೘පの重঱Խ༧๷のਪਐ

༺ҩྍ੍౓の҆ఆతͳӡऀྸߴظޙ

հޢอۀࣄݥの҆ఆӡӦ

民೥੍ۚ౓のप஌ࠃ

主要事業

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節
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地域福祉の推進3 - 2 - ⁢

ͱ՝୊گݱ 少子高齢化や֩家族化の進行、家族形態・生活形態の多様化、プライバシー意識の
高まりなどから、地域でのつながりや交流がك薄化し、家族や地域で支え合うこと、協力
し合うことが少なくなってきている一方、福祉に対する要๬は、年々ෳ雑化・多様化して
います。
福祉のまちづくりを総合的に推進するため、町民のニーズを十分に把握し、町民一人
一人が自立しながら、お互いに地域で助け合い、各種団体等の協働によりඞ要なαーϏ
スを受けることができる地域社会づくりを進めていくඞ要があります。

町民が住み慣れた地域で安心して生活できる地域福祉社会を実ݱするため、福祉へ
の理ղを深めるとともに、地域福祉を推進する体制の充実を図ります。

基 本 方 針

ᶃ�広ใや出前講࠲等により町民への地域福祉の啓発に努め、地域全体で福祉に取り組
Ή町を目指します。
ᶄ社会福祉協ٞ会などの活動を通じて、福祉意識の高揚と共生社会の実ݱを目指します。
ᶅ階上町地域福祉計画に基づき、福祉のまちづくりを総合的に推進していきます。

ʢ�ʣ෱ࢱのまちづくりのਪਐࡦࢪのల։

ᶃ�家庭や地域でともに支え合い、誰もが安心して暮らせる地域社会を実ݱするため、町
民と行政との協働や、ҩ療機関と各種福祉施設、民生ҕ員・児童ҕ員との連携による
地域福祉のネットワーク化に努めます。

ᶄ�相互ැ助のਫ਼神に基づき、一人暮らしの高齢者などを地域で見守り支えていく、地域
ぐるみの福祉活動を促進します。
ᶅ�ԁ׈な地域福祉活動のため、民生ҕ員・児童ҕ員を中心にその機能を十分に発شで
きるようݚ修会等により資࣭の向上を図りながら、その活動を促進します。

ʢ�ʣ஍Ҭ෱ࢱのਪਐମ੍のॆ࣮

福祉のまちづくりの推進

地域福祉の推進体制の充実

地域福祉の
推進
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�階上町஍Ҭ෱ܭࢱըのਪਐ

�஍Ҭ෱ࢱωοτϫʔΫづくり

ۀࣄ࠵࿝会։ܟ�

主要事業

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節
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本町の出生਺は減少傾向にあり、近年の平ۉ出生਺は໿5�人となっています。また、
合計特घ出生率においては、全ࠃ平ۉ及びݝ平ۉを下ճっており、少子化対策が٤緊
の՝題となっています。

˞�合計特घ出生率ɿ女性が出産可能な年齢を15ࡀからࡀ��までとن定し、それぞれの
出生率を出し、足し合わせることで、人口構成のภりを排除し、一人の女性が一生に
産Ή子どもの਺の平ۉを表したもの。

ͱ՝୊گݱ

少子化対策の推進3 - 2 - ⁣

町民が住み慣れた地域で安心して生活できる地域福祉社会を実ݱするため、福祉へ
の理ղを深めるとともに、地域福祉を推進する体制の充実を図ります。

基 本 方 針

ᶃ�安心して出産できる環境整備を推進するとともに、家庭๚問や૭口相談を充実させ、
子どもがೕ幼児期にある子育て家庭を支援します。

ᶄ�関係機関と連携し、೛৷、出産、育児、保育、教育に関する切れ目のないαーϏスを適
切に受けられるようにします。

ᶅ�民生ҕ員・児童ҕ員、主任児童ҕ員との連携により、見守りや声掛けなどを行い、地
域での子育て支援の充実を図ります。

ᶆೕ幼児・子どもҩ療අڅ付事業の継続により、保護者のෛ担軽減を図ります。

ʢ�ʣࢠҭͯ͠΍͍͢ڥ؀の੔උࡦࢪのల։

ग़ੜ਺ （୯Ґɿ人）　資ྉɿ出生ಧ出

3�೥౓ 3�೥౓ 3�೥౓ 3�೥౓ 35೥౓
ग़ੜ਺ �� �� �� �� ��

ಛघग़ੜ率ܭ߹ 	୯Ґɿ人）　資ྉɿ青森ݝ保健統計年ใ

)�0೥ 3�೥ 3�೥ 3�೥ 3�೥
ࠃ ���� ���� ���� ��� ����

ݝ ���� ���� ���� ���� ����

֊্ொ ����ʢ˞H��ʙ3�ʣ

子育てしやすい環境の整備

子ども・子育て支援事業の推進

少子化対策の
推進
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ᶃ�保健ࢣによるೕ児期の全家庭๚問を行い生活実態を把握し、ඞ要な支援αーϏスの
঺介とαーϏス利用を促進します。

ᶄ�子育て支援ηンターや一時༬かり施設など子育て支援ڌ఺の利用を促進し、他の親
子との৮れ合いの促進や、子育て不安、親のストレスղ消により、良޷な親子の関係
維持に努めます。

ᶅ�児童ٮ଴を予防するため、要保護児童対策地域協ٞ会の促進などの相談体制の充
実・強化を図ります。

ᶆ�子育て世代のニーズを把握し、子どもの成長に応じた総合的で効果的な対策を推進
します。

ʢ�ʣࢠͲ΋ɾࢠҭͯࢧԉۀࣄのਪਐ

�฼ࢠอ݈෱ࢱのॆ࣮

ۀࣄ෇څͲ΋ҩྍඅࢠ�

主要事業

ともに支え合う福祉社会づくりの推進第2節
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03
第3部 第4章

未来を担う人づくり

第1節 豊かな心と個性を育む教育の充実
❶義務教育の充実
❷高等教育の充実
❸青少年の健全育成

第2節 生きがいのある生涯学習の推進
❶生涯学習環境の整備
❷生涯学習事業の充実

第3節 地域に根ざした文化・スポーツの振興
❶芸術・文化の振興
❷文化遺産の保全
❸スポーツ・レクリエーション活動の振興

左
章
●
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本町は、ຖ年度学校教育の指導の方਑と重఺を定め、教育は人づくりという視఺に
立って、学校運営に創意޻෉をこらし、ເやࢤの実ݱに向け、知・ಙ・体を育Ή学校教
育の推進に努めてきました。
しかしながら、児童生ెを取りרく環境は、人口減少・少子高齢化の進展や急速なٕ
ज़ֵ新などの社会ঢ়گの変化と子どもや若者の学習・生活面の՝題、地域や家庭のঢ়
の変化により、よりෳ雑で予ଌが困難な環گのෛ担などの教育をめぐるঢ়ࢣ変化、教گ
境になっています。
このような環境において、学校で学んだことが子どもたちの「生きる力」となって、自ら
՝題を見つけ、自ら学び、自らߟえ、൑断して行動することを目標とした学習指導要ྖで
は、子どもたちが未来の社会を切り୓いていくためにඞ要な資࣭・能力の確実な育成を
行い、社会と共有・連携する「社会に開かれた教育՝ఔ」の実ݱを目指し、各学校がฤ成
した教育՝ఔに基づき、組織的かつ計画的に教育活動の࣭の向上を図っていくこと、い
わΏるカリキュラムマネジϝントに努めることとされており、学習指導要ྖに対応した安
全で安心な学校環境の充実が「生きる力」を育Ή上でඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

義務教育の充実� - 1 - ❶03
第3部 第4章

未来を担う人づくり

第1節 豊かな心と個性を育む教育の充実
⁞ٛ຿ڭҭͷॆ࣮
ҭͷॆ࣮ڭ౳ߴ 
⁠੨গ೥ͷ݈શҭ੒

第2節 生きがいのある生涯学習の推進
⁞ੜֶ֔शڥ؀ͷ੔උ
 ੜֶ֔शۀࣄͷॆ࣮

第3節 地域に根ざした文化・スポーツの振興
⁞ܳज़ɾจԽͷৼڵ
 จԽҨ࢈ͷอશ
⁠εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯ׆ಈͷৼڵ

ࠨ
ষ
˔
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਺のਪҠڃͼֶٴಐੜె਺ࣇ �஫）各年5月1日ݱ在　資ྉɿ学校基本調査

ྩ࿨�೥ ྩ࿨�೥ ྩ࿨�೥ ྩ࿨5೥ ྩ࿨�೥
ಐࣇ
ੜె਺ ਺ڃֶ ಐࣇ

ੜె਺ ਺ڃֶ ಐࣇ
ੜె਺ ਺ڃֶ ಐࣇ

ੜె਺ ਺ڃֶ ಐࣇ
ੜె਺ ਺ڃֶ

֊ ্ খ ֶ ߍ �� � �� � �� � �� � � �

ੴ ു খ ֶ ߍ ��� �� ��� �� ��� �� ��� �� ��� ��

੺อ಺খֶߍ ��� � ��� � ��� � ��� �� ��� ��

ಓ ෹ খ ֶ ߍ �� � �� � �� � �� � �� �

େ ऄ খ ֶ ߍ �� �

খस౉খֶߍ �� �

ɹ খ ֶ ߍ ܭ ��� �� ��� �� ��� �� ��� �� ��� ��

֊ ্ த ֶ ߍ ��� �� ��� �� ��� �� ��� �� ��� �

ಓ ෹ த ֶ ߍ �� � �� � �� � �� � �� �

ɹ த ֶ ߍ ܭ ��� �� ��� �� ��� �� ��� �� ��� ��
˞大蛇小学校と小舟渡小学校はྩ和̏年̐月に道仏小学校に統合しました。
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これまでの教育の中で育まれてきた「生きる力」や、その中で重視されてきた知・ಙ・
体の育成のݱ代的な意ٛを改めてଊえ直し、ເとࢤを持ち、可能性に௅ઓするためにඞ
要となる力を育成することを進めます。
子ども一人一人が豊かな生活を送り、また公平公ਖ਼で活力ある社会を実ݱする上で、
家庭の経ࡁঢ়گや障がいの有無、不ొ校など多様な観఺からのニーズに対応した教育
機会の提供がඞ要であり、誰もが社会の担い手となるための学びのηーフティネットの
構築に努めます。
児童生ెの「生きる力」を更に育Ήためには、学校指導体制の整備や̞ ̘̩の利活用

の促進が重要であり、また安全で安心な環境下で学ぶためには、施設面の整備に加え
て、児童生ె自らが身を守る安全教育や家庭・地域と連携した安全体制の充実など、施
策を展開していく上での教育基盤整備を推進します。

基 本 方 針

確かな学力の育成

豊かな心の育成

健やかな体の育成

ＩＣＴ基盤の整備

多様なニーズへ対応した教育の提供

家庭・地域・学校等との連携の推進

経済的支援の継続

教育施設の整備

指導体制の整備

義務教育
の充実

খɾதֶߍのঢ়گ ஫）ྩ 和�年5月1日ݱ在

۠෼

໊ߍֶ
૑ཱ೥݄೔ ਺ڃֶ ৬һ਺ڭ

ಐੜె਺ࣇ ɹɹɹઃࢪ

உ ঁ ܭ ࣷߍ
ʢᶷʣ

԰内ӡಈ৔
ͼମҭٴ ʢؗᶷʣ

஍ߍ
ʢᶷʣ

֊ ্ খ ֶ ߍ ໌ ������� � � � � � �
��� ��� ��
��� 
ੴ ു খ ֶ ߍ ໌��� �� � �� �� �� �� ��� �
��� ��� ��
��� 
੺อ಺খֶߍ ໌���  ���� �� �� ��� ��� ��� �
��� �
��� ��
��� 
ಓ ෹ খ ֶ ߍ ໌ ��  �� �� � �� �� �� �� �
��� ��� ��
��� 
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֊ ্ த ֶ ߍ ত���  ���� � �� �� ��� ��� �
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ᶃ子ども一人一人が各教Պ及び総合的な学習の時間等に主体的・対࿩的に取り組み、
確かな学力を身に付けることができるよう、一人一人の能力・適性に応じた指導の充
実と学習習慣の育成に努めます。

ᶄ子どもへのきめࡉかな指導の充実や子ども一人一人のঢ়گに応じた教育に取り組Ή
ため、町内保育園と小学校との連携及び小・中学校の連携を図り、教育の連続性の
確保に努めます。

ᶅ子ども一人一人が、զがࠃやॾ外ࠃの文化や伝統に関心と理ղを深め、ࡍࠃ社会に
。理ղ教育の推進に努めますࡍࠃ、できるようݙߩ

ᾇ͔֬ͳֶྗのҭ੒

ᶃ౴えが一つではない道ಙ的な՝題を児童生ె一人一人が自分自身の問題とଊえ、向
き合うような豊かな৘操をഓうため、学校における道ಙ教育の充実を支援します。
ᶄいじめは、どの子どもにも、どの学校にもىこりうるものであることを౿まえ、学校に
おける積極的な認知と৘ใ共有の徹底を図るとともに、いじめの未然防止を含め、ܯ
察やܯ察׭経験者等の連携協力を促進します。
ᶅಡॻ活動は、子どもが言葉を学び感性をຏくなど重要な活動であるため、学校図ॻの
充実を図ります。

ᶆڷ౔の伝統や文化を継承することでのڷ౔に対する誇りやѪ着を育み、ボランティア
活動や体験活動を通しての豊かな体験の充実への学校における取組を支援します。

ᶇ生ెの人間性や社会性のかんཆに資するものとして学校教育の一環として続いてき
た中学校部活動を少子化や教員の働き方改ֵの中にあっても持続していけるよう地
域での運営体制の基盤づくりを推進します。

ʢ�ʣ๛͔ͳ৺のҭ੒

のల։ࡦࢪ

ᶃ子どもたちが食に関するਖ਼しい知識と๬ましい食習慣を身に付けることができるよ
う、学校څ食を活用した指導を行うなどӫཆ教་を中心に食育の充実を図ります。
ᶄ健やかな体の育成には子どもたちの生活リズムの向上がඞ要です。近年子どもが৘
ใ機ثに઀する機会が拡大し生活時間が変化していることなどを౿まえ、৘ใモラル
教育の一環として、子ども自身が主体的に৘ใ機ثを適切に利用できるように取り組
みます。

ʢ�ʣ݈ ΍͔ͳମのҭ੒

ᶃ経ࡁ的な理༝により就学が困難と認められる小中学校の児童生ెの保護者に対して
支援を継続し、適切な教育機会の確保に努めます。

ʢ�ʣࡁܦతࢧԉのܧଓ

豊かな心と個性を育む教育の充実第1節
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ᶃ子どもたちの学習への興味・関心を高めɼ分かりやすいत業を実ݱする̞ ̘̩ 活用を
推進します。

ᶄࠃの学校における̞̘̩環境の整備方਑に基づいた児童生ె及び指導者用コン
ピューターや電子ࠇ板、無線̡̖ ̣の整備など計画的な̞ ̘̩ 環境整備を推進します。

ʢ�ʣ̞ ̘̩ 基൫の੔උ

ᶃ長寿໋化改修を中心とした計画的な老ٺ化対策の実施に加え、防災機能強化等を実
施し、安全・安心で࣭の高い学校施設等の整備を推進します。

ᶄ児童生ెの減少により、通学区域・通学環境の変化や地域社会と学校の関係の変化
が生じており、それを的確に把握しながら、学校の適ਖ਼ن໛・適ਖ਼配置を推進します。

ʢ�ʣڭҭࢪઃの੔උ

ᶃ地域社会との様々な関わりを通じて、児童生ెが地域で安心して活動できる居場所づ
くりを進め、さらに、自然災害や交通事故、犯罪等の安全上の՝題を地域性に応じた
取組として実施するため、地域・家庭・学校・関係機関との連携・協働を推進します。

ʢ�ʣՈఉɾ஍Ҭɾֶߍ౳ͱの࿈ܞのਪਐ

ᶃ障がいのある子どもたちに対し、適切な指導やඞ要な支援を提供するためには、その
ඞ要となる教育的ニーズを的確に把握することが重要であり、ઐ໳的な機関との連携
による体制の充実に努め、学校における教育支援員の拡充によるきめࡉかな教育の
提供を目指します。

ᶄいじめや不ొ校、日本ޠ能力、ෳ合的な困難等の多様なニーズを把握しղܾするに
は、ҟ業種間での連携がඞ要であり、そのためには心理面でのઐ໳的知見のあるݝ
のスクールカウンηラーによる相談やݝと町のスクールιーシャルワーカーによる他
業種への連携などの体制の充実を図ります。

ʢ5ʣଟ༷ͳχʔζ΁ରԠͨ͠ڭҭのఏڙ

ᶃ子どもの「生きる力」を育Ήためには、学校における教৬員の資࣭向上のための時間
の確保や支援がඞ要であり、そのため、学校指導体制の効率化を図り、校຿支援シス
テムの導入による事຿的なෛ担軽減や理Պアシスタントの配置による支援を継続し
ます。
ᶄ教৬員の健康のため心身の保持がඞ要であるため、教৬員のϝンタルϔルス対策とし
てストレスνΣック等を実施します。

ʢ�ʣࢦಋମ੍の੔උ
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ࢪの࣮ۀࣄ会ڵҭৼڭ�

ҭのਪਐڭֶޠҭɾڭཧղࡍࠃ�

�อҭԂɾখதֶؒߍの࿈ܞ

�ಓಙڭҭのॆ࣮

�͍͡めະવ๷ࢭରࡦのଅਐ

ਤॻのॆ࣮ߍֶ�

�ମ׆ݧಈの࣮ࢪ

�৯ҭのॆ࣮ɹ

�Ϟϥϧڭҭのਪਐ

ଓܧԉのࢧతࡁܦ�

�ಛผࢧԉڭҭମ੍のॆ࣮

ԉһの֦ॆࢧҭڭ�

�町εΫʔϧιʔγϟϧϫʔΧʔ౳の׆༻

�೔本ڭޠҭ΁のࢧԉのॆ࣮

ԉࢧ຿のߍ৬һのڭ�

�ཧՊΞγελϯτの഑ஔ

ࡦ৬һのϝϯλϧϔϧεରڭ�

ಋʹ͓͚Δ̞ࢦՊڭ֤� ̘̩ ༺׆

�̞ ̘̩ の੔උڥ؀

ઃの௕ण໋Խࢪߍֶ�

のదਖ਼഑ஔߍֶ�

�౷߹খֶߍのࣇಐの௨ֶखஈの֬อ

�தֶߍ෦׆ಈ஍ҬҠߦのਪਐ

�̥ ̩ ɾ̖஍Ҭͱの࿈ܞ

主要事業
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高等教育の充実� - 1 - ❷

঑学ۚି༩制度を実施し、高等学校及び大学等への進学に伴う家庭の経ࡁ的ෛ担を
軽減しています。また、町঑学生に対するふるさと定住促進補助ۚ事業の実施により、
若者の定住促進を図っています。
文部Պ学省においては、ྩ 和2年度からत業ྉ等減໔とڅ付型঑学ۚをηットで行う「高
等教育の修学支援新制度」を開始し、ྩ 和�年度からは多子世帯の大学等のत業ྉ無ঈ化
を実施するなど、高等教育ஈ階における更なるෛ担軽減に取り組Ή予定としていることか
ら、本町においてもࠃの動向を஫視し、今後も制度について検討していくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

ເを育み、それに向かって意ཉ的に学ぶ子どもたちを支援するため、将来の生き方に
関する様々な৘ใの提供や相談体制を整備するとともに、経ࡁ的な支援につながる঑
学ۚ制度の充実や活用に向けた普及・啓発に努めます。

基 本 方 針

意ཉと能力のある子どもに「教育を受ける機会」を保障し、進学率の向上に合わせて
঑学ۚ制度の一層の充実に努めます。また、঑学ۚঈֹؐの一部を補助ۚとして交付
し、若者の定住促進を図ります。

ʢ�ʣ঑ֶۚି༩ۀࣄのॆ࣮ࡦࢪのల։

ଔޙۀのਐ࿏ঢ়گ

۠�෼ தֶߍ
ଔऀۀ਺

ਐֶऀ਺ߍߴ
ਐֶ率

ਐֶऀ਺ बۀਐֶऀ਺ ब৬ऀ਺ ແऀۀ਺ そのଞ
ྩ࿨ݩ೥౓ ��� ��� � � � � ������
ྩ࿨�೥౓ �� �� � � � � ������
ྩ࿨�೥౓ �� �� � � � � �����
ྩ࿨�೥౓ �� �� � � � � ������
ྩ࿨�೥౓ �� �� � � � � ������

奨学金貸与事業の充実高等教育
の充実

�঑ֶۚି༩ۀࣄ

�階上町঑ֶੜ;Δ͞ͱఆॅଅਐิॿۚۀࣄ

ҭ૬ஊのॆ࣮ڭ�

主要事業
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青少年の健全育成� - 1 - ❸

本町は、教育相談事業の充実や子どもಡॻ活動の推進、自然体験活動をはじめとす
る豊かな体験ができる事業の実施などを通して、地域ネットワークづくりと心豊かでた
くましい青少年の育成に努めています。
在、子ども会加入者は年々減少しており、地域リーμーの育成による自主的活動のݱ
推進が急຿となっています。また、青少年問題協ٞ会などの青少年の健全育成に関係す
る組織、機関などの統一した活動の展開など地域ぐるみで健全育成活動を積極的に進
めることがඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

ᶃ青少年の健全育成に向け関係機関、組織の活動を充実させるとともに、相互の連絡
を密にし、統一した活動を展開します。
ᶄ家庭、地域社会の教育力を強化し、ొ 下校時の交通安全運動やあいさつ運動など、学
校と連携して地域ぐるみで啓発活動や環境浄化運動を展開します。

ᶅ家庭、地域、学校等における子どもの自主的なಡॻ活動の推進を図るとともに、子ど
ものಡॻ活動を支える体制の整備に努めます。
ᶆ教育と福祉の連携促進により์՝後等に子どもが安心して活動できる場の確保を図
るとともに、家庭、学校、地域と連携し子どもが主体的に学ぶことができる環境づくり
に努めます。

ʢ�ʣ݈ શҭ੒׆ಈのਪਐࡦࢪのల։

学校・家庭・地域の連携を強化し、自ら生き方をߟえ、心豊かでたくましい青少年の
育成と、地域ぐるみで健全な青少年を育成するための明るい社会と地域での自主的活
動の環境づくりに努めます。

基 本 方 針

ᶃ子ども会活動の支援などを通じ、地域指導者のཆ成、ジュニアリーμー及びシニア
リーμーの育成確保に努めます。
ᶄ青少年を対৅とした様々な体験活動事業の実施などにより、心豊かでたくましい青少
年の育成に努めます。

ʢ�ʣ੨গ೥׆ಈのॆ࣮

健全育成活動の推進

青少年活動の充実

青少年の
健全育成

豊かな心と個性を育む教育の充実第1節
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�์՝ࣇޙಐ݈શҭ੒ۀࣄ

ಈのਪਐ׆Ͳ΋のಡॻࢠ�

�δϡχΞϦʔμʔ౳のҭ੒֬อͱࢧԉ

主要事業

豊かな心と個性を育む教育の充実第1節
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生涯学習環境の整備� - 2 - ❶

本町は、石鉢ふれあい交流館、ϋートフルプラβ・はしかみ、道仏公民館の3か所で公
民館講࠲をはじめ、各種講࠲を開催しています。これらの施設は図ॻ館機能も݉Ͷてお
り、さらに、図ॻ検ࡧシステムが導入されたことから、利ศ性が高くなったものの、町民
からは気軽に集い、学習できる場の提供が๬まれています。
また、広ใやホームページのほか、町内の講࠲・団体・グループ・施設等の৘ใをま

とめ、様々な学習機会の৘ใ提供を行っています。
また、ୈ3次階上町生涯学習のまちづくり推進計画に基づき、学びを生かしたつなが

りをつくり出す生涯学習環境の整備がඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

生涯学習推進体制の充実と学習活動のڌ఺となる施設の整備・充実に努めます。ま
た、行政・学校・地域・関係機関等との連携を広域的に充実させ、生涯学習のネットワー
ク化を図るとともに、町民がいつでも気軽に学習でき、団体・グループが活動できる場と
して、老ٺ化した民俗資ྉऩ集館と図ॻ館機能を併せ持った社会教育ෳ合施設の整備
について検討します。

基 本 方 針

ᶃ生涯学習推進体制の充実や連携事業の検討、ி内での৘ใ共有・連携を密にし、”学
び”に関わる関係機関との広域的なネットワークの充実を図ります。
ᶄ「まちいっぱい�学びの花࡙く�はしかみちょう」を基本理念とした、生涯学習のまちづく
りを推進します。

ʢ�ʣੜֶ֔शਪਐମ੍のॆ࣮ࡦࢪのల։

ᶃ既存施設の整備充実を図り、地域の生涯学習の場としての機能の向上を図ります。
ᶄ学校施設を生涯学習施設として地域に開์し、৘ใ提供や施設の活用促進に努めます。
ᶅ計画的なଂॻ、視ௌ֮資ྉなど図ॻ資ྉの充実に努めます。
ᶆ図ॻ館機能を備えた社会教育ෳ合施設の整備について検討します。

ʢ�ʣੜֶ֔शࢪઃの੔උ

生涯学習推進体制の充実

生涯学習施設の整備

学習情報の提供・相談活動の充実

生涯学習環境
の整備

生きがいのある生涯学習の推進第2節

141｜第3部｜基本計画
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ᶃ広ใやホームページへの掲ࡌなど、町民にඞ要な生涯学習৘ใを提供できるよう関
係機関とのネットワークの充実を図ります。

ᶄ生涯学習に関する相談૭口の整備など、学習相談体制の充実に努めます。

ʢ�ʣֶ श৘ใのఏڙɾ૬ஊ׆ಈのॆ࣮

�ੜֶ֔शਪਐମ੍のॆ࣮

ઃの੔උɾॆ࣮ࢪଘط�

�ֶश৘ใをఏ͢ڙΔωοτϫʔΫの੔උ

�ࣾ会ڭҭෳ߹ࢪઃ੔උۀࣄ

主要事業
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生涯学習事業の充実� - 2 - ❷

本町は、学習成果が個人のためにも地域のためにもいかされるような仕組づくりとし
て、平成15年度に学習活動支援システム「マナバンク」を設置し、人財の確保や学習活動
の場の拡充に努めています。しかしながら、ొ ࿥਺及び活用ঢ়گは横͹いঢ়態であり、
新たな人財の発۷と活用方法、৘ใ発信について検討がඞ要です。また、生涯学習の推
進には、学習団体の育成と指導者、地域リーμー、実践者及びコーディネーターの育成・
確保がٻめられます。
これまでも、「地域アニϝーターཆ成講࠲（ふるさとかだりक़）」や「まちづくりコーディ
ネーターཆ成講࠲（はしかみベース）」、高校生人財育成事業「はしかみいいとこ広め隊」
を開講し、地域の֩となる人財育成に努めてきました。今後も定期的に人財育成に関わ
る事業を展開し、次代を担う世代が地域で活༂できる場をつくっていくことがඞ要です。
それに加え、それぞれが目的をもって自主的に活動しやすい環境づくりに努めるとと

もに、学んだことが適切にධ価され、学習意ཉが持続的にいかされる環境づくりを支援
していくことがඞ要です。

ͱ՝୊گݱ

多様化する町民の生涯学習ニーズに応えるため、様々な分໺での学習機会の提供と
学習内༰の充実を図るとともに、町民の自主的・自発的な学習活動支援を行います。
また、学習成果がより効果的にいかされるよう、マナバンクの積極的な活用と৘ใ発
信をはじめ、ධ価システムの検討や地域で活༂できる人財の育成と確保に努めます。

基 本 方 針

ϚφόϯΫొ࿥ऀ਺のਪҠ
۠ɹ෼ ྩ࿨�೥౓ ྩ࿨�೥౓ ྩ࿨�೥౓ ྩ࿨5೥౓ ྩ࿨�೥౓
ɹਓݸ � � � � �

ஂɹମ � � � � �

ɹઃࢪ �� �� � � �

生涯学習事業の拡充

生涯学習活動支援体制の充実

生涯学習事業
の充実

生きがいのある生涯学習の推進第2節
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ᶃライフステージや変化する社会৘੎などに対応した多様な学習機会の充実とその成
果をいかせる環境づくりに努め、計画的な事業の推進を図ります。
ᶄ町民の学習ニーズの把握に努め、多様な分໺・ஈ階の講࠲、教ࣨの開催など学習機会
の拡充と学習内༰の充実に努めます。また、地域住民が学習機会を自らا画し運営す
ることにより、自立した個人や持続可能なコミュニティの形成を推進します。さらに、
৬員による出前講࠲の活用を推進し、行政分໺における学習機会の充実に努めます。

ᶅ広ใ活動、イベントの開催等を通して、生涯学習の普及・啓発に努めます。

ʢ�ʣੜֶ֔शۀࣄの֦ॆ

ᶃ自主的なグループ、αークルなど、学習団体の育成と支援体制づくりを推進します。
ᶄ学習した成果を活用できるように、発表・交流する場の提供やཆ成講࠲を開催するな
ど、地域で活༂できる人財の育成に努めます。
ᶅマナバンクの積極的な活用と৘ใ発信を行うとともに、地域や学校でඞ要としている
人財を೿ݣできる仕組みづくりに努めます。
ᶆ地域住民や関係機関との連携と৘ใ共有を図り、相互協力をして生涯学習を促進し
ていくための体制づくりに努めます。

ʢ�ʣੜֶ֔श׆ಈࢧԉମ੍のॆ࣮

のల։ࡦࢪ

�ੜֶ֔शۀࣄのܭըతͳਪਐ

�ੜֶ֔शػ会の֦ॆͱ内༰のॆ࣮

�ஂମɾάϧʔϓ౳のҭ੒ͱ׆ಈࢧԉ

�ਓࡒҭ੒ۀࣄ

�ϚφόϯΫの׆༻ͱ৘ใൃ৴

主要事業

生きがいのある生涯学習の推進第2節
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本町の文化の中心を担う町文化協会は、設立されて2�年が経過し、これまで総合文
化展の開催や町文化祭への協力など、本町の文化の向上に努めてきました。その一方
で、会員の高齢化と新ن会員の減少が進Ήなどの՝題も出てきています。しかしながら、
少しͣつですが若い世代による新たなグループ活動も見られるなど、活動の形態が多様
になってきています。
青森ݝ文化芸ज़推進計画を౿まえ、今後も、芸ज़・文化団体等の活動を継続して支
援していくとともに、様々な文化団体と連携し、指導者の育成・確保をしていくことがඞ
要です。

ͱ՝୊گݱ

芸術・文化の振興� - 3 - ❶

文化事業の推進や文化施設の整備に努め、幅広い世代の町民が、優れた芸ज़ŋ文化
に৮れることのできる環境づくりと、様々な芸ज़ŋ文化活動に参加しやすい体制づくりを
進めます。
また、町民の自主的な文化活動を支援し、豊かで個性ある町民文化の創造に努めます。

基 本 方 針

ᶃ見るだけでなく体験などを通して、町民が優れた芸ज़ŋ文化に৮れる機会の提供に努
めます。
ᶄ町文化協会を中心に芸ज़ŋ文化団体相互の交流促進を図るとともに、文化協会Ҏ外
の人財発۷や発表機会の৘ใ提供に努めます。また、各種活動を支援し、指導者の育
成と確保に努めます。

ʢ�ʣܳ ज़ŋจԽ׆ಈのਪਐࡦࢪのల։

ᶃ展示コーナーの設置など、年間を通じて作඼展が開設できるよう、公民館などの文
化・生涯学習施設の適ਖ਼な整備を進め、その利用促進と公開に努めます。

ᶄ町民の芸ज़・文化を発信する機会を拡大するため、広域市町村の施設を利活用した
芸ज़・文化の発表会等の開催を検討します。

ʢ�ʣจԽࢪઃ౳の੔උ

芸術・文化活動の推進

文化施設等の整備

芸術・文化
の振興

�町民จԽۀࣄࡇ

�จԽ৆දজۀࣄ

�ࣾ会ڭҭෳ߹ࢪઃ੔උۀࣄ

主要事業

地域に根ざした文化・スポーツの振興第3節
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文化遺産の保全� - 3 - ❷

ͱ՝୊گݱ 本町の文化財は、ࠃ指定の無形民俗文化財えんぶり3組、文化ிه࿥選୒ŋݝ指定の
平内ܲ෣、ݝ指定の੺保内ۨ踊り、町指定の道仏神楽、੢光寺ナニャドヤラなど、芸能
の਺、種ྨとも多く、これらの保存伝承活動は、町ೆ部芸能協会を推進฼体に、各組・
保存会で行われています。
また、それぞれの地域においてڷ౔の伝統文化の伝承活動を行い、学校ŋ地域・保存
団体が一体となって、伝承活動に努めています。しかし、少子高齢化のӨ響などにより
伝統文化の担い手は年々減少傾向にあります。今後、保存・継承のためのө૾ه࿥保存
や、後継者育成に一層力を入れていくことがඞ要です。
さらに、ݝ重宝「寺

てら

下
した

遺
い

跡
せき

出
しΎつど

౔ࠎ
こっ

֯
かく

ث
き

ྨ
るい

1�1఺」や「蛇
へび

口
ぐち

Ӂ
たͶ

年
とし

願
がん

主
しΎ

安
あん

政
せい

�年願
がん

文
もん

ֹ
がく

」な
どの町指定有形文化財1�、ఱ然ه念物（ݝ指定�、町指定1）のほか、ຒଂ文化財は、ొ
࿥件਺�1遺跡にのぼりますが、開発などに伴い、今後とも増加するものと思われます。
文化財保護法及びྩ和2年3月2�日公表の青森ݝ文化財保存活用大ߝを౿まえ、今
後も、これらの文化財保護を図るため、学校教育、生涯学習、観光などの分໺で、文化財
を積極的に広ใし、保存・活用に努めていくことがඞ要です。

本町の貴重な財産である文化財を次の世代に継承していくため、積極的な保存と活
用を図るとともに、町民の文化遺産に対する理ղの促進に努めます。

基 本 方 針

ᶃ有形文化財、無形民俗文化財、ఱ然ه念物等、本町の文化遺産である文化財の積極
的な保護・保存に努めます。

ᶄ町の歴史や文化を学ぶ学校教育、生涯学習活動を促進し、文化財保護思想の啓発に
努めます。

ᶅ伝統行事、伝統芸能を保存するため、ೆ 部芸能協会やࡾ཮ࡍࠃ芸ज़祭と連携し、発
表機会の充実と後継者の育成を図り、特৭ある地域文化の創造を推進します。

ᶆ町の歴史・文化を伝える貴重な民俗資ྉのऩ集保存と公開活用に努めます。
ᶇ఺在する文化遺産に৮れ、体験・体感できるルートを設定し、観光分໺での活用と৘
ใ発信を図ります。

ʢ�ʣจԽࡒのอଘͱࡦࢪ༺׆のల։

文化財の保存と活用

埋蔵文化財の保存

文化遺産の
保全
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ᶃຒଂ文化財แଂ地における開発行ҝ等は、的確な事前把握と事業者との協ٞによる
計画的な発۷調査に努め、ه࿥保存を図ります。

ᶄຒଂ文化財出౔඼及び民俗資ྉ等について、既存施設及び新ن施設を利用した保存
展示施設の整備を推進します。

ʢ�ʣຒଂจԽࡒのอଘ

�民ଏܳೳのऀܧޙҭ੒ٴͼ఻ঝ׆ಈのਪਐのࢧԉ

�খதֶߍの஍Ҭ఻౷จԽ఻ঝ׆ಈのܧଓͱࢧԉ

�։ൃۀࣄʹ൐うຒଂจԽࡒのܭըతͳൃ۷ௐࠪの࣮ࢪ

�ീށ஍方͑ΜͿりௐࠪۀࣄ

�ࣾ会ڭҭෳ߹ࢪઃ੔උۀࣄ

主要事業

地域に根ざした文化・スポーツの振興第3節
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スポーツ・レクリエーション活動の振興� - 3 - ❸

ͱ՝୊گݱ 本町のスポーツは、体育協会、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等の団体
が主に活動を担っています。これらの団体はٕڝ力向上や、スポーツ活動の普及促進な
ど、様々な形で活動を行っています。しかし、地域におけるスポーツ・レクリエーション
活動の高まりや多様化、少子高齢化による世代間バランスの変化により、これまでҎ上
に生涯にわたってスポーツに親しめる環境づくりがٻめられています。
本町では、平成2�年度から小中学校の体育館等を一཯に開์し、町内体育施設の利

用調整を行う体育施設活用事業を実施し、町民がスポーツに親しΉ機会の確保を図っ
ています。しかしながら、町立体育館をはじめ既存の施設は、老ٺ化が進んでおり、町民
ニーズに合わせた計画的な改修や維持補修を行い、施設の長寿໋化を図っていくඞ要
があります。
ྩ和�年度に青森ݝで��年ぶりに開催されるୈ��ճࠃ民スポーツ大会（青のᗅ

きら

めき
あおもりࠃスポ・障スポ）では、本町で自転ंڝ （ٕロードレース）とデモンストレーショ
ンスポーツ（フロアボール）が行われる予定となっています。多様な世代の誰もが様々な
形でスポーツに親しみ、スポーツの振興はもとより、健康づくりや生きがいづくり、さら
には交流人口の拡大等による地域活性化につながるよう努めます。

町民が生涯にわたり健やかで活力にຬちた生活を送ることができるよう、各種スポー
ツ関係団体と連携を図りながらスポーツ推進活動を促進するように努めます。また、地
域におけるスポーツ活動を促進し、多様化している町民のスポーツ・レクリエーション
活動へのニーズに応えるため、計画的な施設の改修や維持補修に努めます。

基 本 方 針

ᶃ体育協会・加ໍٕڝ協会、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等、自主活動
団体の育成を促進し、地域スポーツ活動の活性化や各種ٕڝ団体の底辺拡大、青少
年の健全育成を支援します。

ᶄ各種ٕڝ団体と連携を図り、ٕڝスポーツの強化・支援を推進します。�
ᶅ多様なスポーツ・レクリエーション活動へのニーズに対応するため、スポーツ推進ҕ
員の資࣭の向上と育成に努め、ニュースポーツの普及促進を図ります。

ʢ�ʣεϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯ׆ಈのਪਐࡦࢪのల։

スポーツ・レクリエーション活動の推進

スポーツ施設の充実

スポーツ・
レクリエーション
活動の振興
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ᶆ町民プールとトレーニングࣨのෳ合利用や、健康スポーツやエクααイズ等のઐ໳的
な知識を有するインストラクターにより、町民の健康増進のための効果的な指導の充
実に努めます。

ᶇୈ��ճࠃ民スポーツ大会（青のᗅ
きら

めきあおもりࠃスポ・障スポ）の成ޭに向け、地域・
関係団体等との連携を図り、機運醸成に努めるとともに、町民の健康づくりや生きが
いづくり、さらには交流人口の拡大等による地域活性化につながる大会を目指しま
す。

ᶃ町内2か所の体育館の計画的な改修により、利用者の利ศ性の向上を図るとともに、
。఺となる体育施設の長寿໋化に努めますڌスポーツのٕڝ

ᶄ体育施設活用事業により町内の学校施設を地区スポーツ施設として開์し、町民の
スポーツ活動の場の充実に努めます。
ᶅ多様化する町民のニーズに応えるよう、効率的な既存施設の活用を推進します。また、
バリアフリー化等による共生社会の実ݱを推進します。

ʢ�ʣεϙʔπࢪઃのॆ࣮

εϙʔπৼۀࣄڵ

εϙʔπࢦಋऀのҭ੒

ۀࣄਐ૿߁݈

εϙʔπ৆දজۀࣄ

εϙʔπࢪઃの੔උ

ମҭࢪઃۀࣄ༺׆

ମҭࢪઃվमۀࣄ

ୈ�0ճࠃ民εϙʔπେ会ʢ੨のᗅ
きら

め͖͓͋΋りࠃεϙɾোεϙʣ

主要事業

地域に根ざした文化・スポーツの振興第3節

149｜第3部｜基本計画
ୈ̐ষ ະདྷΛ୲͏ਓͮ͘Γ



03
第3部 第5章

協働によるまちづくり

第1節 協働によるまちづくりの推進
❶協働のまちづくりの推進

第2節 まちづくり地区計画の推進
❶まちづくり地区計画の推進・支援の充実

左
章
●

150 ｜第3部｜基本計画
第 5 章 協働によるまちづくり



本町は、平成1�年�月に階上町協働のまちづくり条ྫを制定し、これに基づき町内の
1�行政区全てにおいてまちづくり地区計画が策定されました。また、平成2�年度には
各行政区において計画の検ূと見直しが行われ、より一層地域の特௃や魅力を生かし
たୈ2次まちづくり地区計画が策定されました。ྩ和5年度からは前期の検ূと見直し
を൓өした後期計画を推進しています。
今後も、町民と行政との৘ใの共有化を図り、町民のまちづくりに対する意識を高め、
協働のまちづくりをより一層推進していくことで、少子高齢化や人口減少社会の中に
あっても持続可能な地区の環境づくりに努めていきます。

ͱ՝୊گݱ

協働のまちづくりの推進5 - 1 - ❶

これまで本町で取り組んできた「町民と行政との協働のまちづくり」の更なるステップ
アップを目指し、より一層、協働のまちづくりの推進に努めます。そのために、町民の自
主的な取組やまちづくりへの参加意識の向上を図り、町民が自主的・主体的に活動でき
るよう、地域リーμーなどの人財育成や協働の取組への支援を強化し、町民主導のまち
づくりシステムの構築に取り組みます。

基 本 方 針

町民と行政が対等な立場であるとのߟえ方の下で、町民も行政も積極的に৘ใを分
かりやすい形で提供し合い、৘ใの共有化を図ります。

ʢ�ʣ�৘ใのڞ༗Խ

「人づくりはまちの財産づくり」を合い言葉に、個人としての人財に加え、町民活動を
担う団体や組織の育成にも取り組みます。また、行政৬員については、町民の目線に立
ち、町民の声をௌくことができるようにするために、৬員の資࣭の向上に努め、各地区の
各種行事への積極的な参加を促進します。

ʢ�ʣ�ਓࡒҭ੒

のల։ࡦࢪ

03
第3部 第5章

協働によるまちづくり

第1節 協働によるまちづくりの推進
ͮͪ·ಇͷڠ⁞ Γ͘ͷਪਐ

第2節 まちづくり地区計画の推進
⁞·ͪͮ Γ͘஍۠ܭըͷਪਐɾࢧԉͷॆ࣮

ࠨ
ষ
˔

150 ｜第3部｜基本計画
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情報の共有化

人財育成

協働の取組への支援

協働のまちづくりの評価

協働の
まちづくりの
推進

協働によるまちづくりの推進第1節

151｜第3部｜基本計画
ୈ̑ষ ಇʹΑΔ·ͪͮ͘Γڠ



町民主体となる分໺や、町民と行政が共ಉで取り組Ή分໺の拡大を図るため、町民
活動やҟ業種ネットワークづくりなど、参加意ཉを高める町民発Ҋの「協働事業」への支
援に努めます。

ʢ�ʣڠ�ಇのऔ૊΁のࢧԉ

「協働のまちづくり」への意識改ֵを促進し、「推進及び継続させるために、ධ価制度
を活用し、協働活動のධ価や成果を公表することで、更なる取組へのステップアップを
図ります。

ʢ�ʣڠ�ಇのまちづくりのධՁ

ਪਐ༺׆のޱಇの૬ஊ૭ڠ�

�ग़લ࠲ߨの࣮ࢪ

�৬һ΁のڠಇのൃܒͱ࣭の޲上

�஍ҬϦʔμʔづくり

のධՁͱެදۀࣄ�

ߦಇのまちづくりΞΫγϣϯϓϥϯの࣮ڠ�

主要事業

協働によるまちづくりの推進第1節

152 ｜第3部｜基本計画
ୈ̑ষ ಇʹΑΔ·ͪͮ͘Γڠ



本町では平成1�年度に2行政区、平成1�年度には1�行政区と、全ての行政区におい
てまちづくり地区計画が策定され、平成3�年度からはୈ2次計画が始まりました。まち
づくり地区計画は、それぞれの地区の総意をもって作成されたものであり、施策も地域
の特௃を൓өさせた多種多様な内༰となっています。
今後は、このまちづくり地区計画を着実に進めるために各事業に対する取組への支援

に加え、地区ຖにまちづくりに対する取組に֨ࠩを生じさせないための体制づくりをす
るඞ要があります。
また、ୈ2次地区計画を策定してから5年が経過したྩ和5年度からは、前期の検ূと
見直しを൓өした後期計画を推進しています。計画の推進とともに、地域の将来を見ਾ
え、̥ ̙̘̖αイクルに基づいて次期計画へつながる事業の࠶検討を進めます。

ͱ՝୊گݱ

まちづくり地区計画の推進・支援の充実5 - 2 - ❶

策定された計画どおり事業が進行しているか行政区長と連絡を密に取りながら、計画
の進௙ঢ়گを把握し、事業の推進・支援に取り組みます。

基 本 方 針

ᶃ�まちづくり地区計画を本町の他の計画へ൓өさせるため、各計画の期間ऴྃ時や策
定ஈ階において、地区まちづくりも含め検討を行う仕組みの整備に努めます。
ᶄ�事業の進௙ঢ়گや取組ঢ়گなど、まちづくり地区計画についてධ価や఺検が行える
体制の整備に努めます。

ᶅ�これまで行われてきた協働のまちづくり支援事業のほか、地区計画推進交付ۚや高
齢者通いの場支援事業などにより、まちづくり地区計画の各事業の取組に対して助成
ۚを交付します。

ʢ�ʣ�ਪਐɾࢧԉମ੍のॆ࣮ࡦࢪのల։

�まちづくり஍۠ܭըのଞܭը΁の൓өの࢓૊Έづくり

�まちづくり஍۠ܭըのධՁମ੍の੔උ

�஍۠ܭըਪਐަ෇ۚۀࣄ

ۀࣄԉࢧ௨͍の৔ऀྸߴ�

主要事業

推進・支援体制の充実まちづくり地区
計画の推進・
支援の充実

まちづくり地区計画の推進第2節

153｜第3部｜基本計画
ୈ̑ষ ಇʹΑΔ·ͪͮ͘Γڠ



03
第3部 第6章

町民参加によるまちづくり

第1節 町民参加の推進
❶広報・広聴の充実
❷地域間交流の促進
❸国際交流の促進

第2節 男女共同参画社会づくりの推進
❶女性の社会参加の促進

左
章
●

154 ｜第3部｜基本計画
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本町は、広ใはしかみの発行やホームページの開設により、行政のݱঢ়や施策の取組
ঢ়گ、催し物など、様々な行政৘ใをਖ਼確かつਝ速に町民にお知らせしています。
一方、広ௌ活動としては、事業ごとに計画や実施ஈ階において町民の参加・参画やアン

ケート調査の実施に加え、パブリックコϝント制度により、広ௌ体制を充実させています。
今後は、町民意識を的確に把握し、行政施策に町民の声を൓өさせていくため、૒方
向性のある広ใ・広ௌ活動の推進が重要となります。

ͱ՝୊گݱ

広報・広聴の充実6 - 1 - ❶

町民の行政に対する関心を高め、協働によるまちづくりを進めるため、より多くの行
政৘ใなどを提供する広ใ活動の積極的な展開に努めます。
また、多様化する町民のニーズを的確に把握するための広ௌ活動を充実するととも
に、積極的な৘ใ発信を行い、町民の声が行政施策に൓өされる広ใ・広ௌ体制の確
立に努めます。

基 本 方 針

町民との協働による開かれた町政を実ݱするため、本町の政策等をܾ定するࡍには
パブリックコϝントを実施し、町民のまちづくりへの参加を推進するとともに、行政運営
のಁ明性の向上を図ります。

ʢ�ʣ޿ௌ׆ಈのॆ࣮

ᶃ�多くの行政৘ใを提供し、各地区で自らが地域づくりを行うことのできるࢴ面づくり
に努めるとともに、親しみやすく分かりやすい広ใࢴづくりに努めます。
ᶄホームページを活用した広ใ活動を進めながら、総合的な৘ใの提供に努めます。

ʢ�ʣ޿ใ׆ಈのॆ࣮ࡦࢪのల։

広報活動の充実

広聴活動の充実

広報・広聴
の充実

ௌखஈのॆ࣮޿ใɾ޿�

�৘ใൃ৴πʔϧの׆༻

�ύϒϦοΫίϝϯτのਪਐ

主要事業

03
第3部 第6章

町民参加によるまちづくり

第1節 町民参加の推進
ௌͷॆ࣮޿ใɾ޿⁞
 ஍Ҭؒަྲྀͷଅਐ
ͷଅਐྲྀަࡍࠃ⁠

第2節 男女共同参画社会づくりの推進
⁞ঁੑͷࣾձࢀՃͷଅਐ

ࠨ
ষ
˔

154 ｜第3部｜基本計画
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町民参加の推進第1節

155｜第3部｜基本計画
ୈ̒ষ ொຽࢀՃʹΑΔ·ͪͮ͘Γ



本町は、新しい地域社会の創造を目指し、環境美化運動や交通安全運動等を通じて
コミュニティ意識を育Ήとともに、年間行事やイベントを通じて、地域間交流を推進して
きました。
今後は、特৭ある個性的なまちづくりを推進するため、地域住民ಉ࢜の交流の活性化

を図るとともに、それぞれの地域が持つ資源の魅力を࠶確認しながら、コミュニティ形
成と地域間交流を積極的に展開していくඞ要があります。
また、人口減少や高齢化等が進行する中、地域の担い手となる人材の確保が全ࠃ的
に՝題となっています。本町においても、コミュニティの維持を図るため、地域の担い手
育成に努めるඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

地域間交流の促進6 - 1 - ❷

コミュニティ意識の啓発とともに、地域資源を生かしたまちづくりと地域間交流を促
進します。
また、ࡾ཮復興ࠃ立公園の階上ַ・階上海岸、みちのくை෩トレイルやڊ木めぐりな

ど、本町の魅力を生かしたまちづくりを推進します。
地域おこし協力隊を導入し、地域の担い手の育成に取り組みます。

基 本 方 針

ᶃ町民が主体となった地域間交流を促進します。
ᶄ農ྛ漁業を通じた地域間交流の促進を図ります。

ʢ�ʣ町民Ϩϕϧのަྲྀ׆ಈのଅਐࡦࢪのల։

地域おこし協力隊による地域づくり活動を支援し、地域に定着して将来の担い手とな
る人材の発۷、育成に取り組みます。

ʢ�ʣ�஍Ҭの୲͍खҭ੒

町民レベルの交流活動の推進

地域の担い手育成

地域間交流
の促進

�஍Ҭݯࢿをੜ͔ͨ͠஍Ҭؒަྲྀのଅਐ

�஍Ҭ͓͜͠ۀࣄୂྗڠ

主要事業

156 ｜第3部｜基本計画
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交通・৘ใ通信手ஈの急速な進展に伴い、人・モϊ・৘ใ等の交流が活発になり、ま
た、外ࠃ人の就労を目的とした新たな在ཹ資֨の創設等が盛りࠐまれた「改ਖ਼出入ࠃ管
理及び難民認定法」が平成31年�月から施行され、新たな外ࠃ人材の受入れが始まるな
ど、ࡍࠃ社会の進展が加速化し、多文化共生社会への適応やࡍࠃ感 （֮グローバル感
֮）がٻめられています。
こうしたࡍࠃ社会に対応するためには、町民一人一人がࡍࠃ社会の一員として認識を
持ち、町民レベルでのࡍࠃ化を進めるඞ要があります。そのため、ࡍࠃ化に対応した人
材育成の場や、町民と外ࠃ人との交流の場を設け、ඞ要に応じて৘ใ提供等を行いなが
ら、ࡍࠃ化に対応した魅力ある地域づくりを進めていくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

国際交流の促進6 - 1 - ❸

多様なࡍࠃ交流活動を展開するため、既存施設を活用した交流ڌ఺の形成を図りな
がら、各種αークルや団体の活動を助成するなどࡍࠃ交流の機会を設けるとともに、ࠃ
人との৮れ合いの充実を図りなࠃ感֮に対応した人財の育成に努め、外ࡍࠃ理ղとࡍ
がら地域のࡍࠃ交流活動を推進します。

基 本 方 針

ᶃࡍࠃ�理ղとࡍࠃ感֮に対応した人財の育成に努めるとともに、地域における町民と外
。交流を推進しますࡍࠃ人との৮れ合いの充実等により地域のࠃ

ᶄ�学校教育や生涯学習の場における学習活動を通して、ࡍࠃ的な問題やҟ文化に対す
る理ղを促進するため、ޠ学指導外ࠃ青年টக事業等により、小学校期からの実践
的ӳޠやҟ文化に৮れる機会を支援します。

ʢ�ʣࡍࠃ�ཧղͱ֮ײࡍࠃのৢ੒ࡦࢪのల։

町民レベルでのࡍࠃ交流活動を推進するため、関係団体・機関との連携及び活動支
援の充実に努めます。

ʢ�ʣ�町民ࢀ加ܕの׆ྲྀަࡍࠃಈのਪਐ

国際理解と国際感覚の醸成

町民参加型の国際交流活動の推進

国際交流の
促進

ಈのਪਐ׆ྲྀަࡍࠃ�

ײࡍࠃ� ʢ֮άϩʔόϧ֮ײʣのৢ੒

ɹ̡̖̩ のট΁͍ʹΑΔ֎ڭޠࠃҭɺ֎ࠃਓͱのަྲྀの৔づくりɻ

主要事業

町民参加の推進第1節
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家庭や地域における男性と女性の役割分担を見直していくことや、学校教育や社会教
育において男女平等教育を推進し、男女平等意識の啓発に努めることがඞ要となってい
ます。
また、৬場において女性が働きやすい労働環境が整備されるよう、積極的な普及、啓
発活動がٻめられているほか、女性自身の政策ܾ定の場への参画なども重要な՝題と
なっています。

ͱ՝୊گݱ

女性の社会参加の促進6 - 2 - ❶

男女平等教育の推進、就業機会の拡大、政策のܾ定の場への参画などを推進し、男
性も女性も意ཉに応じて、あらΏる分໺で活༂できる社会の実ݱに向けた意識の啓発
を図ります。

基 本 方 針

ᶃ男女共ಉ参画ि間、人ݖि間等あらΏる機会を通じて啓発活動に努めます。
ᶄݻ�定的な性別役割分担意識をղ消し、様々な場におけるあらΏる人々への教育学習
を提供することで男女平等意識の高揚を図ります。

ʢ�ʣஉঁฏ౳ҙࣝのߴ༲ࡦࢪのల։

ᶃ社会教育において男女平等教育を推進し、意識の啓発に努めます。
ᶄ�女性の視఺を政策や方਑ܾ定過ఔに൓өさせるため、各種৹ٞ会等への女性の参画
の促進を図ります。
ᶅݚ修等を通し、地域のリーμーとなる女性の人財育成に努めます。

ʢ�ʣஉঁڞಉࢀըࣾ会のਪਐ

ᶃ�家庭生活における女性のෛ担を軽減するため、関係団体等と連携し、仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）の推進に努めます。

ᶄ女性が働きやすい৬場環境の普及、啓発活動に努めます。

ʢ�ʣڞಉࢀըのڥ؀੔උ

男女平等意識の高揚

男女共同参画社会の推進

共同参画の環境整備

女性の
社会参加の
促進

男女共同参画社会づくりの推進第2節

158 ｜第3部｜基本計画
ୈ̒ষ ொຽࢀՃʹΑΔ·ͪͮ͘Γ



 男女平等教育の推進

 女性の審議会等への参画推進

 女性の意思決定機関への参画推進

 就労における男女平等の啓発

 生涯活躍のまちづくりの推進

主要事業

159｜第3部｜基本計画
第６章 町民参加によるまちづくり



03
第3部 第7章

開かれた行財政づくり

第1節 町民に開かれた行財政の推進
❶行政運営の充実
❷広域的な連携
❸健全な財政運営の推進

第2節 SDGsの理念を踏まえた行財政の推進
❶SDGsの視点に立った施策の展開

第3節 デジタル技術を活用した行財政の推進
❶行政サービスにおけるDXの推進

左
章
●

160 ｜第3部｜基本計画
第 7 章 開かれた行財政づくり



人口減少や少子高齢化の進展など社会৘੎の変化や多様化するニーズに対応すると
ともに、ৗに行財政改ֵに取り組んでいきます。
また、施策や事業の実施に当たっては、そのҐ置付け、行政の役割、重఺化等を明確
にし、අ用対効果を十分に検ূし、コスト意識を持った実効性の高い行財政運営の確立
に努めます。

基 本 方 針

行政運営の充実7 - 1 - ❶

本町は、変化する社会৘੎にॊೈかつ஄力的に対応できる行政運営を図るため、行
政αーϏスの維持や住民ຬ足度の向上に努めながら、階上町行財政改ֵ大ߝに基づ
き、事຿事業の見直しや組織機構の検ূ、定員管理及びڅ༩の適ਖ਼化など、අ用対効
果の視఺による財政健全化に取り組んできました。
今後も、多様化する町民のニーズに対応するため、αーϏスの受ӹ者である町民の視
఺と経営的な視఺に立って、計画、実行、ධ価、改善の各ஈ階を通じて、時代に合った行
財政システムを確立していくඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

ᶃ�時代の変化に対応できる人財を育成するため、効果的な৬員ݚ修への参加や実施な
どにより、৬員の意識改ֵと資࣭の向上を図ります。
ᶄ�人材育成基本方਑に基づき組織の視఺と৬員の視఺との૒方の調和を図りながら、
実効性と継続性の高い৬員の能力育成とٕज़継承を図ります。

ʢ�ʣߦ੓ӡӦʢܦӦʣのҙࣝվֵ

ᶃ�町行政を取りרく環境の変化を౿まえ、行政の公平性・ಁ明性を確保し、町民の視఺
に立った࣭の高い行政αーϏスの提供を目指し、継続して行財政改ֵに取り組みます。
ᶄ�ৗに事຿事業の見直しを行い、ࡀ出全ൠの効率化と新たなऩ入確保に向けた取組に
努めます。

ᶅৗに組織・機構の検ূを行い、時代に合った行政づくりに努めます。
ᶆ町民のニーズをߟ慮した৬員配置を図り、定員管理の適ਖ਼化を推進します。
ᶇ�まちづくり地区計画などを通じて、町民の意向に適切に対応し、行政運営の効率化を
図ります。

ʢ�ʣߦ੓ӡӦのޮ率Խࡦࢪのల։

03
第3部 第7章

開かれた行財政づくり

第1節 町民に開かれた行財政の推進
੓ӡӦͷॆ࣮ߦ⁞
ܞҬతͳ࿈޿ 
⁠݈શͳࡒ੓ӡӦͷਪਐ

第2節 SDGsの理念を踏まえた行財政の推進
⁞S%(Tͷࢹ఺ʹཱͬͨࡦࢪͷల։

第3節 デジタル技術を活用した行財政の推進
੓αʔϏεʹ͓͚Δ%9ͷਪਐߦ⁞

ࠨ
ষ
˔

160 ｜第3部｜基本計画
ୈ � ষ ։͔Εͨࡒߦ੓ͮ͘Γ

行政運営の効率化

行政運営（経営）の意識改革

行政運営
の充実

町民に開かれた行財政の推進第1節

161｜第3部｜基本計画
ୈ̓ষ ։͔Εͨࡒߦ੓ͮ͘Γ



 行財政改革の推進

 業務の民間委託の推進

 定員管理の適正化

 行政組織機構の検証

 職員の意識改革及び資質向上

主要事業

162 ｜第3部｜基本計画
第７章 開かれた行財政づくり



広域的な連携7 - 1 - ❷

ͱ՝୊گݱ 	1）���　本町を含Ή1市�町1村で構成する地域では、ീ戸地域広域市町村ݍ事຿組合を
設立し、消防・ٹ急、ごみ処理、上水道等の住民生活に密઀に関わる事຿を広域で
進めてきました。今後も、これまでの取組を更に推進するとともに、多様化する行
政ニーズに対応していくため、関係市町村との連携を強化していくඞ要があります。

	2）���　ീ戸ݍ域では、平成21年�月に定住自立ݍ協定をక݁し、その後平成2�年3月
に連携中枢都市ݍへと発展的に移行しました。中֩市であるീ戸市を中心に構成
�市町村が連携し、ݍ域全体の経ࡁ成長のけんҾや都市機能の集積・強化、生活
関連αーϏスの向上に関する取組を進めています。今後はݍ域全体がより一層の
発展を਱げるため、更なる市町村間の連携を図り、取組を深めることがඞ要です。

町民生活の広域化を౿まえ、行政運営の効率化・合理化と広域的な՝題への対応を
図るため、広域ݍ域の連携中枢都市ݍ構想を࣠として、関係市町村との連携を強化し、
広域行政の推進に努めます。

基 本 方 針

ീ戸地域広域市町村ݍ事຿組合による共ಉ処理の充実を図るとともに、連携中枢都
市ݍの形成に係る連携協໿に基づき、関係市町村間の連携強化及び役割分担により、
経ࡁ成長、都市機能の強化及び生活αーϏスの向上を図る۩体的取組を推進します。

のల։ࡦࢪ੓のਪਐߦҬ޿

�ീށ஍Ҭ޿Ҭࢢ町ଜࣄݍ຿૊߹ʹΑΔڞಉॲཧのॆ࣮

�࿈ܞத਻౎ߏݍࢢ૝のਪਐ

主要事業

広域行政の推進広域的な
連携

町民に開かれた行財政の推進第1節

163｜第3部｜基本計画
ୈ̓ষ ։͔Εͨࡒߦ੓ͮ͘Γ



健全な財政運営の推進7 - 1 - ❸

（1）財源の確保
　少子高齢化の進展と人口減少が進Ή中、੫ऩや地方交付੫などの財源の確保もより
えられます。今後は、町੫の適ਖ਼なො՝・௃ऩと併せて、ೲ入機会のߟしさを増すとݫ
充実を図るとともに、使用ྉ・手਺ྉについてඞ要に応じて見直し、自主財源の確保に
努めるඞ要があります。
（2）将来を見ਾえた計画的な財政運営
減に努࡟出面では、事຿事業の見直しや経ৗ経අのࡀ、が続く中でگしい財政ঢ়ݫ　
める一方、将来の階上町のためにඞ要なものにはඞ要な投資を行う、ϝリϋリのある財
政運営がٻめられます。
　また、これまでに整備された公共施設等の老ٺ化や人口減少に伴う公共施設へのध
要の変化に対応していくことがඞ要となることを౿まえ、平成2�年度に策定した「階上
町公共施設等総合管理計画」に基づき、長期的な視఺をもって公共施設等の更新・長寿
໋化などを計画的に推進することにより、財政ෛ担を軽減・平४化していくことがඞ要
となっています。
（3）将来ෛ担の軽減
平成3�年度に໿�ԯ�ઍສԁであった地方࠴のฦֹࡁは、ྩ和5年度には໿�ԯ3
ઍສԁまでに減少しました。しかし、本町のࡀ出総ֹの1��5ˋを઎め、ґ然として高水
४であることから、Ҿき続き地方࠴残高を減らしていく対策がඞ要です。
（�）財政ঢ়گの公表
　町民と行政が相互に理ղし合いながらまちづくりを進め、相互の共通認識を高めるた
めに、本町の財政ঢ়گについて分かりやすく公表するඞ要があります。

ͱ՝୊گݱ

行財政改ֵに取り組みながら、自主財源の確保に努めるとともに、将来を見ਾえた計
画的な財政運営を目指し、将来の世代に対するෛ担の軽減を図り、財政ঢ়گを分かりや
すく町民に公表するなど、町民と相互理ղの上で健全な財政運営に努めます。

基 本 方 針

財源の確保

将来を見据えた計画的な財政運営

将来負担の軽減

財政状況の公表

健全な
財政運営の
推進

164 ｜第3部｜基本計画
ୈ̓ষ ։͔Εͨࡒߦ੓ͮ͘Γ



ᶃ�՝੫客体の的確な把握と適切な଺ೲ整理の推進、さらにはコンϏニऩೲの実施によ
るೲ入機会の充実などにより、町੫ऩ入の確保に努めます。また、ඞ要に応じて使用
ྉ・手਺ྉを見直すことにより、受ӹ者ෛ担の適ਖ਼化と財源の確保に努めます。

ᶄ�広ࠂऩ入や階上町ふるさと応援寄ෟۚなどにより財源の確保に努めます。

ʢ�ʣݯࡒの֬อ

ᶃݝ・ࠃ�の補助ۚ・交付ۚの有効活用に努め、行財政改ֵの推進による更なる事຿事
業の見直しと経ৗ経අの抑制に努めます。

ᶄ�総合振興計画行動計画ॻ（ローリング）により、事業の重要度、優先度、効果等をצҊ
し、限られた財源を効率的に配分し、ϝリϋリのある財政運営に努めます。
ᶅ�町民と行政の協働により地域力を高めていくよう、町民の意思を൓өできる財源の運
用に努めます。
ᶆ�公共施設等総合管理計画や個別施設計画に基づき、施設の長寿໋化に努めるととも
に、社会環境の変化や地域の実৘に応じ、ݐସえや集໿・࠶ฤ、民間活力の活用など
について検討を進め、トータルコストの࡟減に努めていきます。

ʢ�ʣকདྷをݟਾ͑ͨܭըతͳࡒ੓ӡӦ

後年度の財政運営に大きなӨ響を及ぼす地方࠴を減らすため、地方࠴の発行を抑制
し、次世代の将来的なෛ担の軽減に努めます。

ʢ�ʣকདྷෛ୲のܰݮ

町民と行政が相互に理ղし合い、まちづくりを展開していくため、分かりやすい本町
の財政ঢ়گの公表に努めます。

ʢ�ʣࡒ੓ঢ়گのެද

のల։ࡦࢪ

�ࣗओݯࡒの֬อ

௚ݟۀࣄ຿ࣄ� ɾ͠ܦৗܦඅの཈੍

�૯߹ৼܭڵըߦಈܭըॻʹΑΔϝϦϋϦの͋Δࡒ੓ӡӦのଅਐ

੓ӡӦのଅਐࡒઃ౳のద੾ͳ؅ཧʹΑΔޮ率తͳࢪڞެ�

�஍方ߴ࢒࠴の཈੍

のެදگ੓ঢ়ࡒ�

主要事業

町民に開かれた行財政の推進第1節

165｜第3部｜基本計画
ୈ̓ষ ։͔Εͨࡒߦ੓ͮ͘Γ



ＳＤＧｓの視点に立った施策の展開7 - 2 - ❶

2�15年にࠃ連で採୒された、持続可能な開発目標（̨̙̜͂ ）は、2�3�年に向けて持
続可能な世քを実ݱするために掲げられ、1�の目標（ΰール）とそれらをୡ成するため
の۩体的な1��のターήットで構成され、地ٿ上の誰一人として取り残さないことを
੤っています。
຿大ਉがϝンバーである̨̙̜͂ࠃでは、全てのࠃ 推進本部を設置し、̨ ̙̜͂ 実施指
਑を策定し、̨ ̙̜͂ ୡ成を目指し�つの優先՝題等に取り組Ήほか、持続的な経ࡁ・社
会システムの構築等の重఺事߲について、۩体的取組を強化・加速していくこととして
います。
1　あらΏる人々の活༂の推進
2　健康・長寿のୡ成
3　成長市場の創出、地域活性化、Պ学ٕज़イϊベーション
�　持続可能で強ਟなࠃ౔と࣭の高いインフラの整備
5　省・࠶生可能エネルΪー、気ީ変動対策、॥環型社会
�　生物多様性、森ྛ、海༸等の環境の保全
�　平和と安全・安心社会の実ݱ
�　̨̙̜͂ 実施推進の体制と手ஈ

ͱ՝୊گݱ

行財政運営に当たっては、̨ ̙̜͂の視఺に立ち、積極的に取組を推進し、持続可能
なまちづくりに努めます。

基 本 方 針

広ใ・ホームページ等により、̨ ̙̜͂ に関する৘ใ発信や普及啓発に努めます。

ᾎ̨̙̜ ʹؔ͢Δҙࣝൃܒ

行財政運営に当たっては、様々な分໺で̨̙̜͂ と関連するため、̨ ̙̜͂ の視఺を౿
まえた施策・事຿事業の推進に努めます。

ᾇ̨̙̜͂ のࢹ点ʹཱͬͨࡦࢪのల։ࡦࢪのల։

ＳＤＧｓの視点に立った施策の展開

ＳＤＧｓに関する意識啓発

ＳＤＧｓの
視点に立った
施策の展開

ＳＤＧｓの理念を踏まえた行財政の推進第2節

166 ｜第3部｜基本計画
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 ＳＤＧｓの視点に立った施策の展開

 ＳＤＧｓに関する情報発信や普及啓発

主要事業

167｜第3部｜基本計画
第７章 開かれた行財政づくり
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̨̙̜͂ ͱのؔ࿈

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ̨̙̜͂ の̔ͭの༏ઌ՝୊

ɹɹୈ̑࣍階上町૯߹ৼܭڵը
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基本目標 基本方޲

� շదͰ҆৺ͯ͠
฻ΒͤΔ·ͪͮ Γ͘

�  շదͳੜ׆Λ͑ࢧΔ౎جࢢ൫ͷ੔උ ˔ ˔ ˔

�  ౎ࢢత׆ಈΛ͑ࢧΔಓ࿏ɾަ௨ͷ੔උ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ๛͔ͳ฻Β͠Λ͑ࢧΔੜج׆൫ͷ੔උ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ࣗવͱڞੜ͢Δੜڥ؀׆ͷ੔උ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ฻Β͠ΛकΔ҆શͱ҆৺ͷ֬อ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

�
஍ҬݯࢿΛ͍͔͠
࢈ΕΔ;͋ྗ׆ͨ
ͮۀ Γ͘

�  ৽͍͠ັྗͮ Γ͘ʹΑΔ೶ྛਫۀ࢈ͷৼڵ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ࣌୅ʹରԠͨ͠঎ۀ޻ͷৼڵ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ொͷັྗΛߴΊΔ஍Ҭϒϥϯυͷ૑ग़ ˔ ˔

�  ஍ҬݯࢿΛޫ؍ͨ͠༺׆ͷৼڵ ˔ ˔

�  ಇ͖΍͍͢ڥ؀ͷ੔උ ˔ ˔

�
ͱ΋ʹੜ͖͑ࢧ߹͏
ͷࢱɾ෱߁݈
·ͪͮ Γ͘

�  ๛͔ͳੜ׆Λ͑ࢧΔ݈ͮ߁ Γ͘ͷਪਐ ˔

�  ͱ΋ʹ͑ࢧ߹͏෱ࣾࢱձͮ Γ͘ͷਪਐ ˔ ˔ ˔

� ະདྷΛ୲͏
ਓͮ Γ͘

�  ๛͔ͳ৺ͱੑݸΛҭΉڭҭͷॆ࣮ ˔ ˔ ˔

�  ੜ͖͕͍ͷ͋Δੜֶ֔शͷਪਐ ˔

�  ஍Ҭʹࠜͨ͟͠จԽɾεϙʔπͷৼڵ ˔ ˔ ˔

� ಇʹΑΔڠ
·ͪͮ Γ͘

ͮͪ·ಇʹΑΔڠ  � Γ͘ͷਪਐ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

�  ·ͪͮ Γ͘஍۠ܭըͷਪਐ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔

� ொຽࢀՃʹΑΔ
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ＳＤＧｓの理念を踏まえた行財政の推進第2節
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行政サービスにおけるDXの推進7 - 3 - ❶

人口減少、少子高齢化、産業空ಎ化などの様々な社会問題に直面するݱ在、デジタル
ٕज़の活用は、こうした問題をղܾするためのݤであり、新しい付加価値を生み出す源
ઘでもあります。
。は、「自治体デジタル・トランスフォーϝーション（̙̭）推進計画」を策定しましたࠃ

自治体は「自らが担う行政αーϏスについて、デジタルٕज़やデータを活用して、住民の
利ศ性を向上させるとともに、デジタルٕज़やAI等の活用により、業຿効率化を図り、
人的資源を行政αーϏスの更なる向上につなげていく」ことがٻめられるとして、自治
体が重఺的に取り組Ή΂き事߲・内༰を۩体化しました。

ͱ՝୊گݱ

行政αーϏスにおけるD9を積極的に推進し、地域՝題のղܾにつなげていくととも
に、ி内業຿における̙̭も併せて行うことで、業຿効率を向上させ、さらには、これに
よりಘられる人的資源から更なる住民αーϏスの向上につなげていきます。

基 本 方 針

階上町̙̭推進本部が中心となり、全ி的・横断的に取組を実施します。
また、財政的なෛ担軽減や৘ใ共有等の観఺から、他自治体との連携を図り、より効
果的な取組を展開していきます。

ʢ�ʣਪਐମ੍のߏங

階上町̙̭推進計画等の個別計画により方਑やスケジュールを定めることで、住民
αーϏス̙̭やி内業຿における̙̭を計画的に推進していきます。

ʢ�ʣܭըతͳऔ૊

のల։ࡦࢪ

�ਪਐମ੍のߏங

ըతͳऔ૊ܭ�

主要事業

推進体制の構築

計画的な取組

行政サービス
における
ＤＸの推進
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デジタル技術を活用した行財政の推進第3節
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※�単位未満を四捨五入する関係で、
それらの合計と内訳が一致しない
ものがあります。



第５次階上町総合振興計画後期計画策定の経過

年月日 審議（検討）機関 検　　討　　内　　容

Ｒ６．６．３ 策定委員会（第１回） ・組織会
・策定方針・スケジュール等の説明
・第５次総合振興計画後期計画の検討依頼

Ｒ６．８．２ 策定委員会（第２回） ・�第５次総合振興計画後期計画（素々案）の検討

Ｒ６．10．１ 策定委員会（第３回） ・第５次総合振興計画後期計画（素々案）の検討

Ｒ６．10．15 審議会（第１回） ・組織会・諮問
・�第５次総合振興計画後期計画（素々案）審議

Ｒ６．12．２ 策定委員会（第４回） ・�第５次総合振興計画後期計画（素案）の検討

Ｒ６．12．19 審議会（第２回） ・第５次総合振興計画後期計画（案）審議

事務局 ・�パブリックコメント募集開始 (12/27 ～ 1/27)

Ｒ７．２．３ 策定委員会 (第５回 ) ・�第５次総合振興計画後期計画（最終案）の検討

Ｒ７．２．19 審議会（第３回） ・�第５次総合振興計画後期計画（最終案）答申

Ｒ７．２．28 階上町議会 ・階上町議会議員全員協議会にて報告
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諮問・答申

階政発第 4 6 9 号
令和６年 10月 15日

階上町総合振興計画審議会
　会長　田　中　　哲　様

階上町長　荒谷　憲輝　　

第５次階上町総合振興計画後期計画について（諮問）

　このことについて、階上町附属機関に関する条例（平成 22年階上町条例第２号）第２条
の規定に基づき、貴審議会の意見を求めます。

令和７年２月 19日

階上町長　荒谷　憲輝　殿

階上町総合振興計画審議会　　
会長　田　中　　哲　　

第５次階上町総合振興計画後期計画（案）について（答申）

　令和６年 10月 15 日付け階政発第 469 号で諮問のあった標記の件について、審議会の意
見は下記のとおりです。

記

　原案のとおり決定されることが適当である。
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町ٞ会のٞ員（ٞ長） 長根　ؠ෉

町教育ҕ員会のҕ員（ҕ員） Ԯϊ୔　ढ़明

町農業ҕ員会のҕ員（会長） 横道　文男

町内の産業団体の役員及び৬員

　˗ീ戸農業協ಉ組合階上支ళ長 ࣲ田　ஐ美

　˗階上漁業協ಉ組合代表理事組合長 ാ中　清ೋ

　˗階上町঎޻会会長 ࢤ஧　ژࠤ

ീ地方森ྛ組合新Ҫ田઒流域支所長ࡾ˗　 প୔　Ղ࠸

学識経験を有する者

　˗階上町社会福祉協ٞ会会長 দڮ　஛子

　˗階上町区長会会長 上平　ູ

　˗階上町校長会෭会長 Ԟ寺　努

　˗はしかみ交通安全レディースαポーターリーμー ാ中　優子

　˗階上町民生ҕ員児童ҕ員協ٞ会　会長 東山　ژ子（৬຿代理者）

　˗階上町健康推進員代表 ᠃石　トモ子

　˗̫JDウーマン 石田　多௽子

　˗ീ戸学Ӄ大学　学長補ࠤ 田中　఩（会長）

ҕ 員 長 ෭町長 ᖒ田　充

ҕ 員 長
৬຿代理者

総合政策՝長 ҵౡ　ढ़行

ҕ 員 教育長 ᖛӜ　幸෉

ҕ 員 総຿՝長 地代所　੣

ҕ 員 ੫຿՝長 大୩地　ঘ子

ҕ 員 町民生活՝長 上　ް子

ҕ 員 すこやか健康՝長 平戸　༝ل子

ҕ 員 介護福祉՝長 古઒　明美

ҕ 員 産業振興՝長 ੢山　ܓ一

ҕ 員 設՝長ݐ 小ּݪ　ത文

ҕ 員 会計管理者 ᖛӜ　޹子

ҕ 員 ٞ会事຿ہ長 実　ژࠤ

ҕ 員 教育՝長 中屋ෑ　࢘

ҕ 員 ॸ຿グループリーμー ໺୔　߳織

ҕ 員 行政防災グループリーμー 村元　大介

ҕ 員 政策推進グループリーμー 平戸　ਅ੅

ҕ 員 財政グループリーμー 下平　有߳

ҕ 員 ො՝グループリーμー 山田　直人

ҕ 員 ऩೲグループリーμー 道　敬子ߥ

ҕ 員 生活環境グループリーμー 前田　美幸

ҕ 員 戸੶住民グループリーμー 清水　恵美子

ҕ 員 健康グループリーμー ଠ田　さおり

ҕ 員 児童グループリーμー ྫྷ水　ສل子

ҕ 員 保ҩ療グループリーμーࠃ ླ木　優子

ҕ 員 介護グループリーμー 小ּݪ　߳ಸ子

ҕ 員 福祉グループリーμー 木村　美幸

ҕ 員 農ྛグループリーμー 大୩地　উ年

ҕ 員 水産঎޻観光グループリーμー 境　঵子

ҕ 員 ౔木؂理グループリーμー 境　޺幸

ҕ 員 都市計画グループリーμー 道　ਅ一ߥ

ҕ 員 会計グループリーμー 木村　ਅ༝美

ҕ 員 学校教育グループリーμー 森　३

ҕ 員 社会教育グループリーμー 中居　勉

ҕ 員 スポグループリーμーࠃ ۚ見　༃子

第５次階上町総合振興計画後期計画策定組織図

事຿ہ　総合政策՝政策推進グループ
総合政策՝長 ҵౡ　ढ़行
総合政策՝政策推進グループリーμー 平戸　ਅ੅
総合政策՝政策推進グループ主幹 ༐ਅ　ڮ∁

֊্ொෟଐؔػʹؔ͢Δ৚ྫ ʢ�� ໊Ҏ಺ʣ
ʢฏ੒ �� ೥݄̏ �� ೔৚ྫୈ̎߸ʣ೚̎ظ೥

֊্ொ૯߹ৼܭڵըࡦఆҕһձنଇୈ̏৚

階上町௕
階上町

૯߹ৼܭڵը
ఆҕһ会ࡦ

階上町
૯߹ৼܭڵը
৹ٞ会

໰ࢾ

౴ਃ
ఆࡦըܭ
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国勢調査人口
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年代別の人口推計
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区分 総生産額
第 1 次産業 第 2 次産業 第 3 次産業

生産額 構成比 生産額 構成比 生産額 構成比

H24 25,690 2,027 7.9% 4,598 17.9% 19,065 74.2%

H25 25,210 1,917 7.6% 4,543 18.0% 18,750 74.4%

H26 25,030 1,986 7.9% 4,160 16.6% 18,884 75.4%

H27 27,696 2,347 8.5% 5,276 19.0% 20,072 72.5%

H28 27,420 2,485 9.1% 4,889 17.8% 20,047 73.1%

H29 27,851 2,303 8.3% 5,435 19.5% 20,113 72.2%

H30 26,019 2,059 7.9% 4,230 16.3% 19,731 75.8%

R １ 27,883 3,139 11.3% 5,138 18.4% 19,607 70.3%

R ２ 31,803 3,141 9.9% 9,776 30.7% 18,886 59.4%

R ３ 28,228 3,265 11.6% 5,818 20.6% 19,145 67.8%

産業別総生産額の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

25,690
28,22828,228

31,803

27,883
26,019

27,85127,42027,696
25,03025,210

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R １ R ２ R ３

■第３次産業 19,065 18,750 18,884 20,072 20,047 20,113 19,731 19,607 18,886 19,145

■第２次産業 4,598 4,543 4,160 5,276 4,889 5,435 4,230 5,138 9,776 5,818

■第１次産業 2,027 1,917 1,986 2,347 2,485 2,303 2,059 3,139 3,141 3,265

（単位：百万円、％）

資料：市町村民経済計算

■総生産額推移
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区分 総人口 就業率
就業人口（市町村民ベース）（人） 1 人当たりの所得（千円、％）

総数 第 1 次産業 第 2 次産業 第 3 次産業 青森県 階上町 対県比率

H24 14,272 48.3% 6,895 668 2,086 4,141 2,408 2,118 88.0%

H25 14,381 48.0% 6,901 649 2,093 4,159 2,431 2,168 89.2%

H26 14,098 49.0% 6,909 629 2,103 4,177 2,434 2,166 89.0%

H27 14,025 49.3% 6,918 616 2,111 4,191 2,609 2,309 88.5%

H28 13,896 49.5% 6,879 609 2,088 4,182 2,538 2,263 89.2%

H29 13,752 49.8% 6,845 604 2,063 4,178 2,612 2,312 88.5%

H30 13,625 50.0% 6,807 599 2,039 4,169 2,593 2,276 87.8%

R １ 13,423 50.4% 6,761 591 2,011 4,159 2,641 2,277 86.2%

R ２ 13,495 49.9% 6,728 586 1,983 4,159 2,642 2,289 86.6%

R ３ 13,295 50.3% 6,694 577 1,955 4,162 2,858 2,351 82.3%

市町村民所得の推移
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2,4082,408 2,4312,431 2,4342,434
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2,8582,858

2,1182,118 2,1682,168 2,1662,166
2,3092,309 2,2632,263 2,3122,312 2,2762,276 2,2772,277 2,2892,289 2,3512,351

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R １ R ２ R ３

青森県 2,408 2,431 2,434 2,609 2,538 2,612 2,593 2,641 2,642 2,858

階上町 2,118 2,168 2,166 2,309 2,263 2,312 2,276 2,277 2,289 2,351

資料：市町村民経済計算

■1人当たりの所得推移
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主副業別個人経営体の推移

区分
個人経営体

総数 主業 準主業 副業的

H12 356 60 132 164

H17 270 49 72 149

H22 254 38 63 153

H27 194 37 40 117

Ｒ２ 135 31 17 87
資料：農林業センサス
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356

270
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135

H12 H17 H22 H27 R ２

■主業 60 49 38 37 31

■準主業 132 72 63 40 17

■副業的 164 149 153 117 87

■農家数の推移

（単位：戸）
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年齢階層別就農状況

資料：農林業センサス

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

2,669
2,438

2,205

1,809

609
494 405

319 244

S55 S60 H ２ H7 H12 H17 H22 H27 R ２

■ 60 歳以上 567 686 706 749 425 355 313 256 180

■30～59歳 1,646 1,440 1,272 904 154 109 78 55 61

■16～29歳 456 312 227 156 30 30 14 8 3

区分 総数
16 ～ 29 歳

（H7 以降は 15 ～ 29 歳） 30 ～ 59 歳 60 歳以上 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

S35 4,098 − − − − − − − − − 1,868 2,230

S40 2,799 − − − − − − − − − 1,013 1,786

S45 3,165 267 300 567 948 1,109 2,057 286 255 541 1,501 1,664

S50 2,853 256 259 515 793 1,033 1,826 256 256 512 1,305 1,548

S55 2,669 229 227 456 743 903 1,646 284 283 567 1,256 1,413

S60 2,438 161 151 312 653 787 1,440 332 354 686 1,146 1,292

H ２ 2,205 121 106 227 627 645 1,272 353 353 706 1,101 1,104

H ７ 1,809 95 61 156 479 425 904 353 396 749 927 882

H12 609 19 11 30 47 107 154 184 241 425 250 359

H17 494 22 8 30 37 72 109 147 208 355 206 288

H22 405 6 8 14 29 49 78 137 176 313 172 233

H27 319 5 3 8 22 33 55 120 136 256 147 172

R ２ 244 1 2 3 39 22 61 100 80 180 140 104

■年齢階層別就農状況

（単位：人）
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家畜飼育戸数と頭羽数

区分
乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏

戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 羽数

H26 8 259 10 427 5 21,383 6 1,312,600

H27 8 247 10 495 5 20,503 6 1,526,200

H28 8 250 9 493 5 21,959 6 1,288,500

H29 5 155 9 444 5 22,616 6 1,267,100

H30 6 182 9 433 5 21,724 6 1,497,410

R １ 6 184 9 409 5 20,602 6 1,377,782

R ２ 5 165 10 416 5 24,094 6 1,457,033

R ３ 5 179 10 413 5 25,186 6 1,480,130

R ４ 5 185 10 362 5 23,608 6 1,379,940

R ５ 5 186 10 358 5 17,884 6 1,542,100

0

2

4

6

8

10

12

H26 H27 H28 H29 H30 R １ R ２ R ３ R ４ R ５

 乳用牛 8 8 8 5 6 6 5 5 5 5

 肉用牛 10 10 9 9 9 9 10 10 10 10

 豚 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

 採卵鶏 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

■家畜戸数の推移

資料：家畜頭羽数調査

（単位：戸、頭、羽）
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民有林の状況

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000 5,735 5,555 5,284 5,388 5,403 5,286 5,368 5,302 5,231

S55 S60 H ２ H ７ H12 H17 H22 H27 R ２
■広葉樹 3,333 2,255 1,992 2,009 1,990 1,884 1,978 1,952 1,903
■針葉樹 2,402 3,300 3,291 3,379 3,413 3,402 3,390 3,351 3,329

5,000
5,100
5,200
5,300
5,400
5,500
5,600
5,700
5,800
5,900
6,000 5,974

5,735

5,557 5,518
5,443 5,402 5,379 5,366 5,338

S55 S60 H ２ H ７ H12 H17 H22 H27 R ２
■総数 5,974 5,735 5,557 5,518 5,443 5,402 5,379 5,366 5,338

■針・広葉樹の推移

■民有林面積の推移

資料：青森県森林資源統計書
※単位未満を四捨五入する関係で、それらの合計と内訳が一致しないものがあります。

区分 総数
立木地 無立木地

総数 人工林 天然林
総数 伐採

跡地
未立
木地総数 針 広 総数 針 広 総数 針 広

S55
面積 5,974 5,735 2,402 3,333 2,187 2,186 1 3,548 216 3,332 239 51 188
蓄積 344 344 141 203 113 113 0 231 28 203 0 0 0

S60
面積 5,735 5,555 3,300 2,255 3,003 3,003 0 2,552 297 2,255 180 169 11
蓄積 342 342 198 144 171 171 0 171 27 144 0 0 0

H ２
面積 5,557 5,283 3,291 1,992 3,007 3,005 2 2,276 286 1,990 274 187 87
蓄積 440 440 290 150 258 258 0 182 32 150 0 0 0

H ７
面積 5,518 5,388 3,379 2,009 3,108 3,102 6 2,280 277 2,003 130 36 94
蓄積 541 541 398 143 363 363 0 178 35 143 0 0 0

H12
面積 5,443 5,403 3,413 1,990 3,187 3,139 48 2,216 274 1,942 40 13 27
蓄積 744 744 565 179 519 519 0 225 46 179 0 0 0

H17
面積 5,402 5,286 3,402 1,884 3,196 3,126 70 2,090 276 1,814 116 100 17
蓄積 843 843 654 189 604 603 1 239 51 188 0 0 0

H22
面積 5,379 5,368 3,390 1,978 3,197 3,122 75 2,171 268 1,903 11 4 7
蓄積 950 950 739 211 690 688 2 260 51 209 0 0 0

H27
面積 5,366 5,302 3,351 1,952 3,178 3,086 91 2,125 264 1,860 64 56 8
蓄積 1,029 1,029 804 225 754 750 4 275 53 222 0 0 0

R ２
面積 5,338 5,231 3,329 1,903 3,165 3,072 92 2,067 256 1,810 107 102 5
蓄積 1,096 1,096 865 231 816 810 6 280 54 225 0 0 0

（単位：面積ｈａ、蓄積1,000㎥）
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所有形態別森林面積

資料：青森県森林資源統計書
※単位未満を四捨五入する関係で、それらの合計と内訳が一致しないものがあります。

年 森林
総数

公・民有林
官行
造林 国有林公・民

有林
総数

公　有　林 民　有　林

総数 県有林 町有林 区有林 総数 公社
造林

公団
造林

会社
有林

その他 
法人有林

個人
有林

S55 6,095 5,974 251 0 19 232 5,723 372 114 84 0 5,153 121 0

S60 5,840 5,735 219 0 29 190 5,516 1,085 113 157 5 4,156 105 0

H ２ 5,662 5,557 212 0 22 190 5,345 1,065 117 169 5 3,989 105 0

H ７ 5,623 5,518 244 0 21 223 5,274 1,098 108 211 5 3,852 105 0

H12 5,549 5,443 245 0 21 223 5,199 1,110 108 190 10 3,780 105 0

H17 5,507 5,402 245 0 21 223 5,158 1,119 108 131 10 3,789 105 0

H22 5,484 5,379 250 1 25 223 5,129 1,127 108 142 8 3,745 105 0

H27 5,471 5,366 263 1 40 222 5,103 1,122 108 174 8 3,692 105 0

R ２ 5,434 5,338 263 1 40 222 5,076 1,118 117 186 8 3,647 96 0

（単位：ｈａ）

5,200

5,400

5,600

5,800

6,000

6,200
6,095

5,840

5,662
5,623

5,549
5,507 5,484 5,471 5,434

S55 S60 H ２ H ７ H12 H17 H22 H27 R ２

■総数 6,095 5,840 5,662 5,623 5,549 5,507 5,484 5,471 5,434

■森林面積の推移
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経営組織別漁業経営体数

資料：漁業センサス

年 計 個人
経営体

団体経営体

小計 会社 漁業協同
組合

漁業生産
組合 共同経営 その他

S43 571 570 1 0 1 0 0 0

S48 239 234 5 0 0 5 0 0

S53 109 109 0 0 0 0 0 0

S58 80 79 1 0 0 0 0 1

S63 59 58 1 0 0 0 0 1

H ５ 59 58 1 0 0 0 0 1

H10 58 57 1 0 0 0 0 1

H15 51 50 1 0 0 0 0 1

H20 49 47 2 1 0 0 0 1

H25 37 35 2 1 0 0 0 1

H30 31 27 4 1 0 0 3 0

（単位：経営体）

0

100

200

300

400

500

600 571

239

109
80

59 59 58 51 49 37 31

S43 S48 S53 S58 S63 H ５ H10 H15 H20 H25 H30

■計 571 239 109 80 59 59 58 51 49 37 31

■漁業経営数推移
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年齢別漁業就業者数

年齢区分
S63 H５ H10 H15 H20 H25 H30

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

15～19歳 17 0 17 1 0 1 2 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20～29歳 86 0 86 29 0 29 17 1 18 9 1 10 5 0 5 2 0 2 2 0 2

30～39歳 146 0 146 82 0 82 46 0 46 27 0 27 2 0 2 10 0 10 3 0 3

40～49歳 78 0 78 92 0 92 98 1 99 71 0 71 22 3 25 10 0 10 1 0 1

50～59歳 33 0 33 51 0 51 58 2 60 77 0 77 20 11 31 17 2 19 13 2 15

60歳以上 10 0 10 41 0 41 50 4 54 58 0 58 43 5 48 43 1 44 44 1 45

計 370 0 370 296 0 296 271 8 279 243 1 244 92 19 111 82 3 85 63 3 66

（単位：人）

資料：漁業センサス

0

50

100

150

200

250

300

350

400 370 370

296 296
271

8 1

279
243 244

92

19

111

82

3

85
63

3

66

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

S63 H５ H10 H15 H20 H25 H30

■年齢別漁業就業者数

■15～19 歳　　■20～29 歳　　■30～39 歳　　■40～49 歳　　■50～59 歳　　■60 歳以上
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観光地別観光客入込数

産業振興課集計

（単位：人）

区　分 階上岳 階上海岸 寺下観音 ゴルフ場 道の駅 合計
H21 61,646 42,389 89,900 31,497 192,263 417,695
H22 62,013 55,555 61,750 32,049 209,124 420,491
H23 32,715 22,079 56,267 30,410 203,898 345,369
H24 64,603 11,926 119,388 31,678 193,615 421,210
H25 70,016 23,857 57,915 32,475 211,495 395,758
H26 76,524 18,602 59,958 32,288 210,100 397,472
H27 107,707 17,896 68,882 37,028 220,061 451,574

H28 180,629 17,891 62,251 40,696 229,579 531,046
H29 160,212 18,206 60,069 41,100 217,183 496,770
H30 167,212 19,349 60,301 41,821 226,979 515,662
R１ 168,059 20,070 40,693 43,574 211,455 483,851
R２ 159,272 19,332 35,473 42,129 214,646 470,852
R３ 169,160 19,669 36,056 36,163 207,078 468,126
R４ 161,694 19,541 40,207 48,647 214,149 484,238
R５ 142,639 18,970 40,849 48,689 215,453 466,600

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R １ R ２ R ３ R ４ R ５

 階上岳 61,646 62,013 32,715 64,603 70,016 76,524 107,707 180,629 160,212 167,212 168,059 159,272 169,160 161,694 142,639

 階上海岸 42,389 55,555 22,079 11,926 23,857 18,602 17,896 17,891 18,206 19,349 20,070 19,332 19,669 19,541 18,970

 寺下観音 89,900 61,750 56,267 119,388 57,915 59,958 68,882 62,251 60,069 60,301 40,693 35,473 36,056 40,207 40,849

 ゴルフ場 31,497 32,049 30,410 31,678 32,475 32,288 37,028 40,696 41,100 41,821 43,574 42,129 36,163 48,647 48,689

 道の駅 192,263 209,124 203,898 193,615 211,495 210,100 220,061 229,579 217,183 226,979 211,455 214,646 207,078 214,149 215,453

■観光地別観光客入込数推計
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財政状況の比較（県内町村平均との比較）
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普通会計決算額の推移
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まちづくり
地区計画編

道仏地区

平内地区

赤保内地区金山沢地区

蒼前地区

田代地区

鳥屋部地区

晴山沢地区

角柄折地区

石鉢地区

野場中地区

耳ケ吠西地区
耳ケ吠東地区

荒谷地区

小舟渡地区

駅前地区

榊地区

追越地区

大蛇地区

190



１．住み良い住環境の整備
　地域のもつ特性を生かし生活環境と自然的景観

保全を図りながら、生活に密着した道路排水路等の

環境整備やきれいで住み心地の良い住環境の整備

と様々な住民支援体制を整え、幼児から高齢者弱

者が安心して暮らせる「住み良い住環境」の形成に

努めます。

☆�道路・公園・ごみ環境の整備、ペットマナーの確

立、防災環境の整備など

２．健康で元気なまちづくり
働き盛りの勤労世帯や様々な就労経験者の世帯

が多いものの、少子高齢化が急速に進行していま

す。元気な生活の源である健康は、「健康は自分で

維持し予防する」を基本に、運動習慣の確立と心と

体の健康づくりのために、地域全体で子どもから高

齢者の世代間交流を積極的に進めるとともに、組織

体制づくりを進め、「健康で元気なまちづくり」に努

めます。

☆�健康づくりのための世代間交流、石鉢ふれあい交

流館活動、高齢者支援、子育て支援など

３．仲良く暮らせるまちづくり
　古くから産業と文化を支えてきた住民と新興住

宅地の住民とが混在する地域です。地域の宝である

子どもたちと、これまで支えてきた私たちがともに

支えあい、新たな地域交流の開発と、協働を含めた

地域活動の活性化に努力していく事がまちづくりの

大きなポイントです。このため学区内の地域間交流

と地域活動を積極的に推進しながら「仲良く暮らせ

るまちづくり」に努めます。

☆�世代間交流事業、公園・広場の活用、行政区加入

促進、ボランティアの人材育成など

ま
ち
づ
く
り
計
画
書

石
鉢
地
区

地区キャッチフレーズ　あいさつと笑顔で心和む石鉢

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ �
��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿੴുখֶߍ

୐ॅڵຽͱ৽ॅ͖ͨͯ͑ࢧΒ஍ҬΛ͔͘ݹ
ͷॅຽͱ͕ࠞ͢ࡏΔ஍ҬͰɺ஍۠ॅຽͷί
ϛϡχέʔγϣϯͮ͘Γʹ΋औΓ૊ΜͰ͍
·͢ɻ

まちづくりの基本方針まちづくり
地区計画編

ಓ෹஍۠

ฏ内஍۠

੺อ内஍۠ۚࢁ୔஍۠

૵લ஍۠

ా୅஍۠

ௗ԰෦஍۠

੖ࢁ୔஍۠

֯ฑં஍۠

ੴു஍۠

໺৔த஍۠

ࣖέ๸੢஍۠
ࣖέ๸౦஍۠

୩஍۠ߥ

খस౉஍۠

Ӻલ஍۠

஍۠ࡗ

௥ӽ஍۠

େऄ஍۠
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ま
ち
づ
く
り
計
画
書

蒼
前
地
区

地区キャッチフレーズ　階上町の玄関口　学生もお年寄りも住み良い地域に

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ �
��� ਓʗੈଳ਺ �
��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿੴുখֶߍ

ொͷޱؔݰʹҐஔ͠ɺֶੜΞύʔτ΍ά
ϧʔϓϗʔϜ͕ଟ͘ɺଞ஍۠ʹൺ΂Ұਓ฻
Β͠ੈଳ͕ଟ͍ͷ͕ಛ௃Ͱ͢ɻ

まちづくり重点目標
最重点目標「町内会加入率50％をめざそう!!」

まちづくりの基本方針

１．コミュニティ
“困った時には、遠くの親戚より近くの他人が力

になる”コミュニティづくりに努めます。

☆�町内会加入促進、近所づきあい、参加しやすい体

制づくりなど

２．環境
ひとりひとりがマナーを守り、美しい環境（地域）

づくりに努めます。

☆�ごみ問題、街灯・防犯灯・防災無線、草刈り・枝

払い・除雪の問題、犬・猫の問題など

３．教育
“安全安心な地域をつくろう！”地域での見守りに

努めます。

☆横断歩道の設置、カーブミラーの整備など

４．福祉
高齢者との交流を深めていくことに努めます。

☆�介護施設と交流・連携しての老後の相談・勉強会

等の開催など

５．道路建設等
快適で安心安全な生活を送るため、道路整備に

努めます。

☆道路・側溝の整備など
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ま
ち
づ
く
り
計
画
書

野
場
中
地
区

地区キャッチフレーズ　美しい姿で未来に残そう我が地域

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ �
��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿੴുখֶߍ

ॅຽͷଟ͕͘ଞ஍͔۠ΒͷసऀډͰ઎ΊΒ
Εɺീࢢށͷϕουλ΢ϯԽ͕ਐΜͰ͍Δ
஍۠Ͱ͢ɻ

１．道路・建設等
生活に密着した道路及び側溝などの整備促進を

図り、通行に支障を来している立木の枝払いを行う

など、安心で安全に利用できる環境整備に努めま

す。

☆�道路や側溝整備、下水道整備、枝払い、カーブミ

ラーの設置など

２．健康・福祉
自分の健康は自分で管理するということを基本と

し、地区全体で子どもや高齢者などへ十分な配慮を

し、人に優しいふれあいのあるまちづくりに努めま

す。

☆�ウォーキング促進、ラジオ体操実施、食生活改善

等の講習会実施、地域のたまり場の継続など

３．環境
平成21年度供用開始された下水道事業につい

て、全戸の使用可能となれるよう整備促進を図りま

す。また、ごみ出しや動物のフンの後始末について

各自のマナーアップの向上を図る運動を展開しま

す。

☆�ごみ出しマナーの向上、ペットの飼い主責任の徹

底、下水道等の整備、環境美化活動など

４．教育・文化
地域活動のきっかけとして、地域内の人々の交流

を図る事業を中心としながら、世代を越えて地域住

民の「顔」を知る取組を進め、地区の伝統となるよう

な機会づくりに努めます。

☆�ふれあい夕市の開催、あいさつ道路の継続、子ど

もと地域住民との交流など

５．安全・安心
「平成23年3月11日を忘れない！」を合言葉に、日

頃から、災害時の適切な対応を目的に自主防災組

織が発足され、地域住民が協力し合い被害を最小

限に食い止めるよう努めます。また、災害弱者が安

心し暮らせる地域づくりを進めるとともに、安全対

策の充実を図ります。

☆�防災に対する心構えの啓発、避難訓練及びAED

の講習会の実施、街灯の増設など

まちづくりの基本方針
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ま
ち
づ
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区

地区キャッチフレーズ　野鳥のさえずり かたくりの彩り 守り続けよう 人のやさしさ

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ �� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿ֊্খֶߍ

গྸߴࢠԽ͕ݦஶͰ͕͢ɺܙ·Εͨࣗવ؀
͠ʹͷதͰɺਓͱਓͱͷͭͳ͕ΓΛେ੾ڥ
͍ͯ·͢ɻ

１．道路建設
生活道路の整備促進を図りながら、快適で、安全

な道路環境の整備に協働で取り組みます。

☆�道路舗装整備、カーブミラーの設置、側溝清掃な

ど

２．健康福祉
階上町内の長寿地区ナンバーワンを目指して、地

区住民の健康づくりを推進し、各家庭から笑い声が

聞こえる地区づくりを目指します。

☆�総合健診の見直し、地区交流の推進、声かけ・あ

いさつ運動の推進など

３．環境
地区で、環境美化活動を積極的に推進し、誰もが

住みたくなる環境づくりに努めます。

☆�クリーンアップ、花植え、道路法面の雑木伐採、犬

を飼う方へのマナー呼びかけなど

４．教育・文化
人と人とのつながりを大切にしながら、地区の後

継者を育成し、地区コミュニティの活性化を図るこ

とを目指します。

☆�世代間交流の促進、地区後継者の育成、大日神

社の保存・継承、えんぶりの伝承など

５．安全・安心
地区内で協力し合い、防災と防犯に対して、安全

で安心して暮らせる地区づくりを目指します。

☆�避難場所の把握、防災訓練の実施、防犯パトロー

ルの実施など

まちづくりの基本方針
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沢
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区

地区キャッチフレーズ　未来に残せる里　緑豊かな環境づくり

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶߍ ɿ۠੺อ಺খֶߍʢࢁۚچ୔খֶߍʣ

Տ઒ެԂΛத৺ʹܙ·Εͨࣗવڥ؀ͷதɺ
஍Ҭॅຽͷྗڠମ੍͕͔ͬ͠Γ͓ͯ͠Γɺ
༷ʑͳ׆ಈʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

１．生活環境
地域がもつ豊かな自然環境と景観を保全しなが

ら、道路等の整備や、環境づくりに努めます。

☆�快適な道路環境の整備、合併浄化槽の整備促進、

クリーンアップデーの推進、ごみ不法投棄の処

理、花植え運動など

２．防災
一人ひとりが防災意識をもち、地域の協力体制を

構築し、自主防災に強い明るい地域社会の形成に

努めます。

☆�自主防災組織の見直し、避難所の周知と避難経

路の確認など

３．交通安全・防犯
地域の宝である子どもたちと地域住民が、声掛け

や見守りを行い、安全で安心して暮らせる明るい地

域づくりに努めます。

☆�防犯パトロール隊の設置、交通安全看板の設置、

危険箇所の調査・マップの作成など

４．健康・福祉
健康は自分で守り育てるものを基本に、健診受

診、運動の継続、食生活の改善に努め、健康長寿を

目指します。

☆�総合健診・各種健診の受診率の向上、生活習慣

病の予防活動、交流活動の推進、緊急連絡先の

掲示の推進など

５．教育・文化
地区の生い立ちなどの歴史文化を大切にし、伝

統文化の保全と伝承をしながら地域の活性化に努

めます。また、地域の将来を担う子どもたちの健全

な育成を図ります。

☆�体験学習の実践、伝統芸能の継承、伝統文化の

保全活動と伝承など

まちづくりの基本方針
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区

地区キャッチフレーズ　共生のオアシスたしろ

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ �� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶߍ ɿ۠੺อ಺খֶߍʢాچ୅খதֶߍʣ

গྸߴࢠԽɺաૄԽ͕ਐΉதɺ͜ Ε·Ͱͷࣗ
ಈͷଞʹϘϥϯςΟΞʹΑΔ஍Ҭͮ׆࣏ Γ͘
ʹྗΛೖΕɺۭؒॅډͷշదੑΛ࣮ͭ͠ݱ
ͭɺ๛͔ͳࣗવ΋อશ͢Δ౒ྗΛͯ͠ ͍·͢ɻ

１．便利で環境にやさしいまちづくり
生活道路や農道について、地区においても整備協

力します。地区においても草刈作業や清掃作業を行

います。

☆�道路・交通安全施設の整備、道路の草刈・清掃、

生活排水処理施設整備など

２．助け合いの心でつなぐ、安心安全で健
康なまちづくり

少子高齢化に対応したいろいろな健康づくりや

福祉関係の活動を実施します。地区一体となった取

組による効率化を図っていきます。

☆�ほのぼの交流事業、敬老会の開催、粋で長生き体

操事業など

３．伝統と交流を大切にする教育文化のま
ちづくり

農業体験学習やまちづくり行事、民俗文化や地区

の歴史など、子どもと一緒の活動の中で、地区とし

て教育機会の拡大を図っていきます。

☆�田代えんぶり・ナニャドヤラの保存継承、神社・

祠等史蹟の管理運営、農村交流事業の実施とI

ターン定着活動など

４．ゆたかな農林資源を活用する産業振
興のまちづくり

農産物の付加価値化や特産物の開発、地産地消

の推進など、地区の生活と一体となった農業・農家

形態の生産手法を検討していきます。

☆�農道や用排水路の管理・補修、ため池の管理と危

険防止活動、グリーンツーリズム活動など

５．自然を大切にし、調和する美しい景観
のまちづくり

美しい自然環境は住民全員のかけがえのない財

産であり、これらの維持、保全、共生を地区の理念

として掲げます。

☆�ホタルとどじょうの里づくり活動、せせらぎ公園

周辺整備、ごみ捨て防止活動と看板設置など

まちづくりの基本方針
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地区キャッチフレーズ　歴史と文化をはぐくみ緑豊かな里

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ �� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿ੺อ಺খֶߍʢొچ੾খֶߍʣ

ࣗવܙʹڥ؀·ΕͨాԂ஍ଳͰ͢ɻആ۟ձɺ
ྫେࡇɺຍགྷΓͳͲจԽͱྺ࢙ʹ͋;Εͨ
஍۠Ͱ͢ɻ

１．安全で安心して暮らせるまちづくり
地域のもつ豊かな自然環境と景観保全をしなが

ら、地域住民が健康で安心して生活できるまちづく

りに努めます。

☆�掲示板の更新、道路整備、地域が一体となった防

犯・防火活動への取組など

２．山や川を大切にし、自然と共生するま
ちづくり

自然環境に恵まれた立地条件を生かし、ホタルや

トンボが飛び交うまちづくりに努めます。

☆�ホタル等の貴重な生物が生息できる環境づくり、

山番人の選定、あじさいロードの保全管理など

３．人にやさしいコミュニティのあるまち
づくり

少子高齢化、非行の低年齢化、多様化傾向に対

応し、地区全体で子どもや高齢者への声かけ、見守

りを行うなど、人にやさしいふれあいのあるまちづく

りに努めます。

☆�青少年健全育成、家庭ごみの分別と減量の推進、

ふれあい日帰りバス遠足の実施など

４．歴史や文化をはぐくむまちづくり
地区の生い立ちなどの歴史文化を生かし、大切に

するとともに、今に残る社寺等を保全しながら地域

の活性化に努めます。

☆�地域の歴史文化散策路整備、寺社等の説明板設

置、盆踊会への協力など

５．農村環境を生かしたまちづくり
緑に囲まれた自然環境を生かし、次世代に誇れる

快適な環境のまちづくりのため、保全・整備・継承

に努めます。

☆�自然環境の保全と農業後継者の育成、遊休農地

の有効活用、グリーンツーリズムの推進など

まちづくりの基本方針
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区

地区キャッチフレーズ　豊かな自然と歴史文化が薫る里

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ �� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿ੺อ಺খֶߍʢొچ੾খֶߍʣ

఻౷ܳೳͱจԽ͕ड͚͕ܧΕɺ͓͍ޓͷڠ
ྗʹΑͬͯ͑ࢧΒΕ͖ͯͨɺ֊্ַͷ࿢ʹ
Ґஔͨ͠྘๛͔ͳ஍ҬͰ͢ɻ

１．道路・防災環境の整ったまちづくり
自然環境豊かな地域の特性を生かしながら生活

環境と自然的景観保全を図りながら、生活に密着し

た道路水路等の環境整備やきれいで住み心地の良

い住環境の整備、様々な弱者支援体制を整え、特に

高齢者弱者が安心して暮らせる「住み良い住環境」

の形成に努めます。

☆�道路整備、学校跡地広場整備、弱者支援体制の

確立、自主防災組織体制の強化など

２．健康で安心して暮らせるまちづくり
地域全体の高齢者や障害のある人たちが、健康

で安心して住みやすいまちづくりのため、世代間交

流などのコミュニケーションを通じて、楽しみや生

きがいを持てるよう支援し、健康増進の普及にも努

めます。

☆�ごみ対策・生活環境の整備、ペットマナーの確立、

健康づくり対策、高齢者支援・過疎対策、花いっ

ぱい運動など

３．歴史と文化の薫るまちづくり
古くから歴史ある伝統芸能と文化が受け継がれ、

お互いの協力によって支えられてきた地域です。少

子高齢化時代である今だからこそ、宝である子ども

たちと、これまで支えてきたわたしたちがともに支え

あい、新たなコミュニティの開発と、協働を含めた

地域活動の活性化に努力し継承していく事が大切

です。このため学区内の世代間交流と地域活動を

積極的に推進しながら「歴史と文化の薫るまちづく

り」に努めます。

☆�世代間交流事業、ボランティアの人材育成、歴史・

文化の伝承、わっせ活用対策など

まちづくりの基本方針
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地区キャッチフレーズ　未来に残そう豊かな自然と伝統文化

地
区
デ
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˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿ֊্খֶߍ

Ͱɺࣗવ๛͔ͳ஍۠Ͱޱؔݰͷࢁొ্ַ֊
͢ɻ·ͨɺࠃͷॏཁແܗຽଏจԽࢦࡒఆͷ

ʮௗ԰෦͑ΜͿΓʯΛ఻ঝ͍ͯ͠·͢ɻ

１．道路等の整備
生活道路の整備を進め、安全な道路環境に協働

で取り組みます。また、水路整備も計画し、豊かな

自然環境を後世に残すことを目指します。

☆生活道路の整備、街灯の設置など

２．健康福祉
健康診断の受診率を高め、病気の予防に努めま

す。また、高齢者の健康増進を図る場として、児童

と高齢者とのふれあいの場として、地区内にある施

設等（鳥屋部農村公園、森の交流館、小学校、わら

び苑等）を利用し、子どもからお年寄りまで健康で

明るく暮らせる地区づくりに取り組みます。

☆総合健診の見直し、ボランティア活動の推進など

３．環境
環境美化活動を積極的に推進し、誰もが住みたく

なる環境づくりに努めます。また、ごみ減量の取組

や不法投棄対策を進め、きれいな鳥屋部地区を目

指します。

☆環境美化活動、不法投棄看視活動など

４．教育文化
小学校の行事等を活用しながら、世代間交流や

地区内の交流活動を通じて、人づくりを進め、町内

会の活性化に努めます。さらに、史跡や観光資源を

大切にし、後世に継承していきます。

５．安全・安心
防犯パトロールを中心に、地区が安全・安心に暮

らせる体制づくりを進めます。消防団と協力しあい

ながら、自主防災組織を中心として、災害時に対応

できるようにして、地区の安全・安心に努めます。

☆�避難場所の把握、防犯パトロールの実施と充実な

ど

まちづくりの基本方針
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地区キャッチフレーズ　歴史文化の息づく緑豊かな里づくり
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˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
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１．道路・防災・産業
地域のもつ豊かな自然環境と景観保全をしなが

ら、道路水路等の環境整備、防災に強い明るい社会

の形成、就労の場や遊休農地の活用に努めます。

☆�道路や側溝等整備、地区防災訓練の実施、遊休

農地等の活用など

２．健康・福祉・環境
健康は自分で守り育てるものを基本に、地域全体

で子どもや高齢者への声かけ、見守りを行うなど、

人に優しいふれあいのあるまちづくりに努めます。

また、緑に囲まれた自然環境を生かし、次世代に誇

れる快適な環境のまちづくりのため、保全整備継承

に努めます。

☆�検診普及活動、健康増進普及活動、ボランティア

などの地域活動者募集、高齢者に対する災害・除

雪等の応援体制、クリーンアップデーの推進など

３．文化・教育・地域安全
地区の生い立ちなどの歴史文化を大切にすると

ともに、今に残る社寺、無形文化財、遺跡等を保全

しながら地域の活性化に努めます。また、地域の宝

である子どもたちの健全育成を図るとともに、地域

安全対策の充実を図ります。

☆�伝統文化の保全活動、地域ぐるみによる子育て支

援、地域の安全対策の充実など

まちづくりの基本方針
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地区キャッチフレーズ　快適で安全に暮らせるまちづくり
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１．保健・健康・福祉
健康は自分で守り育てるものを基本に、地域全体

で子どもや高齢者への声かけ、見守りを行うなど、

人に優しいふれあいのあるまちづくりに努めます。

☆�健診の普及、健康の増進、食生活の改善、声かけ

運動・見守り運動の推進、地域の皆ボランティア

の推進など

２．文化・教育
地区の生い立ちなど歴史文化を大切にするとと

もに、新興住宅との交流を密にし、新たなコミュニ

ティの開発と、中枢的機能の確立を図り、自然環境

も保全しながら地域の活性化に努めます。また、地

域の将来を担う子どもたちの健全育成を図ります。

☆�伝統文化の保全活動、地域ぐるみによる子育て支

援など

３．道路整備・生活環境
安全で快適な生活空間を確保するため、既存道

路の改善と整備を図ります。地域住民がそれぞれの

責任を果たしながら連携を深め、安らぎのある居住

環境の整備を図ります。

☆�道路整備、雨水処理施設整備、公園・緑地整備、

下水道整備、ごみ問題に関する意識の啓発など

４．防犯・防災・地域安全
地域住民の防火・防災意識を高め、組織体制の

強化を図ることにより、安全に暮らせるまちを築き

ます。関係機関の協力の下に、地域ぐるみで犯罪や

事故の未然防止に努めます。交通安全のための施

設整備を図り、通勤・通学・買い物等誰もが安全に

移動できる交通環境を整備します。

☆�自主防災組織の整備、地域の防犯・防災体制の

確立、防犯灯の維持管理、交通安全思想の徹底

など

まちづくりの基本方針

201まちづくり地区計画編
HASHIKAMI New era plan



ま
ち
づ
く
り
計
画
書

耳
ケ
吠
東
地
区

地区キャッチフレーズ　創ろう住み良い町に、育てよう協助の和

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ �
��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿ੺อ಺খֶߍ

ॅຽͷଟ͕͘ଞ஍Ҭ͔ΒͷॅຽͰߏ੒͞Ε
ͨ৽ॅڵ୐஍Ͱ͋Γɺϕουλ΢ϯԽ͕ਐ
ΜͰ͍·͢ɻ஍۠ॅຽͷίϛϡχςΟͮ͘
ΓʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

１．健康・福祉
働き盛り世帯の多い地区で、若年層が多く、高齢

化率は比較的低い地区となっています。「自分の健

康は自分で守り予防する」を基本に、地域全体で子

どもや高齢者への声かけ、見守りを行う体制づくり

など、安全で安心の人に優しいふれあいのあるまち

づくりに努めます。

☆�総合検診受診率の向上、食生活の改善、高齢者・

障がい者福祉、児童福祉、ボランティア育成など

２．教育・文化
新興住宅地で歴史文化の「生い立ち」の浅い町

で、新たな文化的コミュニティの開発と、都市的機

能の確立も図り、自然環境にも配慮しながら地域の

活性化に努めます。また、地域の宝である子どもた

ちの健全育成を推進し、老若男女の集いなど、社会

活動参加型地域による生涯教育の充実を図ります。

☆�地域ぐるみによる子育て支援・青少年健全育成

支援、世代間交流の充実、文化活動の充実など

３．環境・防災
地域内の住環境と自然的景観の保全を図りなが

ら、生活に密着した道路や水路等の住環境の整備

に努めます。また、東日本大震災を教訓として、高

齢者世帯や障がい者世帯等の要援護者が安心して

暮らせるよう、地域自主防災の向上による明るい社

会の形成に努めます。

☆�下水道整備、環境美化の推進、公園環境整備、生

活道路整備、自主防災組織体制の確立、地域防

災訓練の実施など

４．安全・安心
人口の増加やコミュニティの変化に伴い、希薄化

しつつある地区内の連携意識を高め、防犯及び交

通安全対策の充実を図り、子どもから高齢者まで安

全で安心して暮らせる地域づくりに努めます。

☆�自主交通・防犯体制の充実、コミュニティ活動に

よる地域交流の活性化など

まちづくりの基本方針

202 まちづくり地区計画編
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ま
ち
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く
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計
画
書

荒
谷
地
区

地区キャッチフレーズ　未来への継承「里地・里山」と「海」深まる絆

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍʢچେऄখֶߍʣ

ւͱ྘ͷࣗવܙʹڥ؀·Ε͍ͯ·͢ɻۭڏ
ଂ༷ͷࡇΓͳͲͰ೐Θ͍ͬͯͨࠒΛऔΓ໭
ͤΔΑ͏ɺ஍Ҭͮ͘ΓΛؤு͍ͬͯ·͢ɻ

１．道路建設
生活に密着した道路や水路等の整備促進を図り

ながら、立木の伐採を行うなど、安心安全に利用で

きる環境整備に努めます。

☆道路・側溝等の整備

２．健康福祉
健康は自分で守り育てるものを基本に、地域全体

で子どもや高齢者への声かけ、見守りを行うなど、

人に優しいふれあいのあるまちづくりに努めます。

☆�総合健診の早期受診、健康づくりの普及、ほのぼ

の交流の充実、緊急連絡先の掲示推進など

３．環境
海と緑に恵まれた自然環境を未来に残すため、美

化マナーの向上、不法投棄の根絶に努めます。

☆�犬を飼うマナーの呼びかけ、環境美化整備、標識・

街路灯の整備、子どもたちの安心できる環境づく

りなど

４．教育・文化
地区の生い立ちなどの歴史文化を大切にすると

ともに、今に残る神社等を保全しながら、祭りの復

活とともに地域の活性化に努めます。

☆�お祭りの復活、史跡等の保存・継承、体験学習、

世代間交流事業、指導者育成など

５．安全・安心
高齢者世帯が多いことから、災害弱者が安心して

暮らせる地域をつくるとともに、安全対策の充実を

図ります。

☆�地区防災マニュアルの作成、地区防災訓練の実

施など

まちづくりの基本方針
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ま
ち
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く
り
計
画
書

大
蛇
地
区

地区キャッチフレーズ　海と太鼓のこだまする心和む里づくり

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍʢچେऄখֶߍʣ

ଠฏ༸Λ๬Έੲ͔Βۀړͷ੝Μͳ஍ҬͰ
͢ɻগྸߴࢠԽ͕ਐΉதɺຍགྷΓͷ։࠵΍
େऄւ໐Γιʔϥϯͷ੍࡞ͳͲॅຽ૯ࢀՃ
ͷ஍Ҭͮ͘ΓΛ͍ͯ͠·͢ɻ

１．道路等整備
地域のもつ豊かな自然環境と景観保全をしなが

ら、快適な道路等の環境整備に努めます。

☆道路の拡幅・改良・舗装など

２．保健・福祉
地区全体で子どもや高齢者への声かけ、見守りを

行うなど、人に優しいふれあいのあるまちづくりに

努めます。

☆�大蛇ほのぼの友の会（仮称）、一人世帯の応援隊、

健康啓もうの実施など

３．生活・環境
海に面した自然環境を大切にし、住みよい地域を

目指し、快適な環境づくりに努めます。

☆�ごみ出しマナーアップ、ペットマナーアップ、街灯

整備、草刈隊クリーンアップ

４．文化・教育
地区の生い立ちなどの歴史文化を生かし、大切に

するとともに、今に残る社寺等を保全しながら地域

の活性化に努めます。また、子どもたちの健全育成

を図るとともに、安全対策の充実に努めます。

☆�コミュニティバスの有効利用、海浜プール・海岸

の整備、世代間ふれあい事業など

５．農漁村
つくり育てる漁業を推進し、今後一層の漁業の振

興に努めます。また、防災意識を高め災害に強い地

域の形成に努めます。

☆海守活動、地域でできる津波災害抑止活動など

まちづくりの基本方針

204 まちづくり地区計画編
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ま
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書

追
越
地
区

地区キャッチフレーズ　朝日と潮騒に包まれ思いやりの心と笑顔あふれる地域

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍʢچେऄখֶߍʣ

ݝɺߓړେͳଠฏ༸Λ๬Έɺ௥ӽ޿ʹԼ؟
ͷ੝ΜͳۀړηϯλʔͳͲੲ͔Βۀړഓ࠿
஍ҬͰ͢ɻ໌Δָ͍҆͘͠৺Ͱ͖Δ஍ҬΛ
໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

１．生活環境の整備・保持
道路・側溝の整備、環境美化、安全対策に努めま

す。

☆�生活に密着した道路・側溝・排水溝の整備、ごみ

ステーションの更新・清潔保持、ごみ拾い清掃、

草刈り、斜面崩壊対策、防犯灯の整備、消火栓・

防災設備の整備など

２．皆で助け合い仲良く暮らせる地域
思いやりのある班運営、福祉・助け合い、ほのぼ

の交流、世代間交流の実施、防災に努めます。

☆�新班長制の定着、班内の融和、班内の絆の強化、

要援護者支援、近隣ネット、家族介護者交流、高

齢者交流、介護予防、朝の挨拶運動、町・学校の

行事への参加、敬老会、防災訓練、避難訓練など

３．健康で楽しい暮らし
楽しい生活、健康な身体づくりに努めます。

☆�検診の受診率向上、食事や病気などの健康に関

する学習、運動のすすめ、仲間づくり、学習・趣味

の会の実施、通信カラオケの導入と仕組みづく

り、バス旅行の実施など

まちづくりの基本方針

205まちづくり地区計画編
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計
画
書

榊
地
区

地区キャッチフレーズ　浜で遊び、良き伝統を継承し、元気で暮らせる榊地域

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍ

গࢠԽͷ޲܏͸൱Ίͣɺશମͱͯ͠ਓޱ͸
΍΍઴͍ͯ͠ݮ·͢ɻւͱࢁͷͲͪΒʹ΋
͍ۙͱ͍͏ઈ޷ͷҐஔʹ͋Γ·͢ɻ

１．道路等整備
快適な生活のため、道路等の整備に協働で取り

組みます。

☆生活道路の舗装、側溝整備、遊歩道の整備など

２．健康・福祉
地域住民が元気で暮らせるために健康づくりに

努めます。共助の榊づくりに努めます。

☆�総合健診の受診率の向上、健康づくりの実施、災

害時の安否確認等の役割分担、茶のみ場の創設

など

３．生活環境
ひとりはみんなのために、みんなはひとりのため

に、共助の気持ちをもってより良い生活環境づくり

をします。

☆�ごみ出しマナーの向上、不法投棄のない環境づく

り、合併浄化槽の整備推進、街灯の省電力化、除

雪対応の改善、集う場・広場の整備など

４．教育・文化
子どもの元気な声が響く地域をつくります。

☆�子どもたちが遊び集える広場づくり、体験学習・

観察学習等ができる海辺環境整備、いじめ防止

の意識高揚など

まちづくりの基本方針
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ま
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づ
く
り
計
画
書

駅
前
地
区

地区キャッチフレーズ　階上駅とともに90余年いつまでも元気で明るい駅前地区

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍ

ொͷޱؔݰͱͯ͠ɺ֊্Ӻͱͱ΋ʹาΜͰ
͖·ͨ͠ɻগྸߴࢠԽ͕ਐΉதɺ֊্ӺΛ
த৺ʹ͋ؾ׆Δ஍Ҭͮ͘ΓʹऔΓ૊ΜͰ͍
·͢ɻ

１．教育・文化
世代間交流など生涯学習と連携しながら、地域で

子育て支援に努めます。

☆�世代間交流を通して地域で生涯学習、駅前と階

上駅の歴史を学びながら無人駅を守る、史跡の

保存、お祭りの復活など

２．保健・福祉
“ひとりひとりが自分の体に関心を持つ”ことを基

本に相互に助け合う地域づくりに努めます。

☆�健康づくりの推進、ほのぼの交流事業の充実、健

診・検診の受診率向上、高齢者福祉の充実など

３．環境
住みよい地域となるよう、個人のマナー意識高揚

に努めます。

☆�ごみ出しマナーの向上、ペットを飼う方のモラル

の向上、水辺環境の保全、海岸線の清掃など

４．道路等建設
生活環境を整備し、観光客が往来するまちづくり

に努めます。

☆�道路等の整備、海岸線エリアの活用、街灯整備、

防災訓練など

まちづくりの基本方針
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ま
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書

道
仏
地
区

地区キャッチフレーズ みんな　元気で　しあわせに
楽しいまち(道仏らんど)づくり
～五 (互 ) 輪で繋ぐやすらぎとロマンの里づくり～

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍ

஍۠ͷத৺Λಓ෹઒͕ྲྀΕɺಓ෹ਆָɺؗ
ਆࣾɺۜҍͷ໦ͳͲ໊ॴچ੻ͷଟ͍஍۠Ͱ
͢ɻ

１．生活環境
道仏行政区会は、5町内会一体となり奉仕作業を

行っています。主要幹線道路沿いの不法投棄対策

を進め、さらには合併浄化槽の普及により快適な生

活環境に努めるとともに、施設の整備維持管理を行

います。

☆ごみ対策、合併浄化槽の整備促進など

２．防災・地域安全
集落が広範囲にあるため、地域住民が防犯と防

災意識を高め、安全で安心して暮らせる地域づくり

を目指します。

☆�避難所の周知と避難経路の確認、防犯灯の設置

など

３．道路等整備
地域内の未整備、危険箇所をリストアップし、優

先度の高いものから整備します。

☆道路・側溝・交通安全施設の整備など

４．保健・福祉
病気の早期発見及び治療と健康維持のため、自

分自身で健康管理できる環境づくりに努めます。家

に閉じこもり気味の高齢者が気軽に外出し、地域住

民とふれあい健康で生きがいを持ち、充実した生活

を送れるよう地域ぐるみで応援します。

☆�健康体操の充実、食生活改善指導、コミュニティ

バスの継続、高齢者の交流会推進、集会施設の

新築移転など

５．教育・文化
地域の史跡・歴史・文化を学び、伝統文化を継承

し、世代間交流を通して生涯学習と青少年の育成を

図ります。

☆�あいさつ運動の実践、体験学習の実施、地区の歴

史文化の冊子作成、盆踊りや神楽発表会の実施

など

まちづくりの基本方針
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小
舟
渡
地
区

地区キャッチフレーズ　夢をかたり　心かよわす　地域づくり

地
区
デ
ー
タ

˔ਓޱ ��� ਓʗੈଳ਺ ��� ੈଳ
ʢྩ࿨ � ೥ � ݄ � ೔ࡏݱʣ

˔খֶ۠ߍɿಓ෹খֶߍʢچখस౉খֶߍʣ

খस౉ւ؛ͳͲɺ๛͔ͳࣗવڥ؀ʹғ·Ε
͍ͯ·͢ɻ஍Ҭͱͷͭͳ͕Γ΋༷͘ڧʑͳ
ಈʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ׆

１．快適・安心の地域づくり
潤いのある生活環境の中で快適に安心して暮ら

すことは地域みんなの願いです。本地域の持つ豊か

な自然と独自の景観を保持しながら、自然の営みと

生活が調和した快適性とやすらぎが実感できる地

域づくりを進めます。

☆�生活基盤整備、生活環境の保全、災害の予防、交

通安全の推進、防犯対策の推進、安心・安全のコ

ミュニティなど

２．地域資源を生かした地域づくり
活力あふれる地域づくりのためには、恵まれた地

域資源に着目し、さらには共有感を持って小舟渡の

魅力をアピールし、持続的でにぎわいのある地域づ

くりを進めます。

☆�特産化の推進、付加価値販売の推進、地域資源

を活用した交流、観光施設の整備、レクリエー

ション活用、イベント開催、体験機会の提供、学習

機会の提供、児童館の跡地の利用など

３．人がかがやく地域づくり
地域づくりには地域コミュニティの醸成が大切で

す。当地域の老若男女誰もが幸せを実感できる、ふ

れあいのある地域づくりを進めます。

☆�ふれあいイベントの充実、スポ・レク活動の充実、

健康づくりの推進、地域文化の継承と創造、青少

年活動の促進、地域ぐるみの健全育成など

まちづくりの基本方針

209まちづくり地区計画編
HASHIKAMI New era plan



　わたくしたちは、やま（臥牛山）と、うみ（太平洋）の
美しい自然にはぐくまれた豊かな伝統をもつ階上町民です。
　わたくしたちは、愛する郷土の発展としあわせをねがい
この憲章を定めます。

階上町民憲章
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1、心のふれあいを大切にし文化の高いまちにしましょう。

1、より豊かな生活を求め活力のあるまちにしましょう。

1、心とからだをきたえ健康なまちにしましょう。

1、恵まれた自然を愛護し美しいまちにしましょう。

1、みんなできまりを守り住みよいまちにしましょう。
［昭和55年５月１日制定］

211



2020▲

2029
第5次階上町総合振興計画

｜後期計画｜ΏめɹΈΒ͍ɹ৺ͱ͖めく�ɹ;Δ͞ͱづくり

発　行
ྩ和�年3月

֊্ொ
˟�3��12�1�青森ࡾݝ戸܊階上町大ࣈ道仏ࣈఱ当平1���
5E-��1������2111（代表）ʗ'A9��1������211�

編　集

֊্ொ૯߹੓ࡦ՝

制　作
会社テクϊスࣜג

�3��111��青森ݝീ戸市๺ന山୆2ஸ目��23
5E-��1���2���5�5ʗ'A9��1���2���5��

ӈ
Ԟ付



2020

▲

2029

第5次階上町総合振興計画
｜後期計画｜

第
5
次
階
上
町
総
合
振
興
計
画
｜
後
期
計
画
｜

ゆ
め

　
み
ら
い

　
心
と
き
め
く

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

ゆめ　みらい　心ときめく 　ふるさとづくり第5次階上町総合振興計画
｜後期計画｜ゆめ　みらい　心ときめく 　ふるさとづくり

心
豊
か
で
安
心
安
全
な
く
ら
し
と

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
み
ん
な
で
つ
く
る

青森県階
は し

上
か み

町
ちょう

青
森
県
階
上
町


	表1
	2500495階上町様_総合振興計画_低
	表4



